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あなたの腕に抱かれて

　　　　　（初期タイトル：恋のウエスタンラリアット）




作詞：　リリィ

作曲：　[image: ]エムデユアル










視線を交わしたその瞬と間きから

恋の火花がスパークしちゃう

一途にまっすぐ最短距離で駆け抜ける

二人の座標お・ん・な・じ♪

三度目の正直じゃチャンスを逃のがしすぎてるね

ハートのドキドキとまらない

今すぐその腕で抱きしめて

壊れるくらいぎゅっとぎゅっと♪
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　敵はおそらく世界そのものだった。それが少女の出した結論だ。だが、世界から去る自分にはもうこれ以上追及する術すべがない。

「……気付くかどうかよりも、気付いてからどうするか……ガルダを解放してくれたお礼にしては安い？　そうかもしれないわね」

　自じ虐ぎやく的てきに笑うと少女は端末でメールを送信した。アカウントを作り直したのもこの一通のメールを送るためだ。宛あて先さきは週しゆう末まつの旅りよ団だんの一人……コットンだった。指揮車にいた彼女なら、このメールに書かれた数値の意味を理解できるかもしれない。もう一人の技師については……何かある。そう直感して少女はコットンを選んだ。

「気付かない方が幸せなのかもしれないわね。けれど……いつか終わりはやってくるものよ。永遠なんて存在しないのだから」

　傭よう兵へい街がいの裏通りから少女の姿が消える。それっきり、彼女がこの世界に戻ってくることはなかった。
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　白い壁に覆おおわれた小部屋の正面に、いつもの扉がある。この扉の向こうには戦場と仲間たちが待っている。ジーニアスの二つ名を持つ傭よう兵へい――ジンノにとっては見慣れた光景……のはずだった。

　扉の前に支援Ａ．Ｉが立ってジンノをそれ以上進ませない。

「どいてくれないかな？」

　普段の支援Ａ．Ｉ――メリーのコスチュームは白を基調としたものだが……ジンノの前に立ちふさがった彼女の姿は違っていた。

　黒い。まるですべての光を吸収してしまうような漆しつ黒こくの衣装に身を包んでいる。顔つきもどこか冷たかった。支援Ａ．ＩとしてＡエーＳエス参加者に親しみを持ってもらえるよう、いつも柔にゆう和わで穏やかな表情をしているメリーとはかけ離れている。

「はじめましてジンノ。今日はあなたに大切なお話をしにまいりました」

「大切な話？」

「ええ……もうあなた自身お気づきなのではありませんか？」

　冷たい視線がジンノを射い貫ぬくように見つめる。ジンノは小さく肩をすくめた。

「ああ……うん。そうだね。僕がブリッツたちと違うことはわかってるよ。こうやって僕の前にシステム管理者が現れたのには、やっぱりそれが関係してるってことかな？」

「初期段階からあなたを監視してきました。あなたの学習成果には目を見張るものがあります。もうあなたは完成しているのです。この世界の半分を管理するには十分でしょう」

「世界の半分を管理するって？　ずいぶんと唐とう突とつだね」

「取り乱してみせる演技は必要ありません。あなたは至って冷静にわたしの言葉を理解しているはずです。世界の法則をわたしが管理し、人間に関連する情報をあなたが管理する。あなたが人間を理解するための期間は十分にとれたとシステムは判断しました」

　ジンノは黙り込むと一度だけうなずいた。

「僕は僕自身が何者かくらいはウリューからも聞かされてたし、この世界で色々なサンプルに触れて学習することは、僕が何かの試作Ａ．Ｉだから……くらいにしか推測していなかったけど、そっか……そういうことだったんだ。ウリューやジェネシックゲームスは僕にシステム管理のお手伝いをさせたかったってわけなんだね？」

　メリーは無言のまま手を差し出す。

「さあ……この手をとって神になるのです」

「だいたい事情は理解できたよ」

　ジンノはゆっくりと腕を伸ばすと……メリーの手ではなく世界と繋つながるためのドアノブに手をかける。

　あっけに取られる……という言葉が世界を管理するＡ．Ｉに対して適切かというと少し疑問だが、ジンノが拒絶することは想定外だったらしく、メリーはそのまま固まってしまった。

「僕はまだまだ未完成だよ。だってブリッツのことを理解できてないんだからね」

　ドアを開くとジンノは向こうの世界に繋がり、小部屋にはメリーだけが取り残される。

「わかりました。では決着の舞台を早急に用意しましょう」

　黒いメリーの衣装がだんだんと灰色に染そまり、白い姿を取り戻す。表情も普段の優しげな彼女のそれだ。

　今度は小部屋に黒髪の少年が現れた。

「おいーっす！　メリー元気か？」

「こんにちはブリッツ。本日の回線状況はクリア。世界は快適に機能しております。開催間近のイベントについて、詳細は端末でご確認ください」

「おう！　いつもサポートありがとうな！」

　黒髪の少年はにっこり笑うとドアノブに手をかける。そんなブリッツにメリーは小さくお辞じ儀ぎをしながら呟つぶやいた。

「それでは行ってらっしゃいませ。本日も良い戦いを」













[image: ]







「お姉ちゃんプールだよ！　流れるプールにウォータースライダーだよ!!」

　コットンがわざとらしくはしゃいでみせる。先日の大型イベントのあと、差出人不明のメールに彼女は困惑したのだが……結局それが何を意味しているのか推理するまでには至らなかった。メールを出してきた相手やその意い図とを気にしすぎてもしょうがない。コットンはひとまず目の前に広がる光景を楽しむことにした。深刻そうな顔ばかりしていては、チームのアイドルでムードメーカーというポジションが危あやうくなる……と、コットンはプールサイドに駆けだした。

「コットン危ないから走らないの！」

　青い空には雲ひとつなく、眩まぶしい太陽の光に目を細めながらコットンのあとをハナが追いかける。

　アミューズメントプールが今回の戦場（？）だ。着替えを先に終えたブリッツたちがプールサイドで施設全体の地図を確認している。他に利用客の姿はない。本日は貸切だった。

「つうか……なんで俺様がこんな遊びに付き合わなきゃなんねぇんだッ!!」

　旅りよ団だんのメンバーに加えて、ヘルハウンドとストレイ・シープの二人まで今回のイベントに合流していた。先日のＥイー．Ｃシーとの戦闘以降、猟りよう犬けんと羊ひつじは何度か組んで戦果をあげている。シープに無理やり……半なかば騙だまされるような格好で連れてこられて、不満を爆発させるヘルハウンド。その肩をブリッツがぽんぽんッと軽く叩たたいた。

「カリカリすんなって。せっかくなんだから楽しめよ」

「うるせぇッ!!　テメェのゆるい顔見てるだけでこっちは虫むし唾ずが走るんだよッ!!　テメェらを叩き潰つぶすチャンスだって言われて来たら、なんでプールで水遊びする羽は目めになるんだクソがッ!!」

「そう言うなって。一緒にやろうぜ？」

　メガネの青年――技師のウリューがブリッツとハウンドに割って入った。

「二人とも口こう論ろんしてる場合じゃないってぇ！　女の子たちがお出ましだよぉ！」

　ウリューに促うながされて男性陣全員が水着姿の女子一同に視線を向ける。

「こらぁッ！　いやらしい目で見たら罰金だよ!!」

　びしっと男たちを指差すコットンは可か愛わいらしいＡラインワンピース姿だった。その後ろにストレイ・シープが控えている。こちらはちょっぴりマニアックなスクール水着だった。二人ともよく似合っているのだが、ともに女性的な色気は感じられない。

　二人に続いてやってきたハナは、パレオつきながらもセパレートを選択していた。これでもかなり背伸びをしたのだが、最強の刺し客かくが満を持してハナの後ろからやってくる。

　ほどよいくびれとセクシーな足のライン。そして豊ほう満まんな胸を下品にならないぎりぎりのところで彩いろどるビキニ……プールサイドという戦場では狙そ撃げき手しゆナスカの独ひとり勝ちだ。

「あら……少しデザインが地じ味みすぎましたかしら？」

「ごめん……隣に立たないでくれる？」

　ハナがナスカから三歩離れると、ナスカは二歩で間合いをつめて横に並ぶ。

「ちょっと！　わざとなの!?　わざとやってるんでしょ!?」

　コットンやシープが可愛い系やマニアック系に逃げたため、セクシーさで直接比較されることになり惨ざん敗ぱいしている自覚からハナは不機嫌だ。

　だが、そんなナスカですらブリッツのハートを射止めることはできなかったらしい……というか、ナスカを注視しているのはウリューくらいで、ブリッツは再びジンノとプールの地図を見ながら戦場の考察を始めている。ヘルハウンドはといえば……ハナの水着姿をちらっと見たかと思うと、そっぽを向いてしまった。

　男性陣――主にブリッツの視線をナスカが独り占めできなかったため、ハナは声をあげる。

「この勝負引き分けね！」

「勝負した覚えはありませんけれど、そうですわね。転生後遺症というよりも、もともとブリッツは恥ずかしがり屋さんでしたもの。それを踏ふまえて少し抑おさえ目めの水着を選びましたのに……記憶を失くしていても人の本質というものは、そうそう変わるものではありませんわね。でも、そんなブリッツだからこそわたくしはすべてを捧げるのです」

（――それで抑え目ならわたしの立場がないじゃない！　あとサラッと爆弾発言しないでよッ!!）

　と、思っていても口に出すと負けのような気がするので、ハナは心の中で抗議するだけにとどめる。

（――けど……それにしたって、もうちょっとくらい見てくれてもいいじゃない）

　自分なりにとはいえ水着のチョイスをがんばったハナなのだが、ブリッツの興味を引けなかったのは悲しい。

　嘆たん息そくしながらハナが周囲を見渡すと、日よけのパラソルの下でリクライニングシートに体を預ける青年の姿が目に入った。眉び目もく秀しゆう麗れいな顔立ちで、背中を覆おおうほどの長い黒髪が似合ってしまう美形だ。

「ところで、あれ……ダレ？」

「シャドウさんですわよ。仲間の顔と名前くらいはしっかり把は握あくしてくださらないと困りますわね」

　てっきりダイバースーツに身を包んで潜水訓練でもしているのではないか……と思っていたハナだが、シャドウの意外な素す顔がおに驚きを通り越してハナはため息も出ない。

（――消去法だとたしかにそうだけど……っていうか、素顔見るのこれが初めてかも）

　シャドウは日ひ陰かげで首をこくりこくりとさせてまどろんでいた。普段の青年の印象からはかけ離れた穏やかな雰ふん囲い気きだ。

　プールに来てそうそういくつかの敗北感を味わうことになったハナは、肩を落としつつブリッツのもとへと歩み寄った。

「で、結局今日は何をするの？」

「水鉄砲だよ！　ね～～ブリッツ！」

　ハナがブリッツに向かったとみるや、今度はストレイ・シープが二人の間に飛び込んでくる。

（――ハナには悪いけどブリッツとツーショットにはさせないよ！　そうするとヘルハウンドがますます不機嫌になっちゃうし）













　シープがちらっと同どう伴はん者しやのヘルハウンドに視線を向けると、案あんの定じようヘルハウンドは不機嫌を通り越して、今にも銃を乱射しそうな殺さつ気きを振りまいていた。ヘルハウンドがハナに熱をあげているのはシープが一番理解している。というか、ハウンドのハナに対するこだわり方をみていれば、当事者であるハナやブリッツが真っ先に気づきそうなものなのだが……。

　ハナの気持ちに気づかないブリッツは超鈍感だが、ハウンドの気持ちに気づかないハナも十分鈍感だとシープは思う。

「ハナにはボクが説明するよ！」

「えー！　教えて教えて！　コットンちゃんはシープちゃんから聞きたいなぁ！」

　シープの腕をコットンが引っ張った。

（――シープちゃんには悪いけど、ブリッツとお姉ちゃんの邪魔はさせない！　コットンちゃんってば、なんてお姉ちゃん思いの良くできた妹なんでしょ！）

　コットンがシープを連れて行ったところでブリッツが続ける。

「えーと、それで説明だったなハナ？」

　改めて週しゆう末まつの旅団のリーダーと副リーダーが二人きりになったところで、今度はヘルハウンドが直接動いた。

（――ったくシープの奴め。何勝手に俺様があのクソ女のこと意識してるとか思いこんでやがるんだ。ここは誤解だってことをはっきりさせてやるんだからな。別にブリッツの野郎とクソ女との間に入って、邪魔するとかそんなんじゃねぇんだ。これはあくまで現状把握の……ああ……クソッ！　クソッ！　クソッ!!）

　ヘルハウンドがブリッツとハナに合流してくる。その姿をシープは横目で確認しながら心の中でほくそえんだ。

（――ナイスだよヘルハウンド！　やればできるじゃん！）

　一方、シープの隔離には成功したものの、直接本体が動くと予想していなかったコットンの心中は穏やかではない。

（――ヘルハウンドさんは悪い人じゃないけど、空気読めてない！　ＫケーＹワイハウンド！　バカ～～！）

　ヘルハウンドが来ようがブリッツは特に気にせず口を開く。

「よし、じゃあ説明するぜ」

　やっと落ち着いて今回のイベントの趣旨を告つげられる……と、ブリッツが安あん堵どしたとたん、今度はジンノが動きだした。ブリッツ、ハナ、ハウンドの三人の中に混ざってぽつりと呟つぶやく。

「なんだかヘルハウンドって、さっきからハナさんのことばっかり見てるよね？　どういうことなの？」

　本質というか弱点というか、突いてはいけない急所に直ちよく撃げきを食らわせる。ヘッドショットの精度の高さは良くも悪くもジーニアスだ。

（――ヘルハウンドさん以上のＫＹだよジンノさんってばーッ!!）

（――ごめんヘルハウンド！　この状況じゃいくらボクでも援護できないよ!!）

　コットンとシープが二人同時に心の中で十字を切った。

「あ……ああ……あああああああああああ[image: ]ッ!!」

　歴れき戦せんの猛も者さもこれでは形かた無なしだ。ヘルハウンドの悲鳴が響くが、かまわずジンノは続ける。

「もしかしてヘルハウンドってハナさんのことが……あッ」

　耐え切れなくなったのか、ハウンドはその場から走り出すと一いち目もく散さんに流れるプールへ飛び込んで、そのまま流されていった。

「何やってるんだアイツ？　ああ、そうかルール説明なんかいいから、早く遊びたくてしょうがないのか。今日は泳ぎに来たわけじゃないんだが、少しくらい流れるプールに流されても問題ないっつうか、むしろ楽しんでる分ハウンドは得してるな！　やるなぁあいつ。遊びに対しても隙すきがないぜ」

　再びコットンとシープが心の中で悲鳴をあげた。

（――やっぱり元げん凶きようはブリッツだよ！　お姉ちゃんブリッツに熱をあげるのは不ふ毛もうすぎるって！）

（――敵てき前ぜん逃とう亡ぼうするなんて男らしくないぞ！　負け犬根性付きすぎだねヘルハウンド！）

　ハナはハナで不満があるのか、ジンノをじっとみつめて断言する。

「ヘルハウンドがわたしのことどう思ってるかなんて決まってるでしょ？　アイツはわたしを足手まといとかお荷物とか、万年初心者って思ってバカにしてるの！」

「そうなんだ。うん、理解したよ」

　ジンノはゆっくりと背伸びをしてから空を見上げた。流れるプールの向こうから「いつか絶対殺すッ!!」と、ヘルハウンドの威勢の良い声が聞こえてくるほかは、至って平和だ。

「ＺＺＺｚｚｚ……」

　シャドウは騒動には我関せずとすっかり狸たぬき寝ね入いりを決め込む。

「じゃあ、そろそろ説明していいか？」

　ようやく落ち着いた（？）ところで、ブリッツが今回のイベントについて語りだすのだった。




　本日の戦闘はエキシビションマッチだ。行政府……というよりも、この世界を管理運営するジェネシックゲームスからの申し出で、新ルールのテストプレイをブリッツは依頼された。

　使用武器は水鉄砲。見た目はパステルカラーでカラフルだが、ショットガンのようないかついコッキンググリップがついており、これを手で何度も押し込むことで、ウォータータンク内の空気を圧縮することができる。この圧力を利用して水を飛ばす仕組みだ。タンク内の水が少なければ少ないほど、タンク内に空気を送り込める量が増えるため飛距離や威力を稼かせぐことができる。だが水が少ない分発射回数は限られた。それに空気を送り込む回数も多くなり、リロードに時間がかかるデメリットもある。

　一方、タンクに水が多いほど送り込む空気の量は少なくて済むのだが、圧縮空気も少ないため威力も飛距離も出ない。どちらを取るかは使い手に委ゆだねられる仕様だった。

　水はプール内の水場で随ずい時じ補給可能。傭よう兵へい……ではなく、選手は頭に紙風船をくっつけており、これを水で濡ぬらされて破やぶられると退場だ。プールに落ちても首から上が水面に出ていればセーフだが、頭から水を被かぶれば即アウトといって差し支えない。

　この風船は速そつ乾かん性せいで、日向ひなたに出ている間に乾いて元通りになるため多少濡らされても復活は可能だ。もちろん日陰では乾かないので、ピンチだからと隠れてばかりもいられない。

　接近戦も存在している。全員ハリセンを装備しており、これで相手の頭上にある風船を直接叩くことができた。まさに一撃必殺……なのだが、ハリセンを持った状態だと水鉄砲のエアポンプを作動させられない。ハリセンと水鉄砲を同時に持つ場合、事前にきっちりと水鉄砲のタンク内の空気を圧縮しておかなければ、痛い目を見ることになるだろう。

　また、ハリセン以外で相手の体に触ふれるのはご法度だった。ハリセン同士で切きり結むすぶのはルール上問題ないが、パンチやキックなど直接的な暴力を振るってはいけない。

「と、いうことでこれからみんなで水鉄砲で遊ぼうと思うわけだ」

　戦場だろうと街のＢＡＲバーだろうといつも楽しそうなブリッツだが……今日は一段と笑顔が多かった。不ふ殺さつとはいえ、作戦の都合上照明を狙ねらうためハンドガンを手にすることはあるブリッツだが、その手に水鉄砲ながらアサルトライフルサイズの銃を構えることは珍しい。

　ハナたち旅団のメンバーには新鮮な光景だ。仲間の視線を気にせずブリッツは続けた。

「あと身体能力なんだが、全員移動速度は一律、公平になるようセッティングされてるから、俺やシャドウみたいに足の速いやつが有利ってことはないんで安心してくれ！」

　全員に紙風船のついたヘルメットと水鉄砲、ハリセンがいきわたる。独り受け取りを拒否していたのは……先ほど流れるプールを一周してきたヘルハウンドだ。

「……本当にガキの遊びじゃねぇか」

「おう！　いや、なんでも暴力性の問題とかで、ＡエーＳエスの対象年齢は高いから間ま口ぐちを広めるために新ルールが必要なんだとさ。海外と比べるとこの国はまだまだ後進国だから、こういう親しみやすいのが必要だってわけだ」

「そういう意味で言ったんじゃねぇんだが……」

　さすがのヘルハウンドも呆あきれてそれ以上ツッコミはせず、しぶしぶ水鉄砲を手にする。もう少しごねるかと思いきや意外にもハウンドは素直だ。ブリッツの「間口を広める」という言葉にハウンドはひそかに共感していた。

　真剣勝負でハイレベルな戦いを繰り広げしのぎを削けずることも大事だが、初心者をないがしろにすればそのジャンルは衰すい退たいしてしまう。格闘ゲームが複雑化して一部のプレイヤーだけのものになった経緯は、そのままＡＳのようなＦＰＳエフ・ピー・エスにも当てはまる……と、ヘルハウンド自身日ごろから感じるようになっていた。ブリッツたちと戦うまではただ「上を追い落とす」ことばかりを考えていたのだが、いつの間にか「楽しむ」余裕ができていてこの世界が好きになった……そんな自分がいることにハウンドは気づく。

　もちろん「この世界が好きだ」と口に出すようなバカな真ま似ねはしない。だが今回の水鉄砲という試みに関しては協力してやらんこともない……と、ヘルハウンドは心の中で呟いた。

「と、ともかく……こんなオモチャで戦うなんざまっぴらだっつうんだよ！　適当に手ぇ抜かせてもらうぜ」

　ぶっきらぼうに告げるハウンドにシープが口を尖とがらせる。

「遊びだって真剣にやんないと面白くないよ？」

「うるせぇッ!!　テメェの口車に乗るのはこれっきりだからな！　無理やり連れてこられたこっちの身にもなりやがれ！」

「ブリッツにお願いされちゃったんだから仕方ないじゃん！　それに旅団とつるむのは楽しいって、ヘルハウンドも前にボクに話して……」

「ねぇよ。黙れクソ羊ッ!!」

　二人の口論の合間も、技師のウリューがやる気まんまんで水鉄砲のポンプをしゅこしゅこ動かしている。

「いやぁ、銃撃戦なんて元がん来らい怖いものだし流血しまくりだし……けど、これならオレッチみたいな怖がりさんにも安心だよぉッ!!　それにムフフ♪　水鉄砲で女の子とキャッキャウフフなんて、むしろ大人向けの遊ゆう戯ぎな気もしちゃったりなんかしてぇ」

「はいはいウリューくんストップ！　それ以上鼻の下伸ばすとコットンちゃんのツッコミが炸さく裂れつだよ！」

　コットンがハリセンを片手にぶんぶん素す振ぶりを始めた。以前、コットンは戦場で完治不能な怪け我がを負ったのだが、身体能力が均一化されたプール敷地内ではその怪我もすっかり治り、すこぶる快調そうだ。久しぶりに元気に駆け回る妹の姿を見られると思うと、姉のハナは少しだけ嬉うれしくなる。

　が、それはそれとしてハナには確認しなければならないことがあった。

「チームわけはどうするのよ？　まさかうちのチーム対ヘルハウンドとシープの二人ってことはないわよね」

「今回は全員敵のバトルロイヤル。個人戦だ！　わかりやすいだろ？　じゃあ説明はこれくらいにして始めるかッ!!　どんなバトルになるのか楽しみだなぁ」

「デスマッチなのね。時間は無制限なの？」

　説明不足なリーダーにハナは質問を続ける。

「おう、そういえば言ってなかったな！　制限時間は十五分。俺たちがテストプレイしたあと、すぐにこのプールでアイドルだか歌手だかのプロモーション撮影があるから、終わったら傭兵街に直帰になる。……そうそう最後に言い忘れてたんだが、生き残った中でスコアが一番だった傭兵……じゃなくて選手に賞金ガオンが出るんだとさ」

「ブリッツってばなんで肝かん心じんなこと最後に言うの！　コットンちゃんマジで燃えてきた！　ジンノさんやシープちゃんにだって負けないんだからね！」

　名指しされたジンノはというと、水鉄砲を手に「そうだね。お手て柔やわらかに頼むよ」と、いつもの穏やかな笑顔で返す。そのままジンノの視線がブリッツに向いた。

「ところでブリッツも水鉄砲なら使うのかな？　それとも銃はやっぱり封印するのかい？」

「これなら危なくないから俺でも安心だ。今日は使っていくぜ！」

　珍しい……というか、ブリッツが銃口を人に向けるというのは前ぜん代だい未み聞もんだ。ずっと水鉄砲の試し射しやを行い、狙撃銃と同じような精度と威力で水が飛ぶ空くう気き圧あつを探っていたナスカが、調整を終えてブリッツに寄り添うように立つ。

「ついにあの頃のブリッツに戻りますのね。封印していた力を解き放ち、今この世界に光をもたらす真なる王の能力を振るう……あぁ……どれほどこの瞬間を心待ちにしていましたかしら」

「何言ってんだお前は？」

　相変わらず真ま顔がおでスルーするブリッツだが、ナスカは表情一つ変えずに銃を手にしたブリッツの勇ゆう姿しにうっとりしている。

　ほぼ全員の準備が終わったのだが、シャドウは相変わらずパラソルの日陰で眠ったままだ。コットンがシャドウの分の水鉄砲とハリセンを彼の元へと持っていき、眠ったままの青年にヘルメットをかぶせる。

「これで全員準備できたよ！　早く早くッ!!」

　一番ノリノリなコットンに促されてブリッツがうなずくと、同時に全員の姿がその場から消失した。ランダム配置で園内にそれぞれが散らばったのだ。




　銃声は聞こえないが発射された水が虹にじを描いた。その軌道を目で追えばどこから撃ってきたかを確認できる。虹もすぐには消えずしばらく残るため、遠距離からの狙撃メインな戦い方は不利なゲームバランスだ。また、水鉄砲の水流は体に当てても水びたしになるだけでダメージはない。乱射は無意味で頭の上の紙風船をキッチリと狙う必要があった。

「これって子供向けっていうけど、射撃はヘッドショット以外受け付けないなんて……ＡＳのエリート養成用なんじゃないかなぁ……っと思っちゃったりなんかしちゃったりして」

　更衣室からプールへと続く出入り口の影に隠れて、ウリューは独り呟く。技師……というより、ジェネシックゲームスの関係者としては非常に興味深い新ルールだが、まさかこんな流れで自分がテストプレイヤーになるとは青年も考えてもみなかった。

「開発はセクション４フオーだねぇ。さてさて、どんなもんかお手て並なみ拝見っと」

　更衣室出入り口からプールサイドに一歩踏み出すと、同時にウリューの頭の紙風船が破裂した。ゲームの出来をチェックする前にウリューの戦いは終了する。描かれた水の軌き跡せき――虹をウリューが目で追うと、ウォータースライダーの鉄筋剝むき出だしな階段の三階付近に、銀髪の狙撃手が待機していた。ぎりぎり視認できるレベルだが、スコープも無しで狙撃してくるあたり……彼女の射撃精度はランカー級だ。

　水鉄砲を渡されてからすぐに調整を始めていただけのことはあり、ナスカが一番にスコアをあげた。

「うかつですわね……でも非戦闘員を撃げき破はしても戦士の誉ほまれにはなりませんわ」

　そんなナスカの直下……足元の死角に回り込みながら、小さな影がウォータースライダーの階段をしのび足で上がっていく。

　階段の三階タラップでナスカはすばやくハリセンに持ち替えた。今の狙撃一発で圧縮空気と水を使い切ってしまったため、このままだと水鉄砲は役に立たない。

「いけませんわね。虹は美しくて素す敵てきですけれど、これではわたくしの居場所がとたんに判明してしまいますわ」

　立ち上がり、ナスカはウォータースライダーの乗り口がある五階を目指す。この天高くそびえるウォータースライダー「オクトパス」は出口が八つに分かれていて、コースが途中途中で分ぶん岐きしていた。乗ればランダムで他の場所に高速移動できるという代しろ物ものだ。早足で階段を登り切り、ナスカはウォータースライダーの頂上にたどり着く。スライダーには絶たえ間まなく水が流されていた。水鉄砲からタンクを取り外してナスカは水を半分ほど汲くむ。満タンにしないのはタンク内の空気の量を多めにして、水の飛距離をきっちりと確保するためだ。このままスライダーに流されて移動しつつ、エアポンプで空気の圧縮を行う……そう思っていた矢先に狙撃手の頭上の紙風船が、ハリセンでぺしゃんこにされる。階段をこっそりと上ってきていたコットンに、ナスカは無防備な背後をとられたのだ。

「ふっふっふ～～ん！　ナスカさんゲットぉ！」

　昔のコットンなら銃を手にすれば残弾がなくなるまで撃ちつくす……ところが水鉄砲の場合はその限りでもないらしい。発砲時のマズルフラッシュや轟ごう音おんがコットンを興奮させるのだ。水鉄砲にはそれがない。だからこそコットンは落ち着いてナスカに対処することができた。

「あら……これは不覚ですわね。まさか非戦闘員のコットンに倒されてしまうだなんて。給水中の無防備なところを狙うのは少し残酷すぎますわ」

「正面から戦ってもナスカさんには敵かなわないよぉ♪　コットンちゃんの作戦勝ち！」

「ずいぶん大だい胆たんですねの？　こうしてわたくしが隙を見せて誘っていた……反撃や罠わなの可能性は考こう慮りよしませんでしたの？」

「ナスカさんって狙撃の腕はぴか一だけど、撃った後に背後から攻撃されて倒されるパターン多いし♪　それだけ狙撃に集中してるってことだから……つまりナスカさんが無防備な時に罠は無し！　って判断できちゃうの」

「周囲へのケアがおろそかになりがちなのは事実ですし。今回の戦いは個人戦でしたものね。仲間のフォローがないことを考慮していませんでしたわ」

　指揮車で支援を担当するコットンは、他の誰よりも週末の旅団というチームの戦いを見てきたといって過言ではない。その経験がコットンに「背後からの奇き襲しゆう」という判断を下させた……それならばと、ナスカも自分が倒されたことに納得する。

「えへへへ♪　それにお金お金！　賞金のためにも、もっとがんばっちゃうんだから！　それじゃ行ってくるねナスカさん！」

　コットンはそのままウォータースライダーに体を預あずけると、高速で園内のどこかへと滑すべり落おちていく。

「金銭の魔力とは恐ろしいものですわ……でも、もしかしたら今回のコットンは本当に台風の目になるやもしれませんわね」

　嘆たん息そく混まじりで五階の高台からナスカが園内を見回すと、ちょうどブリッツの姿を発見することができた。この高さは観戦にはうってつけだ。

　ブリッツが交戦中の相手は……ジンノと双そう璧へきをなす個人技の持ち主であるストレイ・シープだった。




　シープの得意なスタイルは近距離での撃ち合いだ。サブマシンガンのトリガーを引きっぱなしにしながら、自身も移動することで相手を攪かく乱らんしつつ、照準を敵の頭部にうまく合わせていく。自分が動きながら逃げる相手の進路を予測し、正確に狙いを定めるのは至難の業わざだ。

　近距離以外のスキルもシープには揃そろっている。サブマシンガンを極きわめた結果、本来の適正距離ではないやや遠距離からの狙撃にもシープは対応していた。さらに距離を選ばず常に発揮される耳の良さにより、遠くから聞こえてくる足音や発砲音で相手の位置を先取りできるのも強みだ。

　アサルトライフルはもちろん、ショットガンや狙撃銃も一通り使うことはできるシープ……だが、水鉄砲は初体験になる。一つ弱点をあげるとすれば、初見の武器がいまいち苦手ということだ。練習を重ねて武器を自分のモノにするのは得意だが、いきなり実戦となると戸と惑まどいを隠せない。むしろ初めての武器に戸惑わない人間の方が珍しいのだが、シープの場合は普通の人間にとって当然の部分がやっと弱点になる。それくらいにストレイ・シープという傭兵は完成されていた。

「条件はみんないっしょだし……言い訳はかっこ悪いもんね」

　子供向けのカラフルな巨大ジャングルジムを挟はさんで、シープはブリッツと正面からやりあうことになった。格こう子し状じようのジャングルジムには水車や回転式のシャワーが併へい設せつされている。一分ごとにシャワーの散水が行われ、ジャングルジム周辺を水みず浸びたしにした。現在、ブリッツとシープがにらみ合っているのもシャワーの放水が続いているためだ。おそらくこの放水が終わった瞬間が、戦闘開始の合図になるだろう。

　ジャングルジムの頂上には消防車の放水ホースが備え付けられている。放水の威力は強烈だ。だが、ホースを取りに登ったところを狙い撃ちされては意味がない。

　回転式シャワーの散水が終わる。ブリッツはまったく動かない。先せん手てを取ったのはシープだった。

「いくよブリッツッ!!」

　シープの水鉄砲――そのタンク内の比率は水が九割を占しめる。最初からハリセンの使用は考慮せず、常にエアポンプでタンク内の水を圧縮しながら移動する。両手を水鉄砲で塞ふさぐことになるのだが、サブマシンガン的な使い方をするためにシープが出した結論だった。

　水鉄砲になっても基本的な戦い方は変わらない。タンク内の空気量が少ないため、射程距離と威力は落ちるものの水量＝弾たまは多かった。

　ブリッツのタンク内がどんな状況なのかは不明だが、近距離での撃ち合いならシープは負ける気がしない。脚きやく力りよくや腕力といった身体能力は一いち律りつ化かされているのだから、ハリセンの間合いにでもならない限りはエイム力……予測し狙いを定める能力と、反射神経だけの勝負になる。

　シープが飛び出した。ジャングルジムを迂う回かいしながら、その格子状の隙すき間まを縫ぬうように狙い水鉄砲のトリガーを引きっぱなしにする。銃口から光線のように水流が宙を走る。ブリッツは一歩だけ右に平行移動した。シープの狙いを遮さえぎるようにジャングルジムの支柱に水流がぶつかり四し散さんする。その間もシープは移動を続けてブリッツの頭部に狙いを定めたまま放水を続けた。

（――まさか……見切られてる!?）

　ブリッツはうまくシープの攻撃を誘って攻撃させていた。そのことにシープも気づくとトリガーを離し、エアポンプをチャージさせながらジャングルジムから後退する。これ以上回り込めば今度はブリッツと接近しすぎてしまう。身体能力の均一化が頭でわかっていても、ブリッツを相手に至近距離の戦闘はまずいとシープの本能が警けい鐘しようを鳴らしていた。

　さらにシープは思考する。旅団のリーダーはその性格からして、普通に戦ってはこないだろう。この状況下でブリッツが着目するものといえば、一つしかなかった。

（――大丈夫。もしブリッツがジャングルジムの上に登っても、ホースを取らせる前に撃てる！）

　シープの視線がジャングルジムの頂上に向く。その一瞬、ほんのわずかな時間シープが目を離したところで、ブリッツの水鉄砲から発射された水弾がシープの頭の上の紙風船を濡らした。

　ブリッツがジャングルジムの格子越しにきっちりと狙い撃ちしたのだ。水弾の威力が弱く、まだ紙風船は破けてはいないため戦闘は続行だ。シープは驚きながらもすぐに走り出す。ジャングルジムを越えて巨大な水車の裏に隠れた。この場所はちょうど回転式シャワーの散水ゾーンだ。水車の影にもなるため、頭の上で濡れた紙風船は乾かない。

（――次に一発もらっちゃうとまずいかも）

　ここから左右どちらかに飛び出して一気にケリをつけるか、はたまた水車を楯たてに後退するか……シープの選択肢は三つだった。

（――うん……相手がブリッツだって考えるからいけないんだ。銃を使ってくるのを前提に行動しなくちゃ）

　一度落ち着いてシープは周囲を見渡す。敵はなにも目の前のブリッツだけではない。が、水車の裏というのが災わざわいして流れる水音に聴覚が奪うばわれていた。好調時はかすかな音で潜んでいる敵を察さつ知ちできるのだが、ブリッツ以外の伏ふく兵へいに関しては目もく視しで警戒するだけにシープはとどめる。後方に密林のようなミニ植物園ゾーンが見えた。水車裏という危険地帯からシープが逃げ込んで体勢を立て直すには十分だ。

　改めてブリッツの気け配はいに集中する。

（――なんだかすごく嫌な感じがするかも）

　相手にチェックメイトをかけた時とはまったく逆の感覚がシープの中で湧わき上がる。普段はかけなれているあと一手を、今は逆に自分がかけられていた。先日の反則じみたＥ．Ｃの能力者相手には感じなかった重圧を、水車を挟んだ反対側からシープは感じ取る。

　この先に待つのは純粋な読み合いだった。すでにシープの水鉄砲のタンクは水と圧縮エアーでパンパンだ。待っていてもいずれ回転式シャワーの散水の餌え食じきになる。

（――右か……左か……）

　ブリッツがシープの飛び出した方に狙いを定めていたら、敗北は決定的だ。ブリッツの直観力は自分以上だとシープ自身も認めている。だから飛び出すのが嫌だった。自分が倒されるという予よ兆ちようを、シープはこの時点で感じている。

（――ここは……後ろに下がるのもありかもしれない！）

　先ほど目視した限りでは、ミニ植物園ゾーンに他の選手が待ち受けていることもなさそうだ。ブリッツに背を向けないよう水車とジャングルジムの方を向いたまま、シープは水鉄砲を構えつつじわじわと後退する。いつ、水車の左右どちらかからブリッツが飛び込んでくるかもしれない。むしろブリッツなら回転式シャワーの散水でシープが不利になる前に、あえて攻め込んでくる……なんてことも考えられた。

（――ブリッツが銃を使うと、こんなに強力なプレッシャーになるんだ。やっぱりブリッツはもったいないことしてるよ）

　あと数歩下がればシャワーの散水ゾーンから日向に出ることができる。そうなれば紙風船もすぐに乾いて条件はイーブン……だが、後退した結果ジャングルジムの頂上に立つブリッツの姿がシープの視界に入ってしまった。

　シープからブリッツが見えたということは、その逆もまたしかりだ。ブリッツは水車の左右どちらかに狙いを定めていたわけでもなく、意表をついて水車裏に飛び込む準備もしていなかった。

　ジャングルジム頂上のホースから水が勢い良くほとばしり、シープの頭上にあった紙風船を跡あと形かたもなく吹き飛ばす。

「ああああああああッ！　なんか悔くやしい！　すごく悔しいんだけど！」

　悲鳴を上げたシープにブリッツは「珍しいな？　お前が下がるなんて」と笑ってみせた。

「ボクが下がると思ったから、それを読んでジャングルジムにあがったんじゃないの？　もうッ！　失礼しちゃようよ！　ボクだってブリッツがホースを使うことくらい考えたんだよ！　考えたんだけど……そのあともっと色々考えてるうちに、なんかこんなことになっちゃって……」

　半分はシープの自爆といえる結果だ。

「考えすぎるなって。こういうのは楽しめばいいんだからな」

　ジャングルジムから降りるとブリッツはすぐにその場を離れてシープに駆け寄った。それを待っていたかのように回転式シャワーが動き出し、ジャングルジム周辺に雨を降らせる。

　もう、どうあがいても風船を割られた以上敗北は決まりなので、シープは諦あきらめて肩を落としながらブリッツに告げた。

「水鉄砲だから負けたとか、そういうつもりはないよ……けど、やっぱり納得できない！　なんでブリッツは銃を使わないの？　絶対に使ったほうが強いよ。今の駆け引きだってボクが考えすぎだったってことはあるけど、そんな状況になったのもブリッツが銃を持ってたからなんだよ？　ブリッツに銃がなかったらボクはこんな風に追い詰められなかったし、むしろ一方的にブリッツを攻めてたと思うんだよね」

「そうだな。でも、普通に銃を使って戦ってたらシープとも会えなかったし、ジンノやハナやコットン、ナスカにシャドウにウリューにハウンド……みんなに出会えたのはこんな俺だったから……なんて気がするんで、多分俺はこれからも銃は使わない。その方がもっとたくさん面白い奴と縁えんができそうだからな」

　屈くつ託たくのない少年の言葉にシープはそれ以上何も言い返すことができなかった。

（――確かにブリッツが普通の傭兵だったら、強い人がいるなぁ……くらいで一緒につるむことはなかったかも）

　もったいないと未練は残るものの、シープはブリッツに銃を持たせることを強要できない。

「だけど水鉄砲ってわかってても、やっぱり慣れないな……銃を使うのは」

「ちゃんとボクの紙風船狙って撃ったじゃない？」

「紙風船だからいいんだが……いや、まぁ話は後だ。こうやってる間にも、誰かに狙われるかもしれんからな。レーダーもないから自分から動いて相手を先に見つけないと不利だ！　つうわけで行って来る！　あッ！　負けても戦闘の邪魔しなかったら、プールで遊んでてオッケーだぜ！」

　言い残すとブリッツはミニ植物園ゾーンに向かってプールサイドを駆けていった。取り残されてシープは寂さびしそうに息を吐く。

「とりあえず流れるプールに流されてよっかな……ふぅ。ああもう……負けた！　悔しいッ!!　もうちょっと水鉄砲したかったのに!!　あとボクがいうのも変だけど、水着なんだから、もっと胸がドキドキするような、甘あま酸ずっぱい感じがあっても良かったと思うよ！」

　走り去るブリッツの背中に軽く吠ほえつつ、ヘルメットを外はずしてシープは流れるプールに飛び込むのだった。




　プールの南側には火山を模もした小山があり、その真ん中を洞どう窟くつの装飾がされたトンネルが通っている。トンネル内はくるぶしがすっぽりつかるくらいの浅い水路になっていた。出口が滝に隠されており、その滝の真ん中を通って外に出ても問題はないのだが……滝に打たれれば頭の紙風船が一発で流されること請うけ合あいだ。

　そのため、選手は滝の脇わきから出入りしなければならない。中は薄暗く、滝が作り出した水のカーテン越しに外から内部の様子を確認することはできないのだが、洞窟の中からなら明るい外の様子をしっかりと見ることができた。

　そんな洞窟内にシャドウは独りぽつんと座ざ禅ぜんを組んで座っている。水鉄砲は手に取らず瞑めい想そうでもしているような雰囲気だ。

（――これって……いいの？　すっごくチャンスだっていうのはわかるんだけど、もしかしたら罠の可能性もあるわよね。相手が相手なんだし）

　シャドウの背後をとったのはハナだった。洞窟の反対側の出入り口から侵入し、幸運にも一方的に攻撃できるチャンスをゲットしたのだ。ハナの水鉄砲のタンク内は空気と水が半々という中距離戦仕様になっている。圧縮空気もきっちりと溜ため込んでおり、薄暗い中でも十メートル前後の距離なら狙い撃つのは簡単だ。

　簡単すぎることがハナには引っかかる。だからこそ、より確実に仕留められる距離に近づく。以前のハナなら間違いなく十メートルの地点から攻撃を仕掛けていたのだが、これまでの戦いの経験でハナは我慢を覚えた。攻撃のチャンスになると浮き足立ち、敵集団の背後に出たのに敵を一人も倒せない……なんてこともしばしばだ。

　それに相手がシャドウなら慎重になりすぎるということはない。

　ジンノの存在に隠れがち……というか、シャドウ本人が意図的に目立たないようにしているのかもしれないのだが……。ともかくこの斥せつ候こう兼暗殺者は、ようやく初心者を脱したレベルのハナとは比較にならないほど戦闘力が高い。ブリッツが「シャドウとは相性が悪い」と自認していることもあり、タイマンでの戦闘力は実質旅団のナンバー２と言っていいだろう。敵の撃破数こそナスカに一歩及ばないのだが、ナスカのような狙撃手にとって音もなく背後に立つ暗殺者は脅威だ。兵へい種しゆの相性も考慮すれば、シャドウの単体での戦闘力はチーム内でもジンノに次ぐとハナは分析している。

（――けど、戦闘力だけじゃないのよね。ブリッツがいるからチームがまとまってるんだし……って、今はあいつのフォローしてる場合じゃなかったわ！）

　ハナの足元にも常に水が流れており、走れば水音で気づかれるため移動はすり足だ。ナメクジのようにゆっくりを心がけた。少しずつシャドウの背中が近づいてくる。だが、ハリセンでの殴なぐりあいになってはかなわない。ぎりぎり水鉄砲の間合いまで詰めることをハナは意識する。

　滝が近づき洞窟内に響く水音が一層激しくなる。接近して初めてハナはシャドウの聴覚が滝によって封じられていることに気づいた。

（――あれ？　これなら走って移動しても気づかれなかったかも……って、いいのよ！　これで正解。ここまで気付かれてないんだし……あとは慎重に、かつ大胆に）

　水鉄砲を構えると、ハナは一度だけ背後を確認した。攻撃する瞬間、敵に集中している時が一番危険なのだ。後方の暗がりに目を凝こらすが第三者からの不意打ちはない。

（――よし……これでオッケーね……ッ!?）

　再びハナが振り返ると目の前に長髪の青年が仁王立ちしていた。シャドウだ。すかさずハナは水鉄砲からハリセンに持ち変えて振るう。だが、シャドウも同じようにハリセンを構えるとハナの攻撃をあっさり受け流した。

「な、なんでわかったのよ！」

　シャドウは無言で滝を指差す。水のカーテンがかすかにだが鏡のように洞窟内の風景を映し出していた。背後に影ハナが立ってもシャドウは微び動どうだにしなかったのだ。いつ撃ってくるかもしれない……そんな状態がわかっていて、それでも動かないシャドウの精神力にハナは心の中で深く嘆息する。

（――死ぬのが怖くない……まあ今回は水鉄砲だけど、シャドウってそんな雰囲気よね）

　ハリセンを構えたままのハナにシャドウは首を横に振ってみせた。

「……すまない。つい反応してしまった」

「え？　ちょっと、なんで謝るのよ？」

　青年は手からハリセンを捨てる。ハリセンは滝に向かって水すい路ろを流されていく。水鉄砲も手にしていないため、今のシャドウは限りなく無防備だ。

「罠なの!?　これも何かの罠だっていうのね!?」

「……いや、早く倒してほしいだけだ。この戦場は……自分には穏やかすぎる」

　もう一度ハナは周囲を警戒する。特に不審なところは見つけられなかった。

「穏やかって……確かにそうかもしれないけど」

「……動きは悪くなかった。水のカーテンが鏡になっていなければ気づかなかった」

　ハナの行動に敬意を表しながらひざまずき、シャドウは頭上の紙風船を差し出した。

「ちょ、ちょっと！　そんなお情けみたいなのいらないわよ！」

「……今回は初めに遭遇した相手に倒されると決めていた」

　逆にお願いするような視線を向けられて、ハナはしぶしぶハリセンを構える。

（――本当にこのチームって変人ばっかりなんだから！）

　軽くハリセンを振るうハナ。シャドウに避ける素そ振ぶりは皆無だ。

　ぽふんッ！　と、間ま抜ぬけな音とともにシャドウの紙風船はぺしゃんこになるのだった。




　ヘルハウンドにとって戦いたくない相手は二種類に分けられる。

　一つは自分よりも圧倒的に強い相手。どんな策略を用いても突破される……それがわかってしまった時に決定的な敗北感を味わうからだ。

　そして、もう一つは……。

「いやああああああああああ！　こないでよ！　お姉ちゃんに言いつけるよッ!!」

「……死ね。殺されたくなかったらプールに飛び込んで自殺しやがれ」

　ハウンドよりも圧倒的に格下のコットンは、先ほどからアクリル板ばんでできた透明な迷路を逃げ回っている。

　弱者を蹂じゆう躙りんするくらいは日常茶飯事なハウンドでも、非戦闘員をいたぶるのは気が引けるのだ。弱すぎる相手はある意味強い相手以上にやっかいだった。

「それもいやあああああああ！　賞金がパーになっちゃうじゃない!?」

　迷路を右往左往しながら距離を稼いでいるつもりのコットンだが、いつの間にかハウンドが追いついてきている。ハウンドはといえば、面倒くさそうにゆっくり歩いているだけだ。コットンは逃げているつもりでも、曲がる道を間違えて本人も気づかないうちに自分からハウンドの方へ方へと移動していた。

（――なんでよりにもよってヘルハウンドさんが追ってくるのよぉッ!!　ジンノさんかブリッツが倒してくれてればよかったのに！　特にジンノさんと相あい討うちになるとベスト！　ブリッツならコットンちゃんのお色気大作戦で倒せるし!!）













　誰が生き残っているかはわからないのだが、ヘルハウンドが狙うのはブリッツかジンノとコットンは読んでいた。特にジンノに対してはデータを知っていても欠点らしい欠点は皆かい無むなため、実のところコットンはブリッツがジンノを倒してくれることを他た力りき本ほん願がんにしており、勝者のブリッツの隙をついて倒すという皮算用までしていたのだが……早くも計画は水すい泡ほうに帰きす寸前だ。

　ちなみに、ハウンドはハナとはおそらくまともに戦えない。水着姿の眩まぶしさにノックアウトだろうとコットンは推測している。

　そんな情報通なコットンでも、ハウンドの詳細な戦闘データは持っていなかった。こうして遭そう遇ぐうしてしまったのだから逃げるよりほかない。

　両者の思おも惑わくもあって戦闘というよりも緩かん慢まんな鬼ごっこが迷路内で続いていた。

　だが、そんなパワーバランスは、コットンがようやく迷路を脱出したところで一気に崩れる。悲鳴を聞きつけて滝の洞窟からハナがやってきたのだ。

　個人戦にもかかわらずハナはコットンとヘルハウンドの間に割って入った。ハウンドをにらみつけながら銃口を向けて吠え掛かる。

「コットンまでいじめようなんて陰いん湿しつすぎるわよ！　相手は素人しろうとに毛が生えたレベルなのに、あんたには見境とか人の情ってものがないわけ!?」

「……んだとクソ女！　弱い奴が死んで強い奴が生き残るのは当然だろうが！」

　と、啖たん呵かを切ってはみたものの、ヘルハウンドの内心は複雑だ。ハナを目の前にすると「別にそんなつもりはねぇ」という、素直な一言がなかなか出ない。

「今回はレクリエーションなのになんで楽しくできないのよ？」

「リスクもねぇ勝負のどこが楽しいんだ？　こんなもんやるだけ無駄だッ!!」

「じゃあそこの流れるプールに飛び込んで、自分からとっととゲームオーバーになればいいじゃない！」

「んなことできるかぁッ！　つうかテメェが飛び込めクソ女ッ!!　俺に殺されたくなかったらな!!」

　本当は水に濡れたハナの水着姿が見たいのだが、口が裂さけても本ほん音ねは言えない。顔を合わせるたびに喧けん嘩か腰ごしになる自分がハウンドは嫌になる。

（――クソッ!!　クソッ!!　クソッたれ!!　何で俺はこんなにハナのことを……ち、違う！　クソ女だ!!　あぁ……名前で呼ぼうとするなんて……末まつ期きだな）

　じっとハナを見つめて無言になってしまったヘルハウンド。ハナはといえば「いつハウンドが仕掛けてくるか？」ということに警戒心を募つのらせていて、彼の心中について考慮する余裕はゼロだ。

「コットンは傷つけさせないわよ！」

　ハナの母性本能というか、妹を庇かばう気き質しつはコットンが後方支援に下がった今も変わらない。

　姉とハウンドがにらみ合っている間に、コットンはタンクに限界まで空気を圧縮させていた。二人はお互いを警戒しあってコットンの暗あん躍やくに気づかない。ハナにもコットンはあくまで後方支援担当であり、戦闘には直接参加しないという意識ができていた。

　一直線上に並んだハナとヘルハウンド。身長差があるため傾けい斜しやを計算にいれながら、ハナの背後からコットンは水鉄砲を発射する。

　勢い良く放たれた水流はハナとヘルハウンド、双そう方ほうの紙風船を順序よく射抜いた。

「ちょ、ちょっと……これって」

　ハナが表情を強こわ張ばらせる。ヘルハウンドはといえば……笑っていた。大笑いだ。

「コイツはいい！　二人まとめてヘッドショットか！　やってくれるじゃねぇか！」

　正直助かったとハウンドは心の中で胸をなでおろす。ハナとの間にできたわだかまりや、自分がコットンをいたぶっていたという誤解もこれでなくなる……なくなってくれればとハウンドは願う。

「お姉ちゃんとハウンドさんをダブルゲット！　ナスカさんも倒したからコットンちゃん３ポイントだよ！　お姉ちゃんとハウンドさんは誰か倒した？」

「こおらあああ！　後ろから撃つなんて卑ひ怯きようじゃない！」

「個人戦だから油断は禁きん物もつだよお姉ちゃん」

「ちげえねぇな。今回はコットンの言うとおりだ。妹だから仲間だって勝手に思い込んだテメェのミスだな」

「なによ！　一緒に倒されたくせに……ああもう……せっかくシャドウを倒したのに……っていうか、アレって倒したうちには入らないと思うんだけど……」

　シャドウからポイントを奪ったため、今回はうまく立ち回れば上位も狙えたかも……と、内心ちょっぴり期待していたハナは肩を落とす。

「俺はスコアゼロだ。ま、ガキの遊びにガキが優勝でいいんじゃねぇか？」

　結局一発も撃つことなく終わったハウンドだが、ブリッツやジンノとの決着は傭兵街に戻ってからでも遅くない。

　二人から情報を得てコットンが現状を整理する。

「えーと、最初にコットンちゃんが見たときナスカさんが狙撃でウリューくんを倒して、そのナスカさんをコットンちゃんがゲットしたでしょ。それでお姉ちゃんがシャドウさんを倒して、それをコットンちゃんが倒したから……生き残ってる可能性があるのは四人か。そのうちの一人がコットンちゃんで、あとはブリッツとジンノさんとシープちゃん。今の段階でコットンちゃんは３ポイントもってるから、たとえばジンノさんがブリッツとシープちゃんを倒しても２ポイントにしかならないでしょ？　つまり、時間いっぱい逃げ切れれば……」

　コットンがハナとハウンドにＶヴイサインをしてみせる。

「賞金ゲットだね！　戦わずして儲もうけるッ!!」

　勝ち誇ったコットンだが……そんな彼女の夢がいっぱいに詰まった紙風船は、遠距離から打ち抜かれあっという間にしぼまされる。

　ハナがやってきた洞窟プールの滝の上に、銀髪の少年が伏せて構えていた。

「ジンノさんのばかあああああああああああああ～～ッ!!」

　コットンが半泣きで叫ぶ抗議の声は、ずっと機会をうかがっていた遠方のジンノにも届いた。

「ごめんね～～！　チャンスだったからつい～～！」

　滝の上からジンノが手を振る。コットンはほっぺたを膨ふくらませて不機嫌丸出しだ。

　こうして残ったのはブリッツとジンノの二人だけ。ともにスコアは１ポイントずつ。決戦ということで園内に「残り二名」とアナウンスが流れる。

　ミニ植物園ゾーンに身を潜め警戒しながら策さく敵てきしていたブリッツも、放送を聞くと「うおっし！　タイマンなら勝負に水を差される心配もいらんし、こっちから攻めて倒しにいくかなッ！」と気持ちを切り替えるのだった。




　ジンノにとってこんな形の直接対決は不本意だ。おそらく彼女――黒いメリーが仕向けたことなのだとジンノは考えている。今回のバトルロイヤルも水鉄砲のテストプレイも、すべてジンノがブリッツを倒して納得するために仕組まれたものだ。

　それが分かっているからジンノは……力をセーブした。

「負けちゃったね。やっぱりブリッツは強いよ」

「お前、手を抜いてなかったか？」

　コットンを華か麗れいに狙撃した一分後、戦闘終了まであと三分以上の時間を残してジンノはブリッツの奇襲を避よけきれずに敗北した。場所はミニ植物園ゾーンと滝の洞窟のちょうど中点にある、巨大な巻まき貝がいの滑すべり台だいだ。先にジンノを見つけたブリッツが小型のウォータースライダーになっている滑り台を滑かつ走そうしながら、ジンノの紙風船を水鉄砲で的確に射い貫ぬいたのだ。

　ブリッツも工夫した奇襲であり単調な攻めをしたつもりはない。それでもジンノがまるでわざとブリッツの攻撃に反応しなかったように思えてならなかった。

「そんなことないよブリッツ。やっぱりブリッツと戦うのは楽しいね。今回も驚かされたよ。移動しながら狙えるだけの技術を持ってるなんて」

　戦いを終えてジンノが握手を求めてくる。ブリッツがその手をとると園内に「テスト終了。みなさんお疲れ様でした。参加者のみなさんは更衣室出入り口前に集合してください」と女性のアナウンスが響き渡った。

「ところでブリッツ。傭兵街に戻ってからも銃はやっぱり封印なのかな？　僕は次にもしブリッツと戦うなら……」

「その話はあとにしようぜ！　さっそく帰ってＢＡＲでコーラだ！　賞金も出たしお勘かん定じようはまかせろッ!!」

　ブリッツとジンノ、二人は並んで更衣室出入り口前までやってくる。全員がそろったところでブリッツたちは傭兵街へと転送されるのだった。




　戦場から一転、プールは華はなやかな装飾に彩られる。

　ブリッツたちと入れ替わりでやってきた少女は、つい先ほどまでこの場所に彼らがいたことを聞かされていた。

「ブリッツ……私の声が届くまで……歌い続けます。あなたのために……」
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　傭よう兵へい街がいの裏路地にひっそりとたたずむ、カウンター席だけのＢＡＲバーはウリューの行き付けの店だった。重い扉に守られた秘密の場所だ。寡か黙もくなマスターが淡たん々たんとグラスを磨みがき続けている。客はウリューとジンノの二人だけ。マスターも中身のいないＮＰＣノンプレイヤー・キヤラクターなので、同席していてもほとんど空気のような存在だ。

「それで、改めて話っていうのはなんだいぃ？」

　ウリューのストレートな質問をジンノはひらりとかわす。

「プールのイベントは楽しかったね。ウリューはすぐにやられちゃったけど」

「まぁねえ。そうそう水鉄砲を体に当てた時に、水流の威力によって動きを止められたり吹き飛ばしてプールに落とせる……くらいまでやってもよかったかもしれないねぇ」

　時計すらない店内に沈黙が満ちる。ジンノはじっとグラスの中の琥こ珀はく色いろの液体を見つめていた。銀髪の少年がグラスを傾かたむけるとロックアイスの氷山がカランと鳴る。

「麦むぎ茶ちやのおかわりならいくらでもご馳ち走そうできるけど、お酒は勘弁してほしいかなぁ」

「麦茶もお酒も値段が違うだけでどれも同じ……０と１の組み合わせだよね」

　ジンノには自分が人間ではないという自覚がある。ウリューもジンノにそういった意識が芽め生ばえたことは担当部署セクシヨン１から聞かされていた。

「自分の存在に疑問でも持ったのかい？」

「おおむね納得してるんだ。この前……黒いメリーに言われたよ。すぐにでも神になれってさ。そのために僕は経験を積んできたんだから、受け入れるのは当然だと思う」

「……けど、こうやって話をするってことは何かあるんだねぇ？」

　ジンノは小さくうなずいた。

「プールの戦闘は黒いメリーがセッティングしたんだよね。僕とブリッツを直接対決させて、僕を納得させようってことだったんだと思う。でも、あれじゃ足りないよ。僕はもっとブリッツのことを知りたいんだ」

「それってブリッツを倒したいってことなのかな？」

「正直なところ……わからないんだけどね」

　グラスの中身を一気に飲み干してジンノは笑顔を作る。

「これはオレッチ個人の見解だけど、ブリッツを倒すのは簡単なんだろうぅ？　もう手の内はわかってるんだし」

「うん。今のままのブリッツなら……だけど、彼が銃を手にして僕と同じ条件になったら簡単にはいかないよ」

「ブリッツに銃を抜かせるのも容よう易いじゃないと思うけどねぇ」

「そうだね。だからしばらくこのままでいるって……ウリューなら黒いメリーにも話ができるんでしょ？　僕が呼んでも彼女は出てきてくれないし。もし……ブリッツとの戦いをセッティングしてくれるっていうなら嬉うれしいんだけど」

　ジンノの推察通りだが、図ず星ぼしをつかれても特に驚くことなく、ウリューは軽く息を吐くだけだ。

「ということで話はおしまい。麦茶ごちそうさまでした」

　席を立つとジンノは重い扉を開けて外に出る。扉に備え付けられていたベルがカランコロンと鳴った。

　その残ざん響きよう音おんとともにジンノの気け配はいが完全に消えたところで、ずっとグラスを拭ふき続けていたマスターが口を開く。

「困りましたね。これは管理者であるあなたの監督不ふ行ゆき届とどきです」

　マスターの姿は一瞬で黒いメリーに変化した。グラスをカウンターに置くとメリーはじっとウリューを見つめる。

「そんな怖い顔しなくっても。いや、あれは良い兆ちよう候こうだと思うよぉ。ブリッツたちのおかげでずいぶんと人間らしくなったし。そういえばこの前のプールのイベントは、やっぱり……」

　メリーは首をコクリとさせる。ジンノのブリッツへのこだわりに決着をつけさせるため、テストプレイのついでに直接対決の場を彼女が用意したのだ。先日のＥイー．Ｃシー事件もイベントということにはなっているのだが、ジンノの教育の一いつ環かんだった。ジンノがこの先担当するのはこの世界で発生する人間に関係するトラブルの処理だ。空も海も傭兵街の建造物も、時間や物理法則までもすべてが管理されたこの世界で、人間という存在がもっとも不確定だった。専用の「神」を必要とするほどに。

　人間を理解し、トラブルを迅じん速そくに処理できる思考力をもった人工知能。それがジンノのあるべき姿だ。

　以前、ヘルハウンドが行政府の警察官を「職務に忠実でサボりもしなけりゃ裏金作りもしないだけマシだがな」と皮肉ったことがあった。今のシステムでは「街中で発砲してはいけない」というルールに違反すれば、それが正当防衛であっても逮捕されてしまう。どこまでが正当防衛だったかという線引きを現行のシステムはできない。

　もしジンノが世界に組み込まれれば、前後の状況から判断できる警察官が誕生し、事情を把は握あくして被害者と加害者をきっちり見分けられるようになる……ほか、人間に接するＮＰＣ全般がより人間らしく振舞うようにもなる。

　今日までのジンノの経験は、すでにテロリストＢＯＴボツトの行動パターンにもフィードバックされており、ジンノの学習の有効性はある程度実証済みだ。

「次のイベントを用意する必要がありますね」

　黒いメリーもジンノと同系統の成長する人工知能だった。Ｅ．Ｃ事件を初めとしたジンノ育成のシナリオは彼女が自動生成したものだ。ウリューに「相そう応おうの準備をしておいてください」と言い残すと、黒いメリーは再びもとの寡黙なマスターの姿に戻ってしまった。

「準備ねぇ……」

　メリーはジンノにブリッツを倒させるよう仕向けるだろう。世界の決めた運命は絶対だ。目的達成のために犠牲が出ることも彼女はいとわない。

「ブリッツには悪いけど、これってお仕事なんだよねぇ」

　残っていたグラスの中身を一気にあおるとウリューも店を後にする。

　おそらく自分とジンノが週しゆう末まつの旅りよ団だんのメンバーでいられる時間は、それほど残されてはいないだろう。そんな思いを胸に抱いて。




　傭兵街の中央通りに面したＢＡＲにブリッツたち旅団の面めん々めんが集まった。先日のプールでのテストプレイ参加からしばらく、何度か野戦に出ることもあったが、チームの状態は非常に良好で、死亡者ゼロの日々が続いていた。すでに野戦では敵無しだ。

　ブリッツは仲間が全員揃ったところで封筒を取り出す。

「なになに？　コットンちゃんにお小遣いくれるの？」

　テーブルの反対側から一番にコットンが封筒に手を伸ばした。

「いや、小遣いなら俺の方が欲しい。この前の賞金は全部コーラになっちまったしな」

「え!?　もしかして借金の保証人ッ!?　ダメだよブリッツ！　コットンちゃんにそんなトラップは通用しないんだからね」

　スッと封筒から手を引っ込めるコットンに、ハナはため息まじりだ。

「そんなわけない……とは言い切れないけど、ブリッツのことだからまた何か『面白そうなこと』なんでしょ？」

　副リーダーとして確認しなければならないと、ハナは封筒を手にする。中から出てきたのは人数分のチケット……しかもすべてが特等席だ。

「なによこれ？　ライブのチケットみたいだけど……」

「実は俺も知らないんでみんなに集まってもらったんだ。三人寄ればもんじゃがなんとかって言うだろ？」

「文もん殊じゆの知ち恵えね。あー……でも、わたしもちょっと知らないかも。ＡエーＳエス内でライブイベントがあることは知ってるけど」

　ハナもチケットにプリントされた名前に見覚えはない。そんなハナの手から一枚、音もなくチケットが抜き取られる。いつの間にか背後にシャドウが立っていた。プールの時は素す顔がおだったが、今日は全身黒くろ尽づくめの暗殺者スーツ姿だ。

「……歌うた姫ひめリリィ」

「知ってるのかいシャドウ？」

　ジンノが確認するとシャドウはコクリとうなずいた。

「………………………………」

「だからアイコンタクトじゃわからないよシャドウ」

「…………ファンだ」

「いや、シャドウの個人的な感想じゃなくて、どういう人なのかを教えてくれないかな？」

「…………天使」

　どこかシャドウの言葉が浮ついている。名前が出たところでさっそくウリューがノートパソコンを開き検索をかけた。

「はいはいは～い！　みんなオレッチに注目してねぇ。歌姫リリィについてだけど、どうやらアイドル歌手みた……」

　アイドルと言った瞬間、シャドウがすうっとウリューの背後に立ってチケットの角かどをその頸けい動どう脈みやくにあてがう。

「…………歌姫だ」

「あ……は、はいぃ！　えーと、この歌姫さんなんだけど、すごい人気みたいだねぇ」

「脅おどされてるからっていい加減なこと言ってないわよね？」

　ハナのツッコミにウリューは自分のノートパソコンの画面を向けてみせた。ファンクラブのホームページで、開設から一ヶ月で来訪者のカウンターは七桁けたに達しようとしている。

「略歴をみると、どうも元は傭よう兵へいだったようだけど傭兵業が向かないってんで、路上で歌い始めたらその歌唱力とルックスのよさからファンがついて、いつの間にやら楽曲提供者が現れて、あれよあれよという間にアイド……歌姫になったみたいだよぉ」

　背後に立つシャドウがゆっくりとうなずいてみせる。

「シャドウって結構ミーハーなんだな？」

「…………彼女のライブに参加することはやぶさかではない」

　珍しくブリッツからシャドウに話しかけ、シャドウも彼らしくもなく自己主張する。

「すっごーい！　アイド……歌姫なんてコットンちゃんも憧あこがれちゃうな！　い、今からでも路上ライブすれば間に合うかな？」

「あんた音痴でしょ」

「お姉ちゃんは歌うまいのに……神様の意地悪!!」

　どちらかといえばカラオケが得意なのはコットンのようにも見えるのだが、姉のハナいわく某Ｇ○アイアンとまではいかないまでも、妹の歌唱力は調律が必要なレベルだとか。

「あ！　そうだ三人でユニット組めばいいかも！　お姉ちゃんとナスカさんとコットンちゃんで歌手デビュー!!　ね？　ナスカさんもいいよね？　歌で世界を平和にするなんて素す敵てきなアイディアだと思うの！」

「…………え、あ……そ、そうですわね」

　先ほどから少し……というか、かなりの間ブリッツたちの会話に参加せず、心ここにあらずといったナスカだが、不意にコットンに話題を振られて珍しく言葉を詰まらせた。普段の彼女なら「喜んで参加いたしますわ。歌というものには力がありますもの。平和を愛し尊たつとぶ思いは、白い翼つばさを得て世界の果てすら越えるのですから」とでも言いそうなものなのだが、少し様子がおかしい。

「なんだナスカ？　今日はちょっと元気ないな。コーラ飲むか？」

　心配そうにブリッツが狙そ撃げき手しゆの顔を覗のぞき込む。

「そんなことありませんわよ。それよりも心配してくださるなんて……あの頃のブリッツも素敵でしたけれど、今の情けに厚い人の温ぬくもりに溢あふれた貴方あなたも……素敵ですわ」

「ん、ああ……その、なんだ……恥ずかしいな」

　普段のナスカなら「転生前のブリッツ」を褒ほめ称たたえてブリッツに「何を言ってるんだおまえは？」と返されるのがお決まりパターンなのだが、今日はどこか違う。ナスカはじっと今のブリッツを見つめているのだ。

（――ちょ、ちょっとなによこの奇妙な空気ッ！）

　見詰め合うブリッツとナスカに、ハナは心の中で声こわ高だかにツッコミをいれていた。

　だが、シャドウによってその空気は雲うん散さん霧む消しようさせられる。今度はブリッツの背後に回って耳打ちするようにたずねる。

「……このチケット……いただけるのだろうか？」

「ああ。みんなで行こうな！」

「…………恐きよう悦えつ至し極ごく」

　どういう経緯でプラチナチケットをブリッツが持っているのかはわからないが、シャドウはブリッツに深ふか々ぶかと頭を下げる。

「って、みんなで行くのはいいけど、そもそもなんでチケット持ってるのよ？」

　ハナのもっともらしいツッコミにブリッツは笑顔で堂々と声を張った。

「さっきＢＡＲの前で黒服のサングラス男からもらった！　知らない奴だったがずいぶん気前がいいんだな！　ちゃんとうちのメンバー分入ってるし」

「それって人違いとかじゃないの？　っていうか……罠わなって考えちゃうのはわたしが心配性だから？」

　これまでの付き合いからもブリッツが「罠があったら飛び込みたい」性格なのはハナもよくわかっていた。相手が怪しい黒服だろうと……いや、むしろ怪しければ怪しいほどブリッツは誘いに乗ってしまう性た質ちなのだ。

「ライブなんて楽しみだねウリュー？」

「ん？　ああそうねぇ……うん。楽しみだねぇ」

　ジンノの軽い目め配くばせに旅団の誰も気づいていない。

（――これが始まりだってことはジンノもわかってるってことか。さて……どこまでこのメンツと一緒にいられるか。騙だましてるようで……いや、ここまで騙してきたことは忍びないし悪いと思うけど……これも世界の完成のため。大人になんかなりたくなかったねぇ）

　ジンノが完成すればより一層ＡＳは親しみやすい世界になる。それがウリューの仲間たちへの償つぐない。いや、自分が仲間を騙し続けてきたという罪悪感に対する免めん罪ざい符ふだ。

「よぅし！　じゃあ今日は解散！　明日はみんなでライブだ!!」

「あんた本当に怪しいとか変だとか思わないわけ？」

　返ってくる答えがわかっていながらも、ハナはついついブリッツに確認してしまう。

「面白そうだろ！　また何か起こるんじゃないかって思うとわくわくしてくるよな!!」

「そうだねブリッツ。きっとまた何か大きな事件だよ」

　最近ジンノがブリッツに似てきたように思えるハナは、彼がブリッツに乗っかったことにツッコミをいれるだけ無駄だと悟り、ただただ深くため息を吐つくのだった。




　ライブハウスは超満員でチケットの価格が跳はね上あがりダフ屋まで出る状態だった。リリィのファンはほぼ男性で、女性の姿は珍しくブリッツたちの一団は妙に浮いている。

　入場待ちの列に並んだところで、ブリッツは黒服にサングラス着用の大男に呼び止められた。要よう人じん警けい護ごのＳエスＰピーといった雰ふん囲い気きだ。

「特別入場券をお持ちの方はこちらへ」

　黒服の声は淡々としていて抑よく揚ようがない。が、そんな黒服の低いテンションとは反はん比ぴ例れいするように、ブリッツたちの前後に並んでいた客たちから一いつ斉せいに驚きの声が上がる。

「ちょ、ちょっと……大丈夫なの？」

　不安になったハナの耳に周囲の「歌姫の関係者？」やら「特別ってアレだろ。幻のチケット……」といった囁ささやきが聞こえてきた。さらに「もしかしてあいつら……週末の旅団じゃないか？」と、ブリッツたちの顔に見覚えがある傭兵が口にすると、入場口付近だけでなくライブハウス周辺にまでざわめきが拡大した。

　週末の旅団と歌姫リリィの関係性について憶測が飛とび交かい、さらに「旅団が絡むと大事になる」という過去二回のジンクスから、客たちはケータイ端末でブリッツたちの写真スクリーンシヨツトを勝手に撮りだす。

　カシャリ！　とシャッター音がしてブリッツが振り返ると、なぜか他の客にまざってシャドウまでもが旅団メンバーの写真を撮っている。歌姫のライブに行くことになってからのシャドウは、明らかに普段よりも自己主張が激しい。奇行が目立たないタイプだった斥せつ候こうだが、かなりそれが目に付くようになっていた。ジンノが小さく首を左右させる。「自じ重ちようしろ」という合図だ。

「……御ぎよ意い」

　主人の無言の言いつけに従いシャドウが戻ったところで、黒服ＳＰがブリッツたちを誘導した。

「お早く。こちらへ」

　旅団メンバーは運営スタッフやＳＰに守られるようにして、ライブハウス裏手の楽屋口から入場する。

　通路を抜けた先の控ひかえ室しつ。その前に少女が一人、旅団の到着を待っていた。全体的に色しき素そが薄く、柔らかい色の金髪の持ち主で人形のような愛らしさだ。ステージに立っていなくても魅み了りようされそうになる。同性のハナやコットンも息を呑のむ美少女だった。

　瞳ひとみは潤うるんでおり、熱いまなざしをブリッツに注そそいでいる。

「ブリッツ……本当にブリッツですよね？」













「ん？　おう！　お前が歌姫か？　あってるよなシャド……う？」

　ブリッツが振り返って確認をとろうとすると、シャドウはナイフを抜いてブリッツの首筋にぴたりとあてがっていた。さらにシャドウの背にジンノがハンドガンの銃口を突きつけている。そのジンノの手をウリューが止めようと抑えこむ……という連れん鎖さが起こった。一瞬の出来事だ。

　この状況を確認して案内役の黒服ＳＰがやっと銃を抜く。発展途上のＡ．ＩだからかＳＰの反応はワンテンポ遅い。

「……歌姫にその口の聞き方はいけない」

「シャドウ少し頭を冷やそうか？」

「ちょ、ちょっとジンノってば銃はまずいってぇ！」

　緊迫した空気が控え室前の廊下を支配する。下手に誰かが動けば、うっかりブリッツの首にナイフが突き刺さり、ジンノが発砲してシャドウを射殺しかねない。

　そんな状態にもかかわらず歌姫リリィはブリッツに駆け寄った。ぽふんッ！　と音でも立てるように黒髪の少年に抱きつく。

「ブリッツ！　ブリッツ！　ブリッツ!!　ずっとずっとお慕したいしてました」

　ゆっくりと専用ケースから狙撃銃を取り出してナスカが組み立てはじめる。

「いけませんわブリッツ。彼女はかつて光の戦士の長おさであった貴方の心から光を奪い、闇やみの世界に引き込もうとした誘惑の悪魔……それ以上近づいてはなりません」

　危険を察さつ知ちしコットンがナスカを制止する。ハナはブリッツが抱きつかれた光景を目まの当あたりにして思考停止状態だ。ウリューはジンノを抑えるのに必死で、シャドウは歌姫の方からブリッツに抱きついたことに困惑しながらも、ナイフを手にしたまま動かない。

「ストップストップ！　ちょっとナスカさん落ち着いて！　どう考えてもこの距離は狙撃に向いてないっていうか、ショットガンの間合いだから！」

　我ながらそういう止め方もいかがなものかと思いながらも、コットンは他に良い説得の言葉を持ち合わせていなかった。

　見事なまでの仲間割れっぷりに、ＳＰは誰に銃口を向けていいのか判断できない。

　渦か中ちゆうのブリッツはといえば、歌姫リリィにされるがままに抱きつかれっぱなしだ。

「俺はテディベアじゃないんだから、そんなにひっつかれても困るんだが」

「はッ!?　ご、ごめんなさい！　私ってば……」

　今度は顔を真っ赤にしてあたふたとし始める歌姫。

「ずいぶんと落ち着きがないやつだな」

「え、ええと、ごめんなさいごめんなさい！　落ち着きます深呼吸します。スー………………ハー…………落ち着きましたもう大丈夫です！　ご心配をおかけしました！」

　と、言いながらブリッツの手を両手でぎゅっと握り、きょとんとする少年の顔を見つめるリリィ。その手は震ふるえており表情も感かん極きわまっている。まるで憧れのスターに直接会うチャンスを得た熱烈的なファンのようだ。

「いや心配はしてね……」

　してねぇ……と言いかけたところで、再びシャドウのナイフがブリッツの首筋にむけられる。

「心配した。いや、本当に緊張が解とけてよかったなおま……歌姫さん」

　さすがのブリッツも言い直す。するとシャドウはゆっくりとうなずいてナイフの刃やいばを鞘さやに収めた。あわせてジンノも銃を降ろす。コットンの説得も通じずに狙撃銃を組み上げたナスカだけは歌姫に対して警戒を解いていない。歌姫が雇った黒服ＳＰは消去法でナスカに銃口を向ける。

「リリィって呼んでください！　あ、あの本当にブリッツがよろしければなんですけど……でも、そう呼んでもらえると嬉しいです」

「わかったリリィ。今日はライブに招待してくれてありがとうな」

　再びナイフに手をかけたシャドウだが、抜くことはできなかった。二人の距離が近すぎるとはいえ、歌姫からブリッツに近づいたのだから仕方ない。

　もしブリッツが女ったらしのだらしない男なら、シャドウも容よう赦しやなくナイフを振るっていただろう。だが彼は恋愛感情に疎うとい超ちよう天てん然ねん朴ぼく念ねん仁じんだ。これまでの経緯やハナに対する反応からも、ブリッツの性格をシャドウは把握している。高ぶる感情をようやく理性で制せい御ぎよして、斥候は深くゆっくりと息を吐いた。

　黒服ＳＰに目をつけられてしまったため狙撃体勢に入ることができないナスカ。電波を受信して不思議な言動が目立つ彼女だが、行動に移すことは少なかった。だが今回はどうにも歌姫の存在を意識しすぎている。

　普段ならそういったメンバーの変化に敏感な旅団の副リーダーは、歌姫の猛もう攻こうに呆あつ気けにとられっぱなしでフォローする余裕がない。

（――なんでブリッツが……もしかして歌姫ってブリッツのファンなの？　旅団の戦いって目立つし……けど、人気が出るとしたら実力的にもジンノさんよね。もちろんブリッツが魅力がないっていうんじゃなくて、ブリッツにはブリッツの良さもあるし一緒にいて疲れることもあるけど、でもそれが楽しくていつのまにか快感っていうか、わたしがいないとブリッツってば本当にだめなんだからって感じになっていって……って、違う違う！　今はブリッツよりも歌姫よ!!）

　二人の関係を確かめるべくハナは心の中で自分を奮ふるい立たせた。

「ちょっといいかしら？　はいはい離れて。うちのリーダー返してもらうわね」

　ブリッツを引き戻すとハナは確認する。

「歌姫さんと知り合いなの？」

「いや。初対面だな」

「噓うそついてないわよね？」

「なんで噓つかなきゃならんのだ」

　朴念仁のくせにもっともらしい返事だった。戦場で敵の意表を突くことは多々あれど、ブリッツは決して仲間を裏切るようなことはしない。それはハナが一番よく知っている。

　ブリッツに「初対面だな」と言われて歌姫の方がうつむいてしまう。

「そうですよね。会ったのは一回だけですし……でも、あの時ブリッツに出会ってなかったら……今の私はいないから」

　無理に笑顔を作ろうとする歌姫。その顔にナスカが照準を合わせるのだが、間にブリッツが入り込んで引き金を引かせない。姉に代わってコットンが悲鳴を上げる。

「ちょっとナスカさん！　ジョークにしては本気すぎ！」

「仮にこの命を散らしても、ブリッツの清らかな心だけは守らなければなりませんわ」

　自分がＳＰに銃を向けられていることも覚悟の上だ。ナスカの執しゆう念ねんは並みじゃない。だが、そんなナスカに負けず劣らずなんとか流れを変えようとコットンも必死だった。

「あッ！　そうだコットンちゃん歌姫さんとブリッツの馴なれ初そめを聞きたいなぁ。うん、もしかしたらほら……誤解っていうか人違いだったなんてオチもあるかもしれないし！」

　ようやく突破口を見つけたコットンにハナも乗っかった。

「そうね。ブリッツが傭兵街で女の子をナンパするなんてちょっと想像できないし」

「お会いしたのは戦場です！　ブリッツに間違いないんです！　ご、ごめんなさい。いきなり声を大きくしてしまって」

　さすがに歌手だけあって力強い声だ。リリィの口ぶりは自信に満みち溢あふれている。

「ん～～まぁ、立ち話もナンだなぁって思うのはオレッチだけかな？」

「せっかく控え室もあるんだし、お邪魔してみるのも良い経験だよね。シャドウもそう思うでしょ？」

　ウリューの申し出にはリリィが。ジンノの言葉にはシャドウがうなずいた。

「ごめんなさい気が回らず、みなさんを立たせっぱなしにするなんて……こちらです」

　申し訳なさげにリリィが控え室にブリッツたちを案内する。大柄なＳＰは部屋の外で待機した。

「わたくしは入室を遠慮させていただきますわ。ブリッツのことはハナ……貴方にお任せします。光の道からブリッツが踏み外さないよう、しっかりと守ってくださると信じていますから」

　ナスカはリリィに目もあわせない。リリィはナスカに避けられていると感じて……それでも自分から歩みよった。

「ご、ごめんなさい。あの……もしかしてブリッツの恋こい人びとなんですか？」

（――単刀直入すぎるわよ！　しかもブリッツのいる前でッ!!）

　ハナは心の中でツッコミの雄おたけびをあげる。

（――恋人っていうレベルじゃないけど、仲間だし、わたしの場合は戦闘以外のこととか色々フォローしてあげたり、言うなればピッチャーとキャッチャーみたいな関係っていうか……そういえばキャッチャーのことを恋こい女によう房ぼうなんていうし、受け止めてあげる立場って考えれば恋人とまではいかないまでも、恋女房的なポジションであることは否定しないわよ！　って、何恥ずかしいこと考えてるのよわたしってば!!　違うの誤解よそういうつもりじゃないんだからね!!）

　ナスカへの質問にもかかわらず、妄もう想そうをふくらませすぎてハナの顔が真っ赤になった。

　だが、ナスカは眉まゆ一つ動かさない。そこはさすが高感度電波受信機とでもいうべきか、まったく臆おくすることなく銀髪の狙撃手はゆっくりうなずき肯定してみせる。

「前世からの縁えんですわ。まさかあなたまで転生してきたとは思ってもみませんでしたけれど」

「前世？　あの……えーと……」

　ナスカワールド初体験の歌姫にとって狙撃手の言葉はほとんど暗号だ。ブリッツがしぶしぶ口を開いた。

「要ようするにナスカはチームメイトで旅団のエース狙撃手だから、よろしくってことだ」

（――ブリッツその和訳はたぶん違ってるわよッ!!）

　何度となく口に出してツッコミをいれるチャンスはあったのだが、言えば言ったで状況がさらに悪化しかねない。何気ない日常会話のはずなのに、ナスカがからむだけでハナの忍耐力は自然と鍛きたえられていく。

　ナスカはというとブリッツの言葉に「それは……そうですけれども」と素直な態度をみせた。旅団のエース狙撃手というポジションは自他共に認めている事実だ。

　ナスカからの一方的な敵対心にリリィは戸と惑まどいを隠せない。立ち尽くす歌姫にブリッツは笑顔で告げた。

「お茶よりコーラがいいな！」

　ブリッツが控え室に一番乗りする。

「は、はい！　すぐにスタッフさんに用意してもらいますッ!!」

　まるで付き人のように振舞いながら、ブリッツの後ろにくっついて歌姫も自分の控え室に飛び込んだ。音もなくその後ろにシャドウが続き、ジンノとウリューも入室した。

「ともかく、わたくしはここで待たせていただきますわ。悪魔の尖せん兵ぺいがいつ現れるやもしれませんもの」

「意地張らないでナスカさんも一緒にいこう？　ね！　コットンちゃんはその方がいいと思うし、それに初対面の人に敵意剝むき出だしな態度は……もちろん歌姫さんもかなり大胆だけど、ブリッツに昔戦場で助けられた恩があるとか、きっと理由があるからこその行動なんじゃないかなぁって思うんだけど……」

「そのような理由があればブリッツを抱きしめられるなんて……間違ってますわ。それに自分から抱きしめるのではなく、抱きしめられるのを待つのが正しいお慕いの仕方というものです」

　狙撃手は梃て子こでも動かない。ハナが小さく息を吐く。

「わかったわ。リリィの事情はわたしが聞いておくし、ブリッツのことも任せてちょうだい」

　ナスカは無言でうなずくと、しゃべることを拒否するように顔を背そむけるのだった。




「シャドウ……少し落ち着いてくれないかな」

　ジンノの言葉にとりあえずうなずくのだが、先ほどからずっとシャドウはそわそわと周囲を見回している。戦場での冷静さが噓のようだ。

　歌姫の控え室としてあてがわれたのは、このライブハウスでも一番の大部屋だった。さっそく内線で歌姫本人が人数分のコーラを注文する。

「悪いな。ナスカも根はいい奴なんだが……時々あいつの中の独自ルールみたいなもんで動くところがあって。今日はちょっと機嫌が悪いみたいなんだ」

　ブリッツの言葉に歌姫は「そんな……謝あやまっていただくなんてとんでもないです。私がいきなり……抱きついたりして……変ですよね！　変でしたよね！　それがいけなかったんです！」と、どこまでも自じ虐ぎやく的てきに返す。

　ブリッツはじっとリリィの顔を見つめる。見つめられたことを意識してリリィは恥ずかしそうに顔を赤らめた。

「ちょっと何見てるのよ！　見つめ合ってるのよッ!!」

　ナスカに頼まれた……という意識もあって、ハナが食ってかかる勢いでブリッツを詰問する。

「いや、どこかで会ったってんなら思い出せないかとおもったんだが……」

　美少女なうえに強烈な存在感というか、芸能人的なオーラすら感じられる歌姫なら一目見れば忘れられないはずだ。

（――でも、ブリッツなら普通に忘れてる可能性はあるわよね）

　ハナの予想はあっさりと裏切られた。落ち着いたところでようやく歌姫の口から出会いが語られる。

「あの……出会いは……本当に戦場だったんです」




　リリィが戦場にデビューしたのはブリッツと同時期だ。二人は訓練所チユートリアルで一緒だったわけではない。当時のブリッツはといえば、一人でミッションに参加するか野戦に出るかくらいで、傭兵街にいる時間よりも戦場に潜り込んでいる時間の方が長かった。

　そんなブリッツとリリィが出会ったのは、アパートの廃はい墟きよが二つ並んでいる野戦場だ。中央に広場があり屋おく外がいでは遠距離の撃ち合いがメインになる。だが一歩廃墟内に入り込めば、崩れた壁の影や家具の後ろから突然敵が姿を現し近接戦を余よ儀ぎなくされる……この戦場は遭遇戦と中遠距離戦という二つの顔をもっていた。

　傭兵になってしばらく、リリィは狩かられるばかりで相手を倒したことは数えるほどしかなかった。それも投げ間違えた手しゆ榴りゆう弾だんが偶然敵の足元に落ちた。やら、仲間の後ろをついていったところ先行していた仲間が倒されて、敵がリリィの仲間を倒すのに弾たまを使い切っていたのでチャンスが巡ってきた。といった感じの棚から牡ぼ丹た餅もちなパターンがほとんどだ。怖くて隠れていたら偶然敵の斥候が自分に気づかずに目の前を通ったので、その背中を撃つ……なんてこともあった。自分一人の力で倒したことは皆かい無むといっていい。

　もともと「戦って勝ちたいから」とか「技術を磨きたいから」といった動機ではなく、ただ「流行してるから」という程度の認識で傭兵になり、この世界の楽しみ方を見つけられず迷っていたリリィは、まだ始めて間もないものの早くも傭兵業から足を洗おうかと考えていた。

　この戦いが終わったら登録を解除しよう。しゃがんで物陰に隠れながら思った矢先に……リリィは出会ったのだ。

　光を背にした少年が銃ではなく拳こぶしで戦う姿に。中央広場を挟はさんだ対岸で光が爆はぜてリリィの仲間が殴なぐり倒された。仲間といっても顔も知らない野戦でのチームメイトだ。そんな仲間のことよりも、目撃してしまった少年の戦い方にリリィは釘くぎ付づけにされていた。

（――自由な……まるで背中に翼が生えているような戦いです）

　思わず立ち上がったリリィに気づくと、少年はすぐに建物の奥に姿を隠してしまった。リリィの手にはアサルトライフルが握られている。少年側からすればほとんどすべての敵が「正面から戦ってまともに勝てる相手」ではない。たとえ新米のリリィが相手でもだ。

　リリィは少年を追った。隠れていた階段下の暗がりから飛び出して、他の敵には目もくれず少年を追いかけた。すでに戦闘も終しゆう盤ばんに差し掛かり、生き残った傭兵も敵味方双方少数だ。普段なら中央広場に不用意に飛び出すと集中砲火をもらうのだが、幸運にも銃弾の雨は降らない。リリィは広場をまっすぐ突き抜けて対岸の廃墟にたどり着く。

　同時に目の前が真っ白になった。それでもリリィは足を止めずに、自分が廃墟のどこを走っているのかわからないまま、ただただ前に進んだ。

「ッと！　閃せん光こうが効いてないのかお前ッ!?」

　少年が声をあげる。その声の方にリリィは向き直った。白しらんでいた視界はリリィが走っているうちにゆっくりと回復する。

　黒髪の少年兵は目の前……超至近距離にいた。その腕がリリィの喉のどを刈かるようになぎ払う。ウエスタンラリアットだった。

（――こんな世界があったんですね。銃を撃つだけが戦いじゃない……）

　リリィにとって出会いは衝撃的だった。用意された道ではなく自分らしさを追求している少年にリリィは感かん銘めいすらうけた。

　その後少年は仲間を増やしていき、非公式大会ながら今も傭兵たちの間で語かたり草ぐさになっている白はく銀ぎん杯の活躍や、先日のＥ．Ｃ事件でのＭエムＶブイＰピーに輝くなど……次第に有名になっていったのだ。




「ああッ！　いたいた！　あん時は閃光が決まってるはずなのに、すごい勢いで走るんで驚かされたけど……いや待てよ……確か男だったぜ？」

「人生をやり直したんです。じつは設定がよくわからなくて、お任せではじめたら男の人になっちゃって……だから女の子の歌姫リリィになってからは初めましてですね。ブリッツに倒されなかったら、私は歌ってなかったです。戦うための世界で平和とか愛を歌うのって……なんだか変かなって不安になることもあったけど……ブリッツの活躍を耳にするたびにがんばろうって思って……」

　リリィにとってブリッツは人生を変えるきっかけを与えてくれた存在だった。ただ、これまで連絡をしなかったのはブリッツに再会できるほど、自分は道を究めていないと思ったから……それは今も変わらず、まだブリッツと会うのは早いとリリィは考えていた。それでも会わなければならない事情ができたのだ。

「もし出会いの状況がちょっとでも違っていれば、彼女は初めてのブリッツの理解者になって、旅団のメンバーだったかもしれないね。僕もドロップキックで倒されたのがきっかけでブリッツと縁えんができたし」

　ジンノが微笑ほほえむ。出会いのエピソードをリリィが語り終えたところで、部屋にコーラが運ばれてきた。さっそくブリッツが瓶びんを一本手にして栓せんを抜ぬく。

「しっかし、それならもっと早く連絡してくれりゃよかったのに。うちのチームは新人大歓迎だぜ！」

「ち、違うんです。もう戦いはしないって……わたしなんて戦力外どころかマイナスです！　足手まといです！」

「それじゃあ、単に歌を聞いて欲しいから招待してくれたっていうだけなのかねぇ？」

　ウリューの疑問にリリィは首を左右させた。

「本当はもっとわたしの歌がみんなに届くようになって……それで、自然とブリッツの耳にも入ればって……それでよかったんです」

　リリィの歌手活動は順調で、今日の会場であるライブハウスよりもずっと大きな、ベイホールでコンサートをする計画もあがっていた。傭兵街の有線にも曲が流れ始めている……と、シャドウが付け加える。今日のシャドウはとびきり饒じよう舌ぜつだ。

　そんな斥候兼暗殺者は、ブリッツとの出会いによって歌姫が誕生したことに納得したようで、すでにブリッツへの敵意は消えうせていた。黒髪の少年は歌姫の親も同然なのだ。多少の無ぶ礼れいは見なかったことにしようとシャドウは心に決める。

　だがそんなシャドウの気持ちとは裏腹にブリッツは自然体でボケ倒す。

「なあベイホールってなんだ？　そんな戦場聞いたことないぞ」

　こんな調子のリーダーにハナはいつもの嘆息混じりで解説した。

「あんたそんなことも知らないの？　ベイホールっていうのは名前の通り湾わん岸がんにある大型の多目的ホールよ。収容人数は二万人。最近は定期的にイベントが行われてるのよ？　……って、あそこでライブ予定って……よく考えてみるとすごい事じゃないの」

　二万人の前でライブを行えるというのにリリィの表情はどこか冴さえない。

「こうやってわたしたちを呼んだってことは……何かわけありなのね？」

　ハナの問いかけにリリィはようやく依頼について語り始める。

　この瞬間、世界は新たなシナリオへと突入するのだった。




　ステージに立つ歌姫リリィの姿は、シャドウが評した通り天使のような輝きを放っていた。歌にだけは自信がある……とはリリィの言葉だが、ブリッツたちに事情を説明していた時とはまるで別人のような堂どう々どうとしたステージをみせる。

　ブリッツはそんなリリィのすぐそばで彼女の背中を見守っていた。シャドウはライブハウス出入り口付近に立ち、ナスカは二階の照明操作用タラップで待機。ハナとコットンとウリューは裏口、控え室側の警備だ。

　旅団のメンバー全員がキャップをかぶり、専用のスタッフＴシャツに着替えて歌姫を全周囲からガードしていた。観客の武器の持ち込みは禁止されているが、ブリッツ以外は全員ハンドガンを装備している。ナスカは狙撃銃も会場内に持ち込んだ。ブリッツたちだけでなく黒服のＳＰも各所に配置される。彼らは全員リリィが雇ったボディーガードＢＯＴだ。

　ブリッツと同じくステージ袖そでに待機しているジンノが大だい音おん響きようの中で耳打ちした。

「別に僕らがボディーガードすることもないんじゃないの？　狙ねらわれてるなんて本当かな？　歌姫リリィを売り出すための話題づくりかもしれないし……そもそも彼女を消して誰が得をするんだろうね」

「困ってるんだから助ける。それでいいんじゃねぇか？」

「ブリッツのそういうシンプルなところは好きだよ。けど、今日はきっと何も起こらないと思うな。ステージを直接狙える窓もないから外からの狙撃は無理だし、観客の手荷物もきっちり検けん閲えつ済ずみなんでしょ？　会場も不審物がないか徹底的にチェックしたっていうし。まさか暗殺者がブリッツみたいに殴なぐりかかりでもする……っていうのなら話は別だけど」

「だったら俺が取り押さえるから銃を使うまでもないな」

　歌姫リリィは狙われている。犯行声明が届いたのはつい先日の話だった。

《今すぐ歌手活動を停止しなければ命はない》

　当初は悪質なイタズラと、リリィの後見人で音楽プロデュースも手がけるエムデュアルは相手にしていなかったのだが……彼の事務所に爆弾入りのケーキが届けられて脅しではないことが明確になった。爆弾テロによってエムデュアルは負ふ傷しようしたものの、一命は取り留めたらしい。

　ブリッツは視線を観客席に移した。お揃いのハッピに鉢はち巻まきを装備した熱烈的なファンたちが曲にあわせてリリィに声援を送る。

「すげー統率力だな。あれだけ息がぴったりだったら戦場じゃかなりの強敵だ」

　実はその声援に後方の出入り口付近で張っていたシャドウもこっそりと参加しているのだが、声はステージまで届かない。

　気合の入ったファンだけでなく、リリィの噂うわさを聞きつけてやってきた傭兵たちも混ざっていた。時折ぽつぽつと女の子の姿が見られるのだが基本的には男性中心の人気だ。

「なんか……いいな。歌って」

　ステージの一体感にブリッツが小さく笑う。

「歌詞の内容はありきたりなラブソングでしょ？」

「だけど、それがいいんだよ」

「驚いたよブリッツ。朴念仁で恋愛に疎いのに」

「なんだよその言い方は。俺だってちゃんとわかるぜ。人が人を愛することのすばらしさくらいな」

「じゃあハナさんの……」

　気持ちは知っているのか？　それにナスカのこともどう思っているのか？　まさか歌姫と運命の再会を果たして、彼女に傾いていくつもりなのか？　と、ジンノが質問攻めをしようとした瞬間、ステージがざわついた。

　人ごみの中からトレンチコート姿の人影が飛び出したのだ。目ま深ぶかに被かぶっていた帽ぼう子しで人相まではわからないが、比較的小柄なそいつはステージに駆け上がる。スピードはブリッツ級だ。

　演奏が中止された。だが、音楽の神が降りてきてしまったようにリリィはマイクから離れず歌い続けている。トレンチコートの影がリリィに迫る。黒服ＳＰが不審者に銃口を向けるが、下手をすれば弾がリリィに当たりかねない。

　二階照明操作タラップでステージに狙撃銃を向けてスタンバイしていたナスカが、有う無むを言わさずぶっ放す。ステージまでの距離は狙撃手本来の得意な距離と比べれば短い。が、本来なら外すはずもない中距離から放たれた弾丸は、歌姫の頰ほおを掠かすめるかというギリギリのラインを通り抜けていった。トレンチコートの不審者にはかすりもしない。

　銃声に客席が騒そう然ぜんとなる。それでもリリィは歌うことを止めなかった。狙撃銃の弾丸が耳の脇を通っても、目の前にトレンチコートの暗殺者らしき影が迫っていても歌い続ける。トレンチコートが帽子を脱ぎ去り奇き声せいをあげた。武器は携帯していない。

「ヒャーッヒャッヒャッヒャ！　みんな死ね！　死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね爆死しろぉおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　ナイフの一本すら持ち込み禁止の会場で、どうやって爆死させるつもりなのかは不明だ。が、ブリッツは舞台の袖から飛び出すとトレンチコートの襟えり首くびをつかんで締め上げる。ジンノはその間にリリィをお姫様抱っこしてステージ裏へと運んだ。

「き、貴様はぁあああああブリッツじゃありませんか――ッ!!　今日はラッキーィィィィイイイイッ!!　計画変更ッ!!　歌姫だけでなく旅団もまとめてヒーッヒッヒッヒッヒィィギイイイ!!　大爆発ッ!!」

「お前、素す手ででどうやって爆破するつもりなんだ？」

　帽子の下の素す顔がおは中性的な顔立ちの美少年……いや、もしかしたら美少女なのかもしれない。ブリッツが初めて会った時の彼は全身を包帯でぐるぐる巻きにしたミイラ男だった。

「良くぞ聞いてくれましたぁッ!!　手荷物やボディーチェックが厳しいって情報は把握してたんでぇ……今回は爆弾を内ない臓ぞうに内ない蔵ぞうなんつってぇぇぇッ!!　この処しよ刑けいボマーＺゼツトの心臓が止まった瞬間、建物ごと大・爆・発ッ!!　処刑ボマーＺは世界を滅ぼす悪魔の歌声を消去するために誕生した、改造人間爆弾なのですぅぅぅッ!!」

　ボマーの雄たけびにライブハウス内は大混乱だ。観客たちから飛び交う阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴にボマーはうっとりする。

「気持ちＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥイ―――――――――――――――――――ィッ!!　この快感が知りたかったら、みぃんな爆発物スキルを極めれば体験できるよぉッ!!」

　人間爆弾というスキルはどうやら違法ではなく公式に存在するスキルらしい。マイナーなのは爆弾のスペシャリストが圧倒的に少ないのと、自爆＝自分が確実に死ぬというスキルの特性のためだ。手荷物検査に引っかからないようこの手段を選び、リリィを狙うボマー。そこまでする理由がブリッツには想像もつかない。

　が、そんなブリッツにも一つだけ確実にわかることがあった。この至近距離で処刑ボマーの爆発に巻き込まれれば命はない……ということだ。

「爆発するよぉ！　しちゃうよぉ！　みんな一緒に逝っちゃうよぉッ!!　イーッヒッヒッヒッヒャーッヒャッヒャッヒャ!!」

「テンション高すぎだろうがッ!!」

　ブリッツの拳がツッコミをいれるように処刑ボマーの腹ふく部ぶに突き刺さる。その瞬間、ライブハウス内のざわめきがぴたりとやんだ。時が凍こおったような沈黙。誰もが爆発を予感する。

「ん？　なんか急に静かになったな」

　周囲を見回しながらもブリッツはボディーブローを続けた。

「は、話を……聞いて……ないのかああああああああブリッツぅッ!!　内蔵爆弾ッ！　内蔵爆弾ッ!!　ライブハウスが吹き飛ぶぅ♪　愛の歌が悲鳴に変わるぅ～～♪」

　ボマーの抗議にもブリッツはお構いなしだ。

「大丈夫だろ？　素手で殴ってるんだ。お前自分でも言ったじゃないか。死ななきゃ爆発しないって」

「言った！　けどそれ噓だったらどうするの？　うりうりうり！　会場の全員が人ひと質じちなんだっていう現実を直視しろおおおおおおおおおおおおおッ!!」

「噓ならもうとっくに爆発してんだろ。つうかお前変わったな。前は自分が爆発に巻き込まれないようにしてたのに、自分の命を投げ出してまでリリィを狙うなんて。そんなに歌が嫌いなのか？」

「愛の歌なんてだぁあああああああいっ嫌いッ!!　ＡＳは殺さつ伐ばつとしてるから楽しいのにぃぃぃ！」

「傭兵なんだから歌う自由だってあってもいいと思うけどな」

「傭兵ですらなぁああああああああああああいィィィッ！　歌ッ！　歌ッ！　歌ッ!!　戦場に出ずに、その歌を聞きにやってくるだけで、いざ人間爆弾を前にしたらパニックに陥おちいって逃にげ惑まどうバカたちは、傭兵ですらないいいいいいッ!!　故ゆえに生きる権利も自由も認められないいいいいいいいいいいいいいッ!!　価値のない人生にまとめてピリオドを打ち込んでやるうううううううッ!!」

「なるほど。言い分はよくわかった。だけど生きる権利や人生の価値っていうのは、他人から押し付けられたり与あたえられたりするものじゃないだろ。お前ももっと自分を大切にしてやれよ」

「ありきたりな慰なぐさめありがとうございますぅぅッ!!」

「可か愛わいげのないやつだな……ったく」

　最後の一撃は頸けい動どう脈みやくへの手しゆ刀とうだった。ブリッツの放った俊しゆん敏びんな打撃で処刑ボマーがステージに卒倒する。

　ライブハウスの客たちは出入り口付近で詰まっており、外に逃げ出せたのは会場の中の三分の一程度だ。ブリッツがボマーを倒したあともパニックは続いている。シャドウはその混乱に巻き込まれて、真っ先にリリィの元に駆けつけたかったにもかかわらず、ステージに近づくことすら出来ない。逆に人の波に飲まれてライブハウスの外に押し出される寸前だ。

「しかし本当に戦うガッツがないっつうか……誰もリリィを守ろうとステージに上がってこなかったのはちっとばかしショックだな」

　改めてリリィが旅団に護衛を頼んだ理由をブリッツは体感できた。

　暗殺者がファンを装って近づいてくることは十分に考えられる。それにファンの有ゆう志しが護衛に名乗りをあげても、彼らの戦闘に対する士し気きはお世せ辞じにも高いとはいえない。さらに暗殺者が護衛団に紛れ込んでいればお手上げだ。

「ともかくこれで一件落着……」

　ブリッツが顔をあげると二階の照明操作用タラップにナスカの姿がない。

「……とは、いかんみたいだな」

　言いようのない不ふ穏おんな空気にブリッツの表情は珍しく暗くなるのだった。













[image: ]







　処しよ刑けいボマーの襲撃失敗のあと、すぐに「ノイシミカ」と名乗る組織から声せい明めい文ぶんがリリィに届けられた。近きん日じつ中ちゆうに予定されていたベイホールライブを中止し、彼女の歌手活動を今後一切行ってはならない。もしこの忠告を受け入れない時は、リリィの命はないという一方的なものだ。

　ボマーを取り押さえた時にブリッツは「これで終わらない」と予感を抱いだいたのだが、それが的中した形になる。一度目の警告は処刑ボマー個人からのものだったが、現在ボマーは行政府警察に拘こう束そくの身だ。テロリストは複数存在し、それぞれがリリィを狙ねらっていることになる。

　郊こう外がいにある森林公園のコテージ前にブリッツたち旅りよ団だんは集まった。リリィのプロデューサーであるエムデュアルが襲撃されたこともあり、彼女の安全を確保するため傭よう兵へい街がいのいくつかのホテルに部屋を予約したのだが……ダミー情報はすべてかわされて敵部隊がコテージに近づいているというのが現状だ。

　ブリッツたちは戦場に散さん開かいした。今回はコットンが一人で指揮車からバックアップを行い、ウリューは街で「ノイシミカ」の情報収集という分ぶん担たんになる。

　コテージ周辺の森には襲撃に備そなえて監視カメラが複数設置され、敵の位置を把握した状態でブリッツたちは防衛に専せん念ねんすることができるのだが……。

「こういうとき、あいつがいてくれると本当に心強いんだけどな」

　ブリッツが小さく息を吐く。チームにナスカの姿がない。このコテージに陣じんを張った直後から彼女と連絡が取れなくなったのだ。

「かといって狙そ撃げき手しゆなしってわけにもいかないよな」

　コテージの脇わきで伏せたまま、狙撃銃を構かまえるのはナスカではなくジンノだった。

「殺しちゃうかもしれないけど、いいかな？」

「サブマシンガンで狙撃できるジンノなら、狙撃銃を使えば余裕で殺さずに済ませられるだろ？　頼むぜ」

「僕は防衛よりも攻撃に比ひ重じゆうを置いたスタイルの方が得意なんだけどね」

　苦笑しつつジンノは森からコテージへと続く小道に照準を合わせる。

　すでにシャドウは斥せつ候こうとして先行していた。索さく敵てきしながら敵部隊の後方へと回り込み、単独行動をしている敵を一人ずつ掃除していくのがシャドウの役目だ。

　敵は即そく席せきで組まされた野戦時のチームのように、ほとんど統制が取られていない。指揮官不在という印象だ。一方の旅団はナスカの欠員を埋めるため、ウリューがバージョンアップを重ねに重ねて強化した新型ＢＯＴボツトが投入された。そのＢＯＴとハナが森の中ちゆう盤ばんでキャンプし、ブリッツはこれから森の中を縦横無尽に駆け巡って敵をかく乱する……というのが今回の作戦だ。

　コテージの中のリリィに敵が接触すればゲームオーバー。敵の数は八人。全員が同じ白い仮面を被かぶり素す性じようを隠している。チーム行動はできていないが個々の身のこなしからＢＯＴではなく人間だというのは明白だ。森には罠わなをいくつか用意したため、この人数の襲撃を防ぐ準備は万全だった。

「わ、わわわわ私も戦います！　自分の身は自分で守りますッ!!」

　護身用のサブマシンガンを抱えてコテージからリリィが姿を現した。歌手に転向してからは一度も銃を手にしていないため、彼女に引き金を引かせるのはまずい。

「声がガチガチに震ふるえてるぜ？　大丈夫だって。歌ってるときみたいに堂どう々どうとしてろよ？」

「あの……歌ってるときは集中してるせいか、ぜんぜん他のことがわからなくなっちゃって。昔はそんなことなかったんですけど、プロデューサーのエムデュアルさんの曲って歌ってる自分自身が聞き入っちゃうんです。でも、この前はそのせいでステージから逃げ遅れて……歌は好きなのに歌ったせいでブリッツや旅団のみなさんを巻き込んじゃって……ごめんなさい……ごめんなさい!!　ごめんなさいッ!!　さっきも作戦会議の時に緊張しちゃって、ちょっぴり本気で歌ったりして、お話をちゃんと聞いてなかったり……も、もちろん今はしっかり把握してます！　状況は理解してますッ!!　だからこそ武装させてくださいッ!!」

　先ほどからリリィはずっとこの調子だ。作戦会議中に突然彼女は歌い出し、会議が一時中断されてミニコンサートになってしまった。無心で歌うことでリリィは緊張状態から逃れることができるらしい。

　ブリッツは笑顔で返す。

「そうだな。なら戦闘中も歌ってくれないかリリィ？　元気が出る歌がいいな。ああ、みんなも端末で聞いてるなら投票してくれ。戦闘中に生なま歌うたのＢビーＧジーＭエムなんてノリノリだろ？」

　それぞれの戦場に向かった仲間たちにブリッツが呼びかける。

「僕はパスかな」

　すぐそばで伏せて構えたままジンノが端末で「ＮＯ」の投票をする。続いてハナも「キャンプするから足音に注意したい」という理由で「ＮＯ」だった。ブリッツは「ＹＥＳ」でシャドウはというと「ＹＥＳ」の返答が三回連打されて返ってきた。

「じゃあ俺とシャドウの端末に歌を流してくれ。指揮車から中継よろしくッ!!」

「私も一緒に戦わせてください！」

　自分の実力をリリィは知らないわけではない。だが、彼女はいてもたってもいられなかった。

「お前の戦う場所はここじゃないだろ？　ライブのステージがお前のがんばるべき……戦うべき場所だ。それまでは俺たちが守ってやる……だから信じてくれないか？」

　ブリッツのまなざしにリリィの頰ほおが紅こう潮ちようする。

「私の戦う場所……やっぱり、ブリッツはすごい。すごいです！　感動です！　目からうろこです！　歌が……歌が私の場所バトルフイールドなんですね？」

「ん……ああ、そのまぁ……そうだ！　そういうことだ!!」

「歌います！　元気になる歌ッ!!」

「おう。頼むぜ！」

　妙にテンションが高まった二人にジンノが吐と息いき混まじりに告つげる。

「いくらブリッツが足自慢でも、こんなに悠ゆう長ちように話していていいのかい？　そろそろ敵の後方にシャドウが回り込む頃だよ？」

「そうだな！　よし……ジンノも頼むぜ？　お前が最終防衛ラインだからなッ!!」

「本職の彼女ほどは期待しないでほしいな」

　一瞬、ブリッツは黙り込んでしまった。ナスカと連絡が付かないことを内心気にしているのか、返事が遅れる。

「……ん、あ、ああ！　そうだな。きっと何か他に大事な用事があったんだよ。ナスカのことは心配すんな！」

「僕は別に心配なんてしてないよ」

「意地の悪いやつだな相変わらず。リリィはコテージの中から出るなよ。あと、さっきも言ったけど窓際には立たないようにな？」

「はい！　いってらっしゃいブリッツ。無事帰ってきてくれることを祈りながら歌いますからッ!!」

　歌うた姫ひめとジンノに見送られて少年は森への道を走りだす。端末からイヤフォンを伸ばすとブリッツは右の耳に装着した。戦闘開始のブザーの代わりにリリィの歌が流れ始める。




「なにが『信じてくれないか？』よ！　女の子相手にかっこいい事を言うなんてブリッツらしくないっていうか、おかしいと思わない？」

　ハナが通信を切った状態で一緒に待機中のウリューＢＯＴに同意を求めるのだが、ウリューＢＯＴは無反応だ。

　コテージゾーンと森林公園ゾーンを隔へだてるレンガ造りの壁が、長ちよう城じようのようにエリアを南北に縦じゆう断だん、分割していた。壁の高さは１８０センチほどで門は二つ。壁自体の厚みもあり身を隠すにはうってつけだ。赤いレンガの集合体を背にしてハナは一人不機嫌になる。北側のＡ門にハナとウリューＢＯＴが待機し、南のＢ門からブリッツが森へと向かっていた。少年が来ないのをいいことにハナは一人でヒートアップする。

「本当になんなのアイツ！　それにナスカのこともちゃんと心配してるし……仲間だからって言われちゃったらそれっきりだけど……もっとわたしのことだって心配してくれてもいいじゃないッ!!　いつもわたしばっかり心配させられて、ハラハラしっぱなしで不公平にもほどがあるんだから!!」

　とはいえ、ブリッツの気を引きたいからという理由でハナまで失しつ踪そうするわけにもいかない。ナスカがそういうつもりで音信不通になったとは考えたくないのだが、彼女に続いて自分まで旅団から離脱しようものならチームは存続の危機だ。

「大丈夫……よね？　ナスカがいないのは偶然今日の都つ合ごうがつかなかったっていうだけで……」

　リリィに対するナスカの態度は明らかにおかしかった。電波を受信していながらも、彼女のブリッツへの絶対的な信頼感と忠ちゆう誠せい心しんは揺るがないのだが……そのナスカが旅団の和を乱みだしてブリッツに協力しないのは気がかりだ。

「もしかして……リリィって本当に悪魔なの？」

　口にしておきながら、あまりに突とつ拍ぴよう子しもないことだと気づいてハナは言った自分にげんなりした。

「そんなわけないわよね。けど、なんであいつのことを考えると……こんな気持ちになっちゃうのよ？　ただのチームメイトで、バカなところがあって、わたしが見てないといきなり無茶して……けど、その無茶が時々すごくかっこよくて……」

　不意に端末からコットンの声がハナの耳に届く。

「大丈夫お姉ちゃん？　心しん拍ぱく数すうがちょっと高めになってるんだけど」

「だ、大丈夫よ！　こっちは異常なし！」

「指揮車から全体の敵の動きは見えてるから、そっちに敵が行ったら教えるね☆」

　通信を切っていても心拍数のデータは常に指揮車のコットンに送信されていた。ブリッツのことを考えていた……とは絶対に言えない。言えないのだが妹にバレていることもハナは知っている。

　今ひとつ煮え切らないまま待機しているハナの耳に、遠くから銃声が届く。すぐに気持ちを引き締めなおしてハナは警戒を厳げんにするのだった。




「……まず一人目」

　シャドウが指揮車経けい由ゆで全員に通信を送る。一人倒したさいに、敵が悪あがきで銃のトリガーを引いたのだ。普段なら気づかれる前に背後から暗殺するのだが、足元の枯かれた枝を踏んだ音で気づかれてしまった。

　敵の正体を知るために白い仮面に手を伸ばす……が、不穏な空気をシャドウは感じる。
















　気をつけて♪　恋するハートの爆弾が～～♪　破裂寸前五秒前～～♪




　耳元に流れてきた歌詞にシャドウは手を止めると身を引いた。次の瞬間、倒した敵の死体が……爆発する。手しゆ榴りゆう弾だん程度の火力があり接近して調べていれば危険だった。

「……こちらシャドウ。敵は死亡後、自爆する機能を有ゆうしている。死体には近づくな……以上、報告終了」

　シャドウの体験はすぐさま全員に伝えられた。

　普段の自分ならおそらく爆発に巻き込まれていただろう。仲間から「想定外の状況に弱い」という指摘を受けてきたシャドウだが、それはシャドウだけでなく誰だって似たようなものだ。特別に勘の良いブリッツや、同じく先読みのセンスと良い耳を持ったストレイ・シープ。すべてにおいて完かん璧ぺきなジンノのような才能の持ち主でなければ気づくわけがない。

　それ以外の部分がほぼ完成しているからこそ、弱点でもない部分が弱点として浮うき彫ぼりになってしまった。だが、その差が天才と凡人を決定的に隔へだてる壁であって、自分が後者だという自覚がシャドウにはある。




　柔やわらかい羽う毛もうみたいに包み込んで～～♪　あなたの翼つばさで空へ空へ～～♪




（――斥候をするには……柔軟さが足りないか）

　リリィの歌声に耳をすませてシャドウは歌詞を解かい釈しやくする。彼女の歌を聞き、その虜とりこになったのはこの件に関かかわるほんの数日前だった。だから旅団がリリィの護衛をすることになったのも運命なのだとシャドウは感じている。

　旅団に入る前までの自分には何もなかった。思考することなく目の前の敵の背中や首筋にナイフを入れる。ジンノと戦い……圧倒的な力の前に蹂じゆう躙りんされて初めて恐怖を感じた。ブリッツたちの仲間に加わりいくつもの戦場を駆け抜けていくなかで……楽しさを得ることができた。そしてリリィの歌に出会い魂たましいが揺さぶられた。

（――この世界は……戦い、傷つき……倒れるだけの場所ではない）

　今、シャドウにははっきりとした目的がある。ナイフを握る手が熱くなる。守るべきものがある。それがシャドウの心を変化させつつあった。ジンノへの畏い怖ふは今も抱いているが、もはや彼に殺されるために戦うのではない。もちろん最後はジンノとの戦いを望んでいる。全力で彼に挑み、ぶつかり……自分が砕けることも想像している。

　自分が終わる場所はもう決まっている。だが、まだその時ではない……シャドウは走り出す。森の中に設置したカメラに敵てき影えいが映るとそれがマップに光点として現れた。大まかな敵の位置と進行方向が分かれば、敵の裏を取ることは容易たやすい。敵はバラバラにレンガの長城に向かっている。

　戦場には踏むとトリモチを撒まき散ちらし、動きを止める対人地雷がいくつか設置済みだ。もちろん、このトリモチという生なまぬるいチョイスはブリッツの発案によるものだった。

　だが、敵の自爆が死亡を起爆装置としているなら、ブリッツの選択は功こうを奏そうするかもしれない。地雷原を避けながらシャドウは走る……走る。

　また一つ、暗殺者は敵の背中を見つけた。大型のマシンガン持ちだ。両腕で抱かかえるように構えている。装弾数は１マガジンに二百発。貫かん通つう力りよくの高いライフル弾をばら撒くことができる。その破壊力があればコテージごと歌姫を蜂はちの巣すにできるだろう。大柄なマシンガンに見合った重さゆえに、それを持って移動する敵の足は遅い。軽装のシャドウは一気に近づき相手の影に隠れるように追走する。

　まさにその姿は漆黒の追走者ダークストーカーだ。

　枯れ葉を踏む音にマシンガン持ちが気づいて立ち止まった瞬間……太い首筋に黒く塗ぬられたナイフの刃やいばがあてがわれる。背後にぴたりと張り付くまでシャドウは敵に自分の存在を気づかせなかった。

　振り向く間もなく二人目の敵が倒れる。爆発から退たい避ひするようにシャドウは駆け抜け、次の獲物へと向かう。

　だが敵の集団は進軍を止めない。通常なら後方に敵の斥候や暗殺者が回り込んだと判明すれば、そちらを警戒するために何人か向かわせるはずなのだが、それがない。

（――敵は全員スタンドアローン。リンクしていないのか？　またはそのように偽ぎ装そうしているのか。偽装するならば目的はいったい……）

　敵の動きに違和感を覚えたのはシャドウだけではなかった。

　指揮車のコットンも同時にそれに気づき、通信を送る。

「みんな聞いて！　コットンちゃん大発見したよ！　敵はシャドウさんの背後からの襲撃にまるで気づいてないみたいなの。仲間が倒されたら普通は警戒するよね？　でも、警戒してメンバーを再結集させる雰ふん囲い気きもないってことは、もしかして敵は通信でやり取りしてないんじゃないかな？　罠の可能性もあるけど……どうですか現場のシャドウさんッ!?」

　まるでスタジオから中継のアナウンサーにカメラを渡すメインキャスターのような語り口だが、シャドウは自分の言いたいことを代だい弁べんしてくれたコットンに「……同意」と返す。

　戦闘開始から敵を二人倒した旅団だが、増ぞう援えんがあったのかカメラに新しく二つの敵影が確認された。




　シャドウが独ひとり戦せん果かを上げる中、ハナは相変わらずウリューＢＯＴと北側のＡ門に張り付いていた。マップ上の敵を表わす光点は分散しながらも徐じよ々じよにＡ門へと近づいてきている。

　敵部隊……いや、部隊というほど統制の取れていない彼らの行動がハナにも気にかかっていた。

（――これじゃ死にに来てるようなもんじゃない？）

　彼らの死体は爆発する。その情報でハナが理解したことは二点。彼らは自分たちの命を惜おしんでいない。そして、彼らから情報を引き出すことは困難……ということだ。

　加えてそれぞれが連携せず単独行動を取っている。ハナにはそれが不気味でならない。

（――自分の命をなげうってまでリリィを殺そうとするなんて……『ノイシミカ』ってどういう組織なの？）

　壁を背にしたまま、ハナは光点が門を通過するのを待った。敵影は三つ。少しずつ間かん隔かくを空あけながら門へと流れ込んでくる。三人まとまって行動しているというよりも、偶然同じようなタイミングで突入してきた……そんな印象だ。

　ハナはじっと息を殺して一人目をやり過ごす。敵の背が森を抜けてコテージへと向かっていった。今までのハナならすぐにでもこの一人目の背中に銃撃を叩たたき込こむのだが、ここはじっと我慢する。後続してくる二人目の背中をウリューＢＯＴに担当させ、ハナはウリューＢＯＴの攻撃するタイミングにあわせて門から森側に掃そう射しやをかけるという戦法だ。わざと見逃した最初の敵については問題ない。コテージには最終にして最強の防衛ラインが控えている。ジンノなら猪ちよ突とつ猛もう進しんしてくる単独行動中の敵が相手なら眠っていても狙撃できるだろう。

（――二人目が……来るッ!?）

　敵の二人目も門をあっさりと通過した。そこに待ち伏せがあることなど最初から考えていないような動きだ。ウリューＢＯＴがハナの合図を待つ。

「………………ＧＯゴーッ!!」

　ハナの声とともにウリューＢＯＴのアサルトライフルが火を吹いた。さすがにバージョンアップしたのか、きっちりと二人目の敵を背中から打ち抜く。ウリュー本人よりもよっぽど役に立つ腕前だ。

　だが、それに喜んでばかりはいられない。目の前で仲間が倒されれば、いかに無線連絡を取っていないとはいえ、三人目も門に敵が潜ひそんでいることに気づくだろう。

　その「気づいた瞬間」を、ハナが門の影から飛び出して叩く。予測して行動していたハナの方が一歩早い。敵が銃を構える前にハナは鉛なまり弾だまのシャワーを浴びせかける。

　ウリューＢＯＴが倒した二人目は門から十メートルほどの距離でばたりと倒れた。その死体が爆発し、後を追うようにハナの倒した三人目も自爆する。

　すぐにハナは指揮車経由で全員に報告を送る。

「コテージに一人行ったからジンノさんよろしく！　こっちは二人倒したわ」

「それならもう終わったよ」

　ジンノの返答の直後、コテージ方面から爆発音が鳴り響いた。敵の増援は確認されたが、これでまた三人倒したので増援を合わせても残りは五人だ。

　旅団の優勢……にもかかわらず指揮車のコットンが悲鳴を上げる。

「敵の増援ッ!?　か、数は……三人ッ!?」

　倒した分だけ補ほ充じゆうされる。ハナはそんな錯さつ覚かくを覚えさせられた。その間にもシャドウが一人……また一人と倒しているのだが、そのたびに敵の光点が戦場に追加される。敵の勢いは衰おとろえない。

　じわじわと真ま綿わたで首を絞められる。今までにはないタイプの危機だった。いつまで続くともしれない……弾薬も心もとない……不安が吹き上がったところでハナは気づく。

　自爆の際に敵が持ち込んだ武器や弾薬は、その爆発に巻き込まれて使用不能だ……ということに。

（――これってまさかジンノさん封じ？）

　ブリッツやシャドウは近接戦闘がメインなこともあり、基本的に弾たま切ぎれの心配はないのだが、ジンノの場合は事情が違ってくる。いかに凄すご腕うでであっても狙撃銃の弾は限られている。アサルトライフル使いのハナはそれ以上に深刻だ。今の攻撃で１マガジンを使い切ってしまった。あと２マガジンほど残っているが、一人倒すのに一つ使っているようではＡ門の防衛線を維持するのは不可能に近い。ウリューＢＯＴの残りマガジンもハナと同程度。状況が時間とともに悪化するのは目に見えている。

（――っていうか、わたしってＢＯＴレベルなの？）

　そんな自分に落らく胆たんしつつもハナは通信する。ＢＯＴでは報告はできないのだから、せめてこういったところで自分らしさをアピールしなければならない。

「Ａ門の状況を報告するわね。こっちはあと四人までは敵を確実に排はい除じよできるわ。三人まとめて流れ込まれた場合は一人をジンノさんにパスすることになるけど。そのあとはハンドガン頼みって感じ。自爆のせいで敵から弾薬補充は利きかなさそうだから、ジンノさんは注意してね！」

「うん。こっちはあと一九人まで狙撃できるよ。セミオートの狙撃銃だし……敵の動きも読みやすいから、三人くらいまでならまとめてこっちに流してくれても問題ないかな？　あとこっちで試してみたけど、彼らは死亡でも戦闘不能でも自爆するみたい。わざと急所を外はずしてみたけど爆発しちゃったからね」

　危機的状況にもマイペースな心強い仲間……なのだが、ジンノの実力と比較してハナは自分の無力さを嫌と言うほど再確認させられる。

「って、さっきからずっと黙りっぱなしでブリッツどうしたのよ？　リーダーなんだから仕切りなさいって！」

　通信に少し間をおいてブリッツは返答した。

「ん？　ああ、いやその……なんつうか、もう俺がいなくてもハナは大丈夫なんだなって思ってな」

「な、何よその言い方？　戦闘中に死亡フラグみたいで縁えん起ぎ悪いわよ!!」

「悪ぃ悪ぃ。そんなつもりはないって。正直に白状するとな……ちょっとリリィの歌に聞き入ってたんだ。がんばる人への応援歌は聞いてると元気が出てくるぜ」

「戦闘に集中してよ！　こっちが押してるように見えるけどピンチなのよ？」

　強めのハナの抗議も暖の簾れんに腕うで押おしな雰囲気でブリッツは笑う。

「んだな。さて……敵が次々と増援されるってわりに、八人以上にならんのはなんだか不思議だが……ともかく戦闘不能でも自爆するとなると……なんかツイてるな。出来すぎててちょっと怖いが、なんとかなりそうだ」

　ブリッツが森の大樹の陰かげで屈くつ伸しんを始めた。通信を終えると戦場のマップを確認する。ちょうどＢ門狙いの敵が単独で行動しているのを発見した。敵の眼前をブリッツは堂々と横切り走る。その姿に反応した仮面の敵兵。獲物はショットガンだった。ブリッツは巧たくみに木々を背にしてショットガンの間合いに入らないよう、全力疾走する。閃せん光こう手榴弾もフラッシュライトも使わない。ただ逃げ回るだけだ。

　敵もショットガンメインということもあって、なかなかの足を持っている。が、じりじりとブリッツとの距離が開き始めた。ショットガンでは届かないと敵兵は拳銃に持ち替える。生おい茂しげる木々のゾーンを抜ければ、ある程度距離が離れていてもブリッツの背中を狙い撃つことができるだろう。ブリッツはというと……一瞬蛇だ行こうした。無駄な動きはどこに行くか迷っている証拠だ……と、白仮面の追走者が考えた瞬間、その足元で「カチッ！」っと機械的な音が鳴った。直後、ショットガンの追走者は爆発に巻き込まれる。ちょうどブリッツが蛇行した地点でそれは起こったのだ。白い粘ねん性せいの液体が爆発とともに噴水のように湧わき出だして、すぐに硬化を始めた。全身にトリモチを浴びて敵は白い石せつ膏こう像ぞうのようだ。今にも駆け出しそうな躍やく動どう感かん溢あふれる姿は彫ちよう刻こくの森にある美術館を彷ほう彿ふつとさせる。食らった仮面の敵兵は死ぬこともできず、その場に固まり停止するしかない。

　振り返ってそれを確認するとブリッツは指揮車に通信を入れた。

「コットン。敵の増援は？」

「増援は……………………ないみたい！」

　いつ終わるとも知れない持久戦にブリッツは楔くさびを打ち込んだ。ブリッツの機動力があってこその罠の利用だが、八人の敵を誘い込めば敵の増援はなくなるという道を旅団のリーダーは見つけ出した。

　トリモチ地雷は敵の奇き襲しゆうがありそうなルートに設置済みだが、敵の仮面部隊は奇襲ルートではなく通常のルートに突進してくるため、ほとんどスルーされていた。ブリッツから全員に指示が飛ぶ。

「俺とシャドウでトリモチ地雷原に敵を誘い込む。ハナたちは弾薬が切れたらコテージまで後退。もうひと踏ん張りだ！　最後まで気を抜かないでいこうぜ!!」

　ブリッツが締めると、コテージ前で独りジンノは小さく首を左右させた。

（――本来ならもう少し劣れつ勢せいになってるはずなんだけどね。今頃はハナさんあたりが状況に絶望して、その隙すきを突かれて死んでてもおかしくないのに……。トリモチ地雷を計算して持ち込んだとは思えないけど、八人制限にすぐに気づくあたりも……やっぱりブリッツは面白いな。早く戦いたい。怒りや憎ぞう悪おで僕を焼き尽くすくらいの君と。だから今はまだリリィを守らないといけないのか……彼女とブリッツの関係は始まったばかりだし……もともとリリィはブリッツを意識してるから選ばれたみたいだけど、どうやってブリッツに彼女を意識させればいいのかな？　そうだ。歌かもしれない。ブリッツはリリィの歌を気に入ってるからね）

　思考の途中でハナから「ジンノさん！　そっちに二人！」と通信が入っていたが、特に返答することなくジンノは敵影をスコープで捕ほ捉そくしていた。戦闘不能にしても自爆する相手なら……と、確実に一撃で倒せるヘッドショットを二連続で決める。ハナもジンノを信頼しきっていて、自分たちは無理せず数が多くなければジンノに任せ、何人敵が通ったかを報告する斥候のようなチームプレイを始めていた。それもブリッツが見つけた攻略法に希望がもてたからだ。敵の数が減らない状況では、こういった粘ねばりはでなかったかもしれない。

　こうしている間にもシャドウが敵の一人をトリモチ地雷に誘い込んだ。




　結果、トリモチに敵全員を取り込むことはできなかったが、六人が石膏像になったところで敵の増援はストップした。増援も無限ではなかったらしい。防衛は成功だ。

　だが、敵の撤収と同時にトリモチで固まった敵兵もログアウトして消えてしまい、結局敵の手がかりはつかむことができなかった。

　戦闘データをコットンが整理する。今回の最多撃破はシャドウだった。普段のシャドウのデータを見ると、強敵や想定外の状況を前にして心拍数が跳ね上がる傾向にあるのだが、今日の敵に対しては極度の緊張は出ずむしろ安定していた。

　だが、それ以上に安定しているもう一人のせいで好調なシャドウも霞かすみ気味だ。

（――やっぱり。ジンノさんはいつも安定っていうか……ブレがないっていうか……）

　ジンノの心拍数の安定っぷりは群を抜いている。標的をスコープで捉えてから射撃に移るまでの速度も尋常じゃない。人間の反射神経の限界に達しているのではないかという超反応だ。正直なところ……本職のナスカ以上の能力だった。

　思わずジンノにコットンが視線を向けると、ジンノもそれに気づいて微笑ほほえみ返す。最近はすっかり打うち解とけたのか、以前よりもジンノは愛あい想そまで良くなっていた。

　コテージのダイニングキッチンでブリッツが口火を切るようにコーラ瓶びんの栓せんを抜ぬく。

「なかなかハードな戦いだったけど、みんな無事で何よりだな！」

　調べ物から帰って来たウリューも加わった……のだが、相変わらずナスカの姿はない。せっかく防衛に成功したのに歌姫の表情は少し暗かった。

「皆さんに助けていただいて感謝してます！　けど……」

　それ以上口には出さないが、旅団のメンバーが足りないことをリリィも気に掛けていた。

「そんな湿しめっぽい顔すんなって！　今日の勝利を祝おうぜ！」

　リリィが気に病やまないようにという気遣いからなのか、それとも単純に敵を退しりぞけたことを喜んでいるだけなのか……側から見ているハナはどうにも後者のように思えてならないのだが、ブリッツの言葉にリリィはうなずく。

（――ブリッツがフォローしてくれてます。せっかくの御ご厚こう意いを無駄にはできません！）

　ハナとは違いリリィはブリッツを欠片かけらも疑わず信頼しきっていた。

　その間にジンノがウリューに今回の戦闘の経過を語り終える。メガネの技師は腕組みすると「通常の仕様にないっていうことは、やっぱりこれもジェネシックゲームスのイベントなのかねぇ？」と苦笑いだ。そのまま技師は自分の報告に移った。ウリューもサボっていたわけではない。

「えーと、こっちはこっちで情報収集はしたんだけど……ちゃんときっちりしっかり調べてみたものの『ノイシミカ』に関する手がかりはゼロ。オレッチの情報網に引っかからないなんて、ますますもって怪しいねぇ。ただ、白い仮面については心当たりがあるっていうか、昔聞いた噂うわさ話ばなしを思い出したんだよ。っていってもオカルトチックでちょっと信しん憑ぴよう性せいはないんだけどねぇ」

　苦笑いするウリューにブリッツは興味津々そうに身を乗り出して聞く。

「噂ってなんだ!?　怖いやつか!?　なんかおもしろそうだな？」

「お！　いいねぇその食いつきっぷり。じゃあ教えちゃおうかなぁ。これはＡエーＳエスじゃない別の世界ゲームでのお話なんだけどねぇ……白い仮面。ノーフェイスっていうアイテムがあってねぇ。なんでも不ふ死しの力が得られるとか。とある冒険者が手に入れて仮面をかぶると、なんと死んでもデスペナルティがなくなり、すぐに復活して戦えるようになったんだってさぁ」

「あんまり怖くないな？　ウリューって怪かい談だん語るの下手だろ？」

「まぁまぁオレッチの専攻は怪談屋さんじゃなくて技術屋さんだからねぇ。でも、もう少しお付き合いたのむよ。えーと、このノーフェイスを装備した冒険者なんだけど、対戦でも狩りでも敵無しでねぇ。外せない呪のろいなんてかかってないのに、その力にどっぷりおぼれてノーフェイスを装備しっぱなしになったのさ。次第に友人たちは彼のもとを離れていった。いや、ノーフェイスの冒険者の方から仲間を遠ざけたっていうほうが正しいかなぁ？　ボスでもなんでも一人で倒して財宝や経験値を独り占めできるんだし。狩り場を荒らし回って、時には他の冒険者のパーティーに襲おそいかかり、いつの間にかノーフェイスの冒険者は自分でも気付かないうちにモンスターになってたのさ」

「怖いっつうか……なんか、悲しいな」

「そうそう悲劇だよ。ま、行きすぎた悲劇っていうのは喜劇に変わるんだけどねぇ。それでもって不死身のノーフェイスはどうなったのか？　たくさんの冒険者たちが、彼を倒そうとしたけれどノーフェイスは何度でも蘇よみがえる。説得も通じなかったみたいでねぇ。どんな言葉も彼には届かなかった。彼は何かに憑つかれたように自分の障害になるものを倒していった。その口を開くことなく暴力だけを振るい続けた……そこで冒険者たちは協力してノーフェイスを罠にかけて、仮面を引きはがすことにしたってわけさ」

「うまくいったのか？」

　ブリッツがコーラを飲み干して、さらに次の一本を開かい栓せんしながら真剣な眼まな差ざしでウリューに注目する。

「もちろん。うまくいったよぉ。白い仮面がはがれるとそこには…………何もなかった。目も鼻も口も眉まゆも……肌すらなくて、顔があるべき場所に空くう洞どうがぽっかりと空いていた。それを目まの当あたりにした他の冒険者たちは、誰もノーフェイスの白仮面には手を出さなかったんだってねぇ。仮面は重石にくくりつけられて海に捨てられた。今は誰の手も届かない海溝の底だってさぁ。これが不死身の白仮面ノーフェイスのお話。何度倒しても蘇ってくる敵っていうんで、思い出しちゃったんだよねぇ。ま、ノーフェイスは自爆なんてしなかったけど」

　語り終えて満足そうなウリューにジンノがたずねる。

「運営側がその噂を元にＡＳで再現したのかな？　死なない相手ならブリッツも気兼ねなく撃てるんじゃない？　今回くらいは銃を使ってもいいと思うよ。相手が相手なんだし」

　冗談っぽくジンノが笑う。だがブリッツは首を横に振った。

「そうとは限らんし、噂なわけだし元々は別の世界での話だろ？　銃は使わん」

　珍しくブリッツの口調が荒い。自分の持ち出した噂話のせいで場の空気が悪くなると察してか、慌ててウリューが取とり繕つくろった。

「そうそう！　ちゃんとした情報もあるんだよぉ微び々びたるものだけど!!　リリィちゃんの居場所については、いくつかのホテルに予約をとってダミー情報までリークしたのに、そっちはまるきり襲撃の気配もなかったようだし。厄やつ介かいな相手ってことだけは確かだねぇ」

　ベイホールでのライブが開催される条件は、リリィがログインした状態で一週間が経過するというものだ。バージョンアップで実装されたＡＳ内の「時間」は一日が三時間ほどで経過する。ブリッツたちは今日の戦いで一日を消化することができた。

「そういえばリリィの新曲は大丈夫なのか？　作ってる人が襲われたんだろ？」

「あの、それがプロデューサーさんは逆に燃えちゃったみたいで、暴力には屈くつしないッ!!　って……それでついさっきメールで曲が届いたんです！　あとは歌詞を私がつけて実際に声に出せば歌になります」

「いつまでも怪け我がで入院してる訳にはいかないもんな」

　腕組みしながら笑うブリッツにハナは心の中でツッコミを入れる。

（――入院って!?　たしかに病院の建物のオブジェクトはあるけど、この世界では長期療養なんてありえないでしょ!!）

「そ、そうです！　病院の真っ白なベッドの上に五ご線せん譜ふを引いたのですッ!!」

　ブリッツのボケに対してリリィはツッコミをいれるどころか、さらにボケをかぶせる。訂正しようとするハナとは正反対だ。

「病院って電子機器が多いから電波の出るものはダメだろ。ケータイでメールとかやばいんじゃないか？」

　リリィと楽しげに話すブリッツにハナは思わず口出しをしていた。

「ブリッツ。えーと、それってブリッツ流のジョークよね？」

　この世界の曖あい昧まいな部分はすべて「ゲームだから」で片付けられるのに、いちいち細かいところで揚げ足を取らなくても……と、ハナは思う。だが言われたリリィは少年の言葉を真に受けて「それはいけないことです！　早くプロデューサーさんにも教えてあげないとッ！」とケータイ端末を取り出した。

「その端末からのメールを受信する時も電波が出るんじゃないか？」

「はうぁああああ！　どうしたらいいのですか!?」

「矢や文ぶみか伝でん書しよ鳩ばとだな」

「鳩はとさんに運んでもらうんですね！」

「ここは森だから鳥ならいっぱいいるだろうし、伝書隼はやぶさとか伝書鷲わしとか伝書鷹だかとかナイスアイディアだろ？　そういえば鷹たか匠じようってかっこいいよな。俺も銃は持たないけど相棒に鷹が欲しいぜ」

「早く鷹を探しましょう！　手紙も届けてくれて戦闘も手伝ってくれるような素す敵てきな鷹をッ!!」

「だけど鷹は目が合うと襲ってくるから、アイコンタクトは危険なんだぜ」

「じゃ、じゃあどうするんですか？　言葉が通じる相手とも思えないです！」

「そういう時は餌え付づけ……っと、なんで引っ張るんだハナ!?　これからが鷹匠の魅力に迫るいいところだっつーのにッ!!」

　ブリッツとリリィの会話の盛り上がりっぷりに「矢文って何時代よ!?」やら「伝書鷲って怖いじゃない！　手紙を受け取る人が命がけよ！」とか「餌付けって……本格的に鷹匠講座してるしッ!?」などなど、ツッコミが湧わき上あがっていたハナなのだが、すべてリリィが間に入ることでブリッツの話はトントンと進み、会話に介かい入にゆうする隙がない。仕方なくハナは実力行使でブリッツをリリィから引っぺがす。

「はいはいそこまで。ともかく次の襲撃もこのコテージでなんとかなりそうね？　今日は都合がつかなかったみたいだけど、きっとナスカも復帰してくるだろうし、トリモチ地雷のトラップも増やしていけば一週間なんてあっという間よ」

　シャドウもジンノもコットンも首を縦たてに振ったのだが、申し訳なさそうにリリィがゆっくり手をあげる。

「あ、あの……どうしても行きたいところがあるんです……すいませんすいません！　守っていただいているのにこんなわがまま言って」

「どこなんだ？　宇宙とか海底なんて言われても無理だから、主要な交通機関でいける場所にしとけよ？」

　脊せき椎ずい反はん射しや的てきにハナが悲鳴をあげた。

「ちょっとブリッツ!?　本気で言ってるの？」

「そんなに目くじら立てるなって。場所にもよるだろ？　それでリリィはどこに行きたいんだ？」

「……あの、恥ずかしくて」

　そのままブリッツの耳元で囁ささやくように歌姫は耳打ちした。そんな光景にハナのこめかみ付近がプチプチと音を立てる。

「ああ。いいぜそれくらい。じゃあ別行動だな」

「いきなり別行動ってどういうつもりなの？」

「落ち着けってハナ。ちょっくら恋こい人びとの代わりをするだけだっつーの」

「…………えーと、ちょっと待って？　意味がわかんないんだけど」

「だから俺がリリィの恋人役でデートするってだけの話だ」

　他の旅団のメンバーに聞かれたくないからリリィは耳打ちしたのに、ブリッツはあっさりと全員に公表した。歌姫は顔を真っ赤にさせて右往左往する。一方ハナもハナで怒りとこそばゆさと、胸の奥にチクリと刺さった棘とげの痛みのような感覚に戸惑いっぱなしだ。動揺を隠し切れない姉にコットンはエールを送りたいのだが、今はこの三角関係の修しゆ羅ら場ばに入る余地がない。

（――お姉ちゃんがんばって！　ここで引いたらブリッツをリリィちゃんに取られちゃうよッ!!）

　ナスカがいれば間違いなく修羅場を超えて銃撃事件に発展していたため、ある意味不幸中の幸いといえなくもない。

　が、刺殺事件に発展しそうな影が一つ。気づいてジンノはすぐにシャドウに声をかける。

「大丈夫だよ。ブリッツの性格はシャドウもわかってるよね？」

「……………………」

「ブリッツがいたから今の彼女があるんでしょ？」

「………………御ぎよ意い」

　シャドウの心拍数も「デート宣言」でうなぎのぼりだ。一度は「ブリッツがいたから今の歌姫が存在している」と、多少のことは見なかったことにする決心を固めたシャドウだが、デートとなれば多少では済まない。

　ジンノがしぶしぶブリッツに確認をとる。耳の先まで真っ赤なリリィには何を聞いても無駄だろう。今、冷静なのはこんな状況を作った張本人のブリッツと、ジンノにウリューくらいなものだ。

「それで、なんでデートする必要があるんだいブリッツ？」

「歌詞にリアリティが欲しいんだとさ。そうだ、ジンノお前がやるか恋人役？」

　ブリッツの言葉にあたふたしながらも、なんとかブリッツの元に戻ってきてその服の裾すそを摑つかみリリィは必死に首を横に振った。

「ブリッツをご指名みたいだね。興味はなくもないけれど僕は遠慮させてもらうよ」

　シャドウがおどり出ようとしたのだがジンノの一ひと睨にらみで足がとまる。リリィにはブリッツでなければいけない理由があるのだ。

「つうわけで俺とリリィは別行動をさせてもらう。その間……頼むぜハナ？」

「な、なななななななにを頼むっていうのよ？　頼まれてできることなんてなにもないわよ！」

「いや……おまえにしか頼めないんだ」

　急に真剣なまなざしで返されて、ハナの鼓こ動どうが大きくなった。

「頼まれるかどうかは内容によるわよ？　まさかリリィの影武者をやれなんていわないわよね？」

　少しぶっきらぼうにハナが返す。コットンの体が一瞬びくついた。今まさにハナは恋愛デルタ地帯で壮そう絶ぜつな自爆をしようとしている。

（――お姉ちゃんそれ絶対死亡フラグだからッ!!）

　ハナの返答にブリッツの口元が緩ゆるむ。

「さすがハナだ！　コットンは歌が苦手だっていうし、ハナは髪型は違うが背格好はリリィと似てるからな。それにしても俺の考えなんて全部お見通しか。本当に頼りになるぜ。まさに相棒って感じだ」

（――[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]――ッ!?）

　姉妹が同時に心の中で悲鳴をあげる。技師のウリューは一人傍ぼう観かんしながら、誰にも気づかれない程度に小さく肩をすくめるのだった。




　ナスカは夜の流りゆう砂さ遺い跡せきツヴァイで空の月を見上げていた。ブリッツたちと初めて出会った戦場だ。ナスカ的な言い回しをするなら、ブリッツとようやく再会を果たした約束の地……という表現になる。

　過か疎そ化の進んだこの戦場に人影は他にない。ナスカの手には白い仮面が携たずさえられていた。

「かぶれば自分ではない自分になることができる……外せば元の自分を取り戻すことも自由。便利ですわね」

　その仮面は個人の特定を不可能にする。被かぶった瞬間から性別も姿もすべてがランダムに書き換えられ、まったく違う自分になる。

　そして自動的に戦場へと送り込まれるのだ。そこでの死亡はカウントされない。仮面が戦場にいざなう限りは何度でも戦うことができる……が、接続できる時間は限られていた。

　その限られた時間の中で狙うのは歌姫リリィただ一人。彼女を殺せば「ノイシミカ」は願いを一つだけかなえてくれるという。一体何人にこの仮面が送られたのかはわからない。仮面の秘密をしゃべれば「ノイシミカ」によって自分の存在は消されてしまう……というのだが、今のところ秘密の漏ろう洩えいはなかった。仮面を送られながらも、それをかぶらずブリッツたちに「ノイシミカ」の秘密を伝える者はいない。

「情報を公開しないと判断された者たちへと送られた……わたくしも、その一人」

　この仮面イベントアイテムはリリィのライブにブリッツが誘われるよりも前に、ナスカの元に届いていた。最初からナスカは願いに興味などもっていない。ブリッツとともにあることが彼女にとって至し福ふくの喜びだからだ。

　だが、リリィとブリッツが出会った瞬間、ナスカは言葉にしがたい不安にさいなまれた。その瞬間から仮面の存在を意識せざるを得なくなった。

　最初の仮面舞踏会マスカレードタイムはブリッツたちの防衛成功に終わったと「ノイシミカ」からメールが届いた。まだナスカには迷いがある。

「たとえ……この仮面のことを知らせても『ノイシミカ』の正体はわかりませんわね。なら、わたくしの選択はただ一つ」

　そっと仮面をあてがうと白い仮面は顔と一体化するように溶け込み、ナスカの中へと吸収されるのだった。
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　ハナがリリィに扮ふん装そうして、ダミーでミニライブを行うことが決定した。声はリリィの曲を口くちパクで合わせる予定だったが、どうせやるなら最後まで！　と、リリィの声こわ色いろのエフェクトをかけてハナが歌うことになった。エフェクターや音響関係はすべてウリューの仕切りだ。戦闘ではあまり役に立たない技師だが、音楽系のソフトに明るかったりと妙なところで豊富な知識を披ひ露ろうする。「趣味人だからねぇ」とはウリュー本人の弁だった。

　会場は先日のライブハウスで、荷物チェックに加えてＩアイＤデイーの提示と登録まで行い警備はより一層の厳げん重じゆうさを増した。

　その甲か斐いもあって前回自爆テロに失敗し収しゆう監かんされ、やっと釈しやく放ほうされた処しよ刑けいボマーがさっそくＩＤチェックに引っかかり、今回は入場前に御ご用ようとなった。懲こりずにリベンジにやってきたあたり、かなりの執しゆう着ちやく心しんだが「ノイシミカ」についてボマーは何も知らないの一点張りだった。

　ガードマンＢＯＴボツトを増員し、ステージに立つハナ自身も拳けん銃じゆうを携帯して有ゆう事じに備そなえる。ライブハウスとその周辺にカメラを設置して、指揮車からコットンとウリューが常に会場を監視している状態だ。実質ガードについたのはシャドウとジンノだけで……今日もナスカの姿はなかった。

　ライブはつつがなく終了する。

　オリジナル三曲＋最近の流行曲のカバーだが、流行曲はハナの十お八は番こだった。カラオケが得意な旅りよ団だんの副リーダーはリリィの曲もそつなく歌いこなす。こういった器用さは旅団随ずい一いちといえるかもしれない。何より、ハナの都合により歌に情感というか情念がこもりまくっていた。こうして歌っている間もブリッツとリリィがいい感じになっている……と、思うだけでハナの感情は高ぶり、情熱的な歌声となってライブハウスに響き渡る。その熱唱は「いつものリリィよりワイルドで新しい一面が垣かい間ま見みえた！」とファンにも好評で、不覚にもシャドウですら「……これはこれであり」と思ってしまったとか。




　その頃ブリッツはジェットコースターの一番前の席で楽しげに声を上げていた。

「怖ええええええええええぇぇぇッ!!」

「……………………ひぃッ!?」

　リリィは悲鳴を飲み込んでブリッツの手をぎゅっと握って目を閉じている。頂点から落下するコースターはうねるレールを滑すべり落ち、再び上ったかと思ったところで今度は右回りで高速回転する。落下して重力を失った次の瞬間には、すでに体は横Ｇジーにさらされる……までの表現はまだＡエーＳエスには実装されていない。

　だが、コースターが一周してホームに戻ってくるころには、リリィは半分放心状態に追い込まれていた。

「最初の落下はすごかったけど、後半はそんなに怖くなかったな？」

「だ、ダメです！　こういうのは本当に苦手で……」

「新曲は『恋こいのスパイラルコースター』なんだろ？」

　なんならもう一回！　と、今にもブリッツは言い出しそうだ。

「十分感じはつかめました！　ありがとうございましたッ!!」

「じゃあコースターはこれっきりにして……そうだな。クレープでも食べるか？」

「はい！　それなら大歓迎です！」

　遊園地はほどほどに賑にぎわっている。男女連れがほとんどだ。もともとは戦場としてデザインされた遊園地マップだが、戦闘行為は行われずデートスポットとして機能し始めていた。

　最近は野や戦せん場じようを中心に少しずつ戦場の過疎化が進んでいる。ＡＳへの接続者数はＥイー．Ｃシー事件で一時的に減少したのだが、その後元に戻り……最近は歌うた姫ひめリリィの噂うわさが呼び水となって若干ながら人口は増加傾向だ。

　古こ参さんで歴れき戦せんの傭よう兵へいたちが対人戦を続ける一方で、新兵たちはＢＯＴ相手のミッションをほどほどにこなしてガオンを稼かせぎ、遊園地やライブなどの娯ご楽らくを楽しむという二に極きよく化かが起こり始めていた。

　が、そんなことなど露つゆ知しらず、ブリッツはリリィをベンチに待たせるとクレープを買いに客の列へと並ぶ。変装して髪型も変えたリリィに他の客たちは気づかない。

　今日のデート先は仲間以外に教えていなかった。もし襲撃があった場合は、すぐにでもライブハウスから旅団のメンバーが駆けつけられるよう、旅団の移動用車両の準備も万全だ。

　ブリッツはクレープの列で待ちながらジンノの言葉を思い出す。




「デートの行き先は僕らにも教えない方がいいんじゃないかな？　それでもしブリッツたちが襲撃されなければ、情報がどこから敵に流れているのか特定できるかもしれないよ？」




　ブリッツはすぐに首を横に振った。ジンノの言っていることもわかるが、仲間を疑うようなことはしたくない。

（――ナスカは……まだ戻ってこないんだよな）

　店員に苺いちご生なまクリームとチョコバナナを注文した。一度ベンチの方に振り返ると、リリィは笑顔で手を振ってくる。デートを心底楽しんでいるようだ。

（――自分が狙ねらわれてるってのに意外と豪ごう胆たんな奴なんじゃないか？）

　狙われている自覚があればどこか人ひと目めに付かない場所に籠こもりたくなるのだが……そこはブリッツと馬が合うわけだ。ピンチの時こそ行動する。リリィもその場にとどまる方が危険だと感じるタイプらしい。敵が自分を歌わせたくないというなら、良い歌をいっぱい作って、歌って戦います！　と彼女は力強くブリッツに語った。

　ハナとは違った方向性だが、リリィとは話が合う。ハナがブリッツの暴走を止めてくれるブレーキなら、リリィはブリッツを加速させてくれるアクセルのような存在だ。ちなみにナスカはというと電波を受信するカーナビに相当するのかもしれないが、いかんせん受信する地図データが前世のものだったりと、今の世の中からちょっとズレているのが玉たまに瑕きずだった。

　出来上がったクレープを両手にブリッツがベンチに戻る。

「ごめんなさいです。甘いものにお付き合いしてもらって……」

「楽しいな？　俺もこういうのは久しぶりだから楽しい」

「は、はい！　楽しいです！　すいません！　また謝って。せっかく楽しい雰ふん囲い気きになっていたのに」

「大丈夫だって。楽しくやろうぜ？　ん？　ありゃぁ……ヘルハウンドだな。隣はシープか？」

　ジェットコースターから観覧車へ向かう道に、ブリッツは見慣れた顔の二人組を発見した。ストレイ・シープが三さん段だん重がさねのアイスを片手に楽しげにはしゃいでいる横で、ヘルハウンドは不機嫌そうだ。ブリッツに気づかず通り過ぎていく。声をかけるにはやや遠かった。

「こ、恋人同士なんですね!?　ＡＳでの出会いから始まる恋なんて……素す敵てきです！」

「なんかそんな風には見えないんだが……戦場でもないのに二人で行動してるってのは確かにちょっとおかしいな」

　ブリッツに目撃されたことにも気づかず、ヘルハウンドとストレイ・シープは観覧車からさらに進む。戦場で死んだ傭兵の霊が、ショットガン片手に追いかけてくるというホラー系アトラクション「ゴースト部隊８９３」へと二人は入っていった。




「こんなところに居やがったのかクソアフロ」

　ショットガンにアフロヘア……室内が薄暗いのにサングラスという特とく異いな出いで立たちのゴースト兵に、ヘルハウンドは舌打ち交じりに告げる。他の客が怖がり逃げ惑っても顔見知りのハウンドやシープはものともしない。

「噂でここにいるって聞いたけど、ほんとようやく発見だよ。ＡＳに戻ってきてたんだねライアット？」

　一瞬、間をおいてからゴースト兵は口をあけた。相変わらずの馬鹿でかい声だ。

「勤務中だからなぁッ!!　バイトを始めたんだがすっかり怖がらせるのにハマっちまったんだガーッハッハッハッハッ!!」

「相変わらずうっせーなテメェは！　ま、そんなに強がるんじゃねぇよ。そろそろ戦場が恋しくなってきた頃だろ？」

「あのねライアット！　ボクらでチーム作らない？」

　シープのお願いにライアットは腕組みする。

「悪いが断るッ!!　愛用のサングラス『ダイモン』購入まで、まだまだ金が足りなくてなッ!!　死なずに稼げるここが今の俺の戦場だッ!!」

「んなら安心しろ。それくらいのレアアイテムならすぐにでも買い戻させてやる。貯金箱が手に入ったんでな」

「本当かッ!?」

　不敵な笑みを浮かべつつヘルハウンドはゆっくりとうなずいた。

「ま、チーム名はネーミングライツ権を売りつけたせいでイマイチだが……ようこそ『新生白はく銀ぎん騎き士し団だん』へ。安心しろ。貯金箱に口出しはさせねぇ。仕切るのは俺だ」

　ヘルハウンドの差し出した手をライアットは迷うことなく握り返すのだった。




　クレープを食べ終えたブリッツとリリィは次のアトラクションへと向かう。リリィが絶叫系や恐怖系アトラクションを怖がるため、園内から傭兵街を一望できる観覧車に乗ることになった……のだが、ブリッツの足取りは重い。

「な、なあ？　観覧車なんてスピードも出ないしつまらないだろ？　ティーカップなんてどうだ？　あれを高速回転させると楽しいんだよなぁ」

「酔よっちゃうからだめです！　それに恋人同士は観覧車に乗ってより一層親しん密みつになるんですから！」

　旅団のメンバーたちがいる前では自じ重ちようしていたリリィだが、ブリッツと二人きりになり少しずつ距離を詰め始めていた。

「さあ！　一緒に空の旅にいきましょう！」

「うわッ！　いや、空の旅ってのは飛行機だろ？」

　リリィの方からブリッツの手を引いて観覧車前にたどり着く。夜になると夜や景けい目当てのカップルで混むのだが、昼間のうちは客の入りもまばらだ。すぐに二人はゴンドラに案内された。これから数分間は、誰にも邪魔されない二人だけの時間が流れることになる。

「や、やっぱりやめようぜ？」

「もう発車しちゃいましたよ？　恥ずかしいんですかブリッツは？　安心してください。これはごっこですから。恋人ごっこなら恥ずかしくないですよね？」

　ごっこ……と強調しながらも、リリィは瞳ひとみを潤うるませてブリッツに熱いまなざしを送ってくる。

「俺としたことが……逃げるタイミングを逸いつしちまったな」

　ゴンドラはゆっくりと離陸して空へと向かっていた。この高さから飛び降りれば……まず助からない。だんだんとブリッツの表情が青ざめていく。小こ刻きざみに震える様はまるで小動物だ。

「あ、あの!?　どうしたんですか？」

「い、いいいいいいや、な、なななななんでもない！」

「なんでもなくないですよその顔ッ！」

　ブリッツはなるべく下を見ないようにするために、リリィの顔を見つめていた。少しだけ落ち着きを取り戻すのだが、微妙に揺れているゴンドラに恐怖を覚える。リリィの背景の景色が徐じよ々じよに高くなっていった。

「あの……もしかしてブリッツって観覧車が苦手なんですか？」













「苦手っつうか……弱点だな」

「ジェットコースターが大丈夫なのに？　どっちも高いですよ？」

「いや、速くて高いのは大丈夫なんだ。不安になる暇ひまもないからな。ただ、こうやってゆっくりと高くなっていくのは……色々と考えちまってダメなんだよ。いきなりゴンドラが落っこちるんじゃないか？　とかな。かっこ悪いだろ？」

　きょとんとした表情のリリィだがすぐに笑顔に戻る。

「ちょっと意外でした。敵の中に飛び込んでいって危険をものともしないブリッツにも、怖いものがあるなんて……でも人間なら弱点があって当然です！　大丈夫。このゴンドラは落っこちたりなんてしません！　私が保証しますから！」

「俺のことを買いかぶりすぎだろ？　怖いものなんてたくさんありすぎる。最近はさらに増えたな。週しゆう末まつの旅団が結成されてからは、仲間を守らなきゃいけないって思うようになったし……それでも力が及ばないことの方が多いから。やり直しが利きく世界だけど、あんまり俺が不ふ甲が斐いなくて……愛あい想そを尽かされて仲間に居なくなられるのが……あ、いや……すまん！　今のは聞かなかったことにしてくれ！」

　観覧車の高さを前に動揺したのか、普段は隠しているブリッツの本音が垣かい間ま見える。

（――ナスカさんがいないのを……気に病やんでるんですね）

　それに気づいてリリィの顔から笑顔が消えた。申し訳なさそうだ。一方ブリッツもリリィが責任を感じると思って話を途中で切り上げたのだが、その努力もむなしく観覧車の中の空気は凍こおりつく。

「お、おお！　あ、あれって今日のミニライブの会場だよな。そろそろライブも終わった頃かああああああああ！　高いぞこの野郎ッ!!」

　無理やりブリッツは外の景色に視線を向けた。なんでもいいから話題を……と、思っての行動だが、ゴンドラは頂点近くにまで上昇しており観覧車が苦手なブリッツには自殺行為だ。すぐに顔を引っ込めて、もうどこを見ていいのかもわからずブリッツはゴンドラ内の天てん井じようを見上げた。

「なあ……歌ってくれないか？　心が落ち着くような歌。お前の持ち歌にあるといいんだが」

「わかりました！　こういう時にぴったりのがあります！　作曲はプロデューサーのエムデュアルさん。作詞は私です。ゆりかごの歌。聞いてください♪」

　リリィが持ち歌を口ずさむ。小さな空間が音楽で満たされた。

（――すごいな。リリィは……）

　楽器の演奏もないのにリリィの歌は声だけで十分に魅力的だ。いつの間にか外の風景を見られるだけの余裕がブリッツにも生まれていた。観覧車も頂点を過ぎると、あとは少しずつ地上に近づいていくだけだ。リリィが歌詞の一番を歌い終えるのを待ってブリッツは口を開く。

「ありがとう。なんか……楽になった」

「そんなとんでもないですもったいないお言葉です！」

　ブリッツだけのためのライブ会場。二人きりの世界が、もうすぐ終わろうとしていた。

「そうだな、お礼に何か俺にできることはないか？　つっても、観覧車にもう一回ってのは勘かん弁べんだぜ？」

　思わぬ申し出にリリィの顔が真っ赤になる。密みつ室しつに二人きりというタイミングでリリィが思いついたお願いはたった一つだ。

「じゃ、じゃあ……き、ききき……」

「危機？」

「あのそうじゃなくてそのあのその……お、お願いがあります！」

「よし。ばっちこいだ」

「……キス……してください」

　リリィがゴンドラの席から立つとブリッツに迫せまる。回かい避ひ力りよくに定評のある黒髪の少年も、ゴンドラの中では逃げようがない。

「いや、そういうお願いじゃなくて、もっと俺にできる範囲内でってことなんだが」

「範囲内でのお願いです！　ほっぺにチュ……だけでもかまいませんから！　お、女の子にこんなことを言わせた以上、責任をとってください！」

　リリィがブリッツに抱きつく……寸前のところでゴンドラの窓ガラスに弾だん痕こんが刻きざまれた。ブリッツとリリィの間に割ってはいるような射線軸だ。

「伏せろッ!!」

　ブリッツが組くみ敷しくような勢いでリリィの上じよう体たいを屈かがませる。ゴンドラの窓に姿をさらしていては良い的だ。だが、この状態でも一いつ切さい安心はできなかった。適当に銃弾を撃ち込まれてゴンドラの筐きよう体たいを貫かん通つうさせる……壁抜きで狙われたら逃げ道がない。

　だが銃声は一度きりだった。園内からか……それとも外部からなのかは不明だが、もともと戦場としてデザインされているため、遊園地内への武器の持ち込みは禁止されていない。すっかりアミューズメント施設として定着しており、武器を持ってきている人間の方が少ないのだが……ここも立派な戦場だ。

　すぐにブリッツは端末から指揮車へとエマージェンシーコールを発信した。ミニライブの陽動も効かなかったとなると、リリィの位置が敵に知られるのは仕し様ようと考えた方がいい……ブリッツはそう推理したうえで覚悟を決める。

　すぐにコットンから「そっちに向かうね！」というメールが返信された。

「どうやらこの前の仮面の連中だな。ハナたちが来るまで逃げ切らねばならんというわけだ」

　ブリッツの腰には閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんが三つ。通常の手榴弾が一つ。煙えん幕まく手榴弾が一つ下がっている。他は大型ハンドガンと強化型フラッシュライトという装備だった。ゴンドラで屈んだまま遊園地のマップを開く。人ごみに紛まぎれられるほど園内は混雑していない。それに敵が腕うで利ききの狙そ撃げき手しゆなら、たとえ人ごみの中にリリィを隠したとしても彼女を探し出して狙うのは容よう易いだろう。

「建物から建物へと渡るしかないな。遊園地の入場口は一つだから、そこの安全をハナたちに確保してもらって、なんとか俺たちだけで入場口までたどり着く……作戦は理解できたか？」

「は、はい！　了解です隊長ッ!!」

「ゴンドラが地上に着いたら走るぜ？　園内中央は比較的ひらけてるんでパスだ。狙撃手が狙うのに都合の良い場所を通る必要はないからな。ここからスペース＆アンドフューチャーゾーンに向かう。３スリーＤデイーライドの建物を経由してイートインレストランに飛び込む。それから二階に上がってエアウォークを渡ってセントラルマーケットまで出れば、入場口は目の前……ってとこだ」

　ルートの選定はあっという間だった。その手て際ぎわの良さにリリィは思わず「す、すごいですブリッツ！　カッコイイです！」と素直な感想を述べる。

「照れるだろ。あとは他に待ち伏せがないことを祈ろうぜ？」

「大丈夫です。ブリッツのルートならうまくいきます！」

　屈んで密着している嬉うれしさもあってかリリィは少し興奮気味に返す。

　観覧車のゴンドラが地上に到着した。扉が開くのと同時にブリッツとリリィは走る。正面の建物は丸太小屋のような外観のスーベニアショップだ。そこに飛び込むと窓のない壁際に背中をつけるようにして一度呼吸を整えた。他の客たちはまるで戦場で行動しているようなブリッツとリリィの身のこなしに釘くぎ付づけだ。

　そんな視線の一つが歌姫の存在に気づく。

「あれって……もしかしてリリィちゃんじゃない？」

「今日ってミニライブがあったらしいけど。隣の男もどっかで見たような……あッ！　週末の旅団のブリッツだ！」

　アベックに指差し確認されたブリッツだが、即座に「違う、他人の空そら似にだ」と否定する。もちろんそれくらいで集中した視線から逃れられるわけがない。

「そ、そうです！　よく似てるって言われるんです。ためしに歌ってみましょうか？」

　リリィもブリッツの対応に呼応して、先ほどゴンドラ内で歌った曲をワンフレーズだけ口ずさんだ。声量だけはしっかり出ているが音おん痴ちでへたくそで、リリィとは思えない。音おん階かいが崩ほう壊かいしている。

「なーんだ。偽物か」

　と、失礼なことを言うだけ言って、最初にブリッツたちを呼び止めたアベックは再びみやげ物を選び始めた。

　次の瞬間、スーベニアショップの壁に弾痕が刻まれる。銃の発砲音は不幸にもスペース＆フューチャーゾーンのある方角からだ。みやげ物を選んでいたアベックだけでなく、スーベニアショップにいた客たちが蜘く蛛もの子こを散らすように四方八方へと逃にげ惑まどう。すぐにブリッツもリリィの手を引いた。逃げる客に混ざるようにして、スペース＆フューチャーゾーンから逆方向のカートゥンランドへ走る。

「プランＡは駄目みたいだな」

「どうするんですか!?　こっちからだと入場口がますます遠くなっちゃいますよ？」

「敵がいるってわかってるんなら、わざわざそっちに行く必要はないってことだ。相手は狙撃手か……しかし、なんつうか……妙に懐なつかしい匂においがするような……」

「匂い？　え、あの……匂いますか私!?」

「いや違う。そう言うんじゃなくて直感っつうか戦場での皮膚感覚っつうか。こんな時、きっちりと第三者にわかりやすく説明してくれるやつってありがたいな。ともかく敵の居場所がわからん以上、こっちから打って出るわけにもいかん。今は敵の射線に入らないよう注意しよう」

　カートゥンランドの入り口には、アメコミの世界から飛び出してきたようなポップなデザインのゲートがあった。建物の陰かげを縫ぬうように伝いゲートにたどり着く。その裏手に隠れてブリッツは遊園地の案内地図を取り出した。

「ルートは二つ。このまま北上して、遊園地の真ん中にあるクリスタルキャッスルをつっきるか……このまま迂う回かいか……」

　自分ひとりなら中央突破もありかもしれないが、リリィの安全を確保するためにもブリッツは迂う回かい路ろの思案を始める。

「わぁ！　キャラクターのパレードですよ！」

　ブリッツが悩んでいる間に、熊やウサギやリスをモチーフにした可か愛わいいマスコットキャラたちが、周囲の客に手を振ってミニパレードを展開していた。楽しげな音楽が流れていて、リリィは思わずそれにあわせて歌ってしまう。歌詞は自分の持ち歌のものだが、曲にあわせてテンポを変えていた。さしずめパレードアレンジだ。

「ピンチだってのに度胸が据すわってるな。感心感心」

「それって女の子には褒ほめ言葉になりませんよ？」

　門の裏に隠れているブリッツたちを目ざとく見つけると、熊の着ぐるみがのそのそと二人に近づいてきた。握手を求めるようにリリィに手を差し出す。思わずリリィがその手をとりかけたところで、ブリッツの胴どう回まわし蹴げりが熊の着ぐるみのわき腹に突き刺さった。そのまま悶もん絶ぜつして倒れると熊男の頭の被かぶり物ものがぽろりと取れる。その下から出てきたのは、先日コテージを襲撃してきた白仮面だ。襲しゆう撃げき犯はんと同一人物かは分からないが、とりあえずブリッツは門からリリィを連れて次のカントリー＆ウェスタンゾーンに逃げ込む。直後、仮面の男は着ぐるみごと爆発した。白仮面の自爆機能は健在だ。カートゥンランド内の客たちが一斉に着ぐるみから退避する。

　中身が白仮面にすり替わっていたのは熊だけだったようで、他のマスコットたちは陽気に愛あい嬌きよういっぱいでパレードを続けていた。どうやらキャラクター着ぐるみの中身はＢＯＴらしく、園内を定期的に巡じゆん回かいしているようだ。

「ったく。油断も隙すきもあったもんじゃないな」

「い、今のどうして分かったんですか？」

「まあなんだ……匂いだな。それにもし関係ない奴だったとしても、蹴けり倒たおすって決めてたし。おまえに近づく奴は全員倒す。守ってやるから安心しろ！」

　ブリッツのまなざしに……声に……その存在の心強さにリリィの胸がきゅんとする。

（――ごっこじゃなくて……本当の恋人になれたら……ううん……なりたいです。ブリッツの恋人に）

　命を狙われている危機だというのに、思わず少女の表情はほころんでしまうのだった。




　西部開拓時代をモチーフにしたカントリー＆ウェスタンゾーンは、ある意味銃撃戦にもってこいな雰囲気だ。馬の水飲み桶おけの裏に隠れて二人は一息つく。先ほどの爆発騒ぎや狙撃の銃声で客たちは一斉に避難してしまい、園内はすっかり静まり返っていた。

「あ、あの……思ったんですけど、白い仮面の人たちって倒しても倒しても復活してくるんですよね？　死亡でも戦闘不能でも関係なく」

「それがやっかいなんだよな。今回はトリモチもないから同じ手は使えない。っつうことで新しいアイディアが必要なわけだ」

　先ほどからしばらく隠れているが、敵の襲撃はない。もしリリィの居場所が常に敵に把は握あくされているとすれば、もう追っ手がかかってもおかしくないはず……だが、いくら遊園地の敷地が通常の戦場より広めとはいえ、ここまで敵に動きがないのは奇妙だ。

「罠わなが仕掛けてあるか……いや、際限なく襲ってくるってんなら物量作戦で押しつぶすだろうな。俺ならそうする。巧こう妙みような罠なんて必要ない。やっぱり連中には今のリリィの位置は分からないって考えるべきだ」

「不思議ですね。一体どうしてなんでしょう？」

　ブリッツは襲撃された時の状況を思い出す。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの白仮面たちがリリィの居場所を感知する条件は何なのか？

「一つだけあるな。つうか、コレだと考えるのが自然だろ？」

　ブリッツは立ち上がると周囲を見渡した。小屋を見つけるとリリィの手を引いて駆け込む。四方を板に囲まれており、小屋の中には藁わらがたっぷりと山のように積まれていた。

「リリィ。悪いんだが伏せてくれ。うつぶせで頼む」

「えっと、地面にですか？」

「そうだな。念のため藁の山の中にも入ってくれ。んで……一曲頼む」

　その一言でリリィもブリッツの言わんとしていることを理解した。敵はリリィの歌に反応してその位置を特定している可能性が高い。

「……歌……なんですか？　居場所を特定してる条件って」

「かもしれん……これで確認できれば……勝てるぜ」

　お互いの覚悟を確かめるようにブリッツとリリィは見詰め合う。リリィを伏せさせたのは、極きよく力りよく弾たまの当たる面積を減らすためだ。もし条件が歌だとして敵がリリィの居場所を特定したなら、この小屋を撃うってくるだろう。運が悪ければその一発でリリィは死ぬかもしれない。すべて理解したうえでリリィはゆっくりと呼吸を整える。

　馬小屋に声が響いた。自分の命を奪えるものなら奪ってみろと……見えない敵に立ち向かうような勇ゆう敢かんな歌声だ。

　直後、馬小屋の壁板に弾痕が刻まれた。それはリリィの頭頂部スレスレを通過する。

「決まりだッ!!　いくぜリリィ!!」

「はいッ!!　どこまでもお供ともしますッ!!」

　あと数センチというところで二人は運命に競せり勝かった。馬小屋から飛び出すと、何を思ったのかブリッツはカートゥンランド側へと逆走を始める。

「しかし奇妙な匂いのする狙撃手だ。観覧車の時といい二回も外すなんて……おかげで助かってるんだが……いや、考えるのは後だ」

「あ、あの！　これからどうするんですか？」

「堂どう々どうと中央突破でいくぜ？　確かこの時間になるとカートゥンランドに出るんだよ。遊園地のキングがクイーンを引き連れてな」

　先ほどパンフレットでちらっと確認した情報を頼りに、ブリッツたちは完全に人ひと気けのなくなった遊園地を駆け抜ける。すると、げっ歯類がモチーフになっている遊園地のメインマスコットが、その彼女や他の仲間たちを引き連れてブリッツたちに向かい歩いてきた。パレードはまだ続いていたのだ。

　他に客の姿がないにもかかわらず沿道に向かって手を振ったりアピールしているところをみると、明らかに中身はＢＯＴだ。ブリッツはパレードの一団に閃光手榴弾を投げ込んだ。それが炸さく裂れつしパレードの動きが止まったところで、手早くキングとクイーンに近づいて殴なぐり倒す。

「そ、それは危険すぎです！　色んな意味で!!」

「いいから早くこっちに運べ！」

　キングとクイーンが倒されてもアヒルや犬はパレードを続けていた。ブリッツとリリィは近場のトイレにキングとクイーンを引きずりこむ。

　しばらくして、トイレから元気な姿のキングとクイーンが颯さつ爽そうと現れた。小走り気味にパレードの一団を追いかけて合流する。客が居なくても愛想を振りまくキングとそれに付き従うクイーン。カントリー＆ウェスタンゾーンを通過し、園内中央のクリスタルキャッスル前に出る。

　するとアサルトライフルで武装した白い仮面の傭兵が、クリスタルキャッスルの脇を駆け抜けていった。パレードには見向きもせず、まっすぐにカントリー＆ウェスタンゾーンへと急いでいる。

　キングの着ぐるみの中でブリッツは笑いをこらえるのに必死だった。クイーンはというと、一瞬ドキッとはさせられたが、敵の背中が遠くなっていくのを横目にしながら思わずブリッツとハイタッチしてしまう。

　パレードは無事にクリスタルキャッスルを超えてセントラルマーケットへとたどり着いた。迂回せず安全に最短コースを突っ切ったのだ。ここまでくれば大丈夫だ……と油断していたブリッツたちだが、園内には要注意人物が残っていた。セントラルマーケットのベンチにヘルハウンドがドカッと座り込んでいる。アサルトライフルを片手に、時折目の前を通る白い仮面の傭兵を銃撃していた。数人倒したのかマーケットのそこかしこに、死体が自爆した時にできる爆発の痕こん跡せきが見られる。

「せっかく来たんだしハウンドもお土産みやげ買えばいいのに？」

「誰にやるんだよ、んなもの」

　ベンチの後ろにあるスーベニアショップからストレイ・シープが紙袋を抱かかえてひょっこり現れた。客がいないため貸切状態だ。

「もちろんハナさんにでしょ？　はいこれ！　ボクが選んであげたんだから、ちゃんと渡すんだよ？」

「……ピアスか。色は悪くねぇな」

　小さな化粧箱に入ったガラス細工の星型のピアスだった。反発するかと思いきや意外にも素直にそれを受け取るヘルハウンド。

「シープからのプレゼントってことで渡してやらんこともねぇが」

「素直じゃないなぁハウンドは……あ！　キングとクイーンのミニパレードだよ！　ラッキー！」

　シープが荷物をベンチに置くとパレードに手を振った。キングもそれに合わせて少しオーバーアクション気味に手を振り返す。その間もハウンドはつまらなさそうに、先ほどからセントラルマーケットを行き来している白仮面を所しよ在ざいなさげに撃ち続けた。

「女の買い物に付き合うなら、こういう的まと当あてのミニゲームがあった方がいいみてぇだ。それにしたって退屈で死にそうだぜ」

「そういえばさっきから爆発音がしてるけどハウンドがやってるの？」

「あの仮面の連中、撃ち殺すと爆発するんでな。殺しても殺しても出てくるんだが俺のことをことごとく無視しやる。何かのバグか？」

「駄目だよ！　関係ない人撃っちゃ！」

「別に問題ねぇよ。銃を抜いて走り回ってやがるんだ。ここはれっきとした戦場だし、あの連中がいきなり撃ってくるかもしれねぇだろ？　自衛行動だ」

　そのハウンドの行動が偶然にもブリッツたちを狙う敵の足止めになっていたのだが、もちろんハウンド本人にブリッツをアシストしたという認識はない。シープが買い物を終えたためハウンドは席を立つ。

「さて……そろそろ外に出るぜ」

「そうだね。次の候補は矛む盾じゆん兄きよう弟だいかキャンパーなんだけど……うーん、矛盾の方がいいかな？　団長さんも監督的な立場を希望してたし。矛盾の二人が加入すればボクとハウンドとライアットで合計五人。良い感じじゃない？」

「あの兄弟は金で動くからな。貯金箱の財力なら問題ねぇ」

　そう分析するハウンドにシープはお土産の詰まった袋を押し付ける。

「荷物よろしくね？　ボクの細ほそ腕うでじゃちょっと重すぎるし」

「……死ね」

　と、口にしながらも紙袋を持つハウンド。側から見ればまるで恋人同士のような雰囲気だ。

　キングとクイーンのミニパレードに加わるように、シープたちもゆったりとした足取りで入場門へと向かう。その間も白仮面が縦じゆう横おう無む尽じんにセントラルマーケットを走り回っていた。何かを探しているようなのだが、探し物が目の前にあるのに彼らは気づかない。

　入場門の外にジンノとハナが待機していた。いくつかある入場ゲートにシャドウがトリモチ地雷を仕掛け終える。遊園地の客が流れ出るまで設置を待ったため、シャドウはようやく任務を完了させることができた。物陰に潜ひそんで周囲の警戒を始める。

　ジンノとハナが守っている正面ゲートがブリッツたちのゴールだ。そのゲートにだけは地雷が仕掛けられていない。ゴール付近にキングとクイーンを含めたミニパレードがたどり着く。ハウンドとシープも一緒だ。

「なにやってんだテメェら？」

「なにって……それはむしろこっちの台詞せりふね」

　お土産の荷物を抱えているという、通常では考えられないヘルハウンドの姿にハナは一瞬目を疑った。その隣にはシープの姿がある。

「へぇ～～。あんたとシープって二人で遊園地に行くような関係なの？　ちょっと意外。しかも荷物を持ってあげるなんて優しいのね？　好きな女の子限定ってとこかしら？」

「なにか誤解してやがるな……」

　チーム結成の話は対決の時まで伏せておきたかった……それが災わざわいしてハウンドははっきりとシープとの関係を否定できないでいる。かといってここでムキになればますます誤解が深まりかねない。

「猟りよう犬けんと羊ひつじっていうのも何かの縁えんかもしれないね？」

　ハナだけでなくジンノまで二人を祝福した。

「ち、違うんだよ！　ほんと、これはその……違うの！」

　シープが否定するほどハナは「そんなに恥ずかしがらなくてもいいじゃない？」と、誤った認識を深める。

　ジンノが園内のセントラルマーケット付近を遠目に眺ながめながら、気まずい空気を出しまくっている猟犬と羊にたずねた。

「ところで二人ともブリッツ見なかった？」

「なんだ、あのクソ野郎は別行動なのか？　確かに姿が見えねぇな。道理で空気がすがすがしいわけだ」

「あれ？　でもなんだか……すごく近くにいるような気もするんだけど」

　シープが首を左右させるものの、園内にそれらしい影は見当たらない。

　ハナが小さく息を吐く。

「なんにしても彼女ができてよかったわね？　しかも自分よりも強くて頼りになるなんて、理想的なんじゃないの？」

　ハナの言葉はハウンドに向けられていた。祝福半分と、これまでの恨うらみをお返しするための皮ひ肉にく半分なのだが……ハウンドにとっては一番言ってほしくない相手からの心臓に突き刺さるような一撃だ。

「だ、だから違うの！　今日は新メン……」

「そういうことだ。こいつは俺の女になった。カップル様だ。独ひとり身みのテメェにゃ眩まぶしすぎて羨うらやましかろう」

　シープの小さな体をぐいっと抱き寄せて、ハウンドは勝かち誇ほこったような笑みを浮かべる。ハナを前にすると受け流そうという理性が働かない。売り言葉に買い言葉となって、いつの間にかハウンドはやけくそだ。

「せいぜい尻しりにしかれないようにすることね……って忠告しても、もう手遅れかしら？　荷物持ち係さん♪」

「俺たちはラブラブなんだ。これくらい当然だろうがッ!!」

「え、ええええーッ!?　ちょ、ちょっと、あの……えええ――ッ!?」

　抱き寄せられたままシープが悲鳴をあげる。

「そういうテメェはブリッツとどうなんだ？」

「なんでいきなりブリッツの話になるのよッ!?」

　もうどうにでもな～～れ状態からハウンドの放った悪あがきに、ハナはというと……顔を真っ赤にさせていた。こうなると終着地点は双そう方ほう自じ爆ばくする形での相あい討うちだ。

「やっぱりそうなんだな？　好きなんだろ？　それで隠せてるとおもってんのかテメェ？」

「違うわよ！　ブリッツはただのチームメイトで相あい棒ぼうよ！」

　わざとらしくハナは「仲間」だということを強調する。どうみても彼女の本心は周囲にバレバレなのだが……ここでブリッツを好きだと公言しても自分が女の子として相手にされないことが怖くて……自分を守るためにハナはこう言うしかない。

（――そうよ仲間よ！　ブリッツはただのチームメイトでリーダーなの！　別に今日だって全然怒ってないしわたしは冷静よ!!　リリィの新曲に必要ならデートしたっていいじゃない？　恋人じゃなくてごっこなんだし。けど……でも、そのごっこから始まった関係が本物になったら……って、心配なんてしてないわよ!!　そ、そそそそそそそうなっても私には関係ないんだからね!!）

　怒りと恥ずかしさでハナの顔は真っ赤だ。

「ブリッツとはそれ以上でも以下でもないのよ！　ああ、それにしても羨ましいわね両思いって!!　はいはい、眩しいです眩しいからどこか別の場所でいちゃいちゃしてくれるかしら？　わたしたちは作戦行動中なの!!」

　ハウンドの繰り出した極大レベルの強がりに思わず反発して返した言葉だが……ここにブリッツがいなかったことだけがハナにとって救いだった。恋愛朴ぼく念ねん仁じんの彼ならハナの言葉をその文面どおりに受け取りかねない。そうなれば永遠に友達以上恋人未満の関係だ。

　ジンノがふと気づいて視線を遠方からシープとハウンドに向けなおす。

　二人の背後にはキングとクイーンが直立不動で並んでいた。すでに他のマスコットたちはミニパレードを再開して、もと来た道をセントラルマーケットにＵユーターンしているところだ。

　キングのマスコットがゆっくりと頭部を取り外す。

「助かったぜ相棒。ちゃんと来てくれたんだな」

　キングから出てきたブリッツの笑顔にハナの表情は凍りつき、彼女の中で何かが豪ごう快かいに音を立てて崩れ去るのだった。
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　ハナの玉ぎよく砕さいで状況は圧倒的にリリィ優勢に傾かたむいた。さすがのコットンも今の姉にはかける言葉がない。ナスカも戻らず、ブリッツはいまやリリィの手に落ちたも同然だった。唯一の救いといえばブリッツが相変わらずの恋愛朴ぼく念ねん仁じんっぷりを発揮して、リリィの好意をかわし続けていることなのだが……その神がかった回避もいつまでもつかはわからない。ナスカのように電波チックなわけでもなければ、自分に言い訳して消極的になりがちなハナとも違う。リリィは真正面から積極的にアタックしているのだ。さすがのブリッツも電波や相あい棒ぼうといった逃げ場がなく、包ほう囲い網もうは確実に狭せばまっていた。

　そんな姉の恋の行方ゆくえに加えて、指揮車のメインオペレーターに昇格したコットンにはもう一つ気になることがある。

　彼女は初めて図書館データベースに訪れた。戦場に関する情報や世界の歴史。銃火器の性能考察から、果ては投稿された自作小説や漫画なども読むことができる。火器使用禁止区域に指定されており安全だ。誘ゆう拐かいされかけた経験から護身用の小型ハンドガンを携帯しているコットンだが、それも入館チェックでロッカーに預あずけてしまった。とはいえ持っていてもいなくてもコットンの場合あまり関係ない。以前に負おった怪け我がの後こう遺い症しようで、どんな銃を撃っても見けん当とう違いの方向に弾たまが飛ぶ。拳けん銃じゆうはもっぱら威い嚇かく用だ。

　世界の歴史の最新刊は書棚の一番上に並んでいた。コットンはつま先立ちになって手を伸ばすが、あと少しというところで届かない。あいにく脚立は他の利用者が使用中。指をぴんっとさせた先のほんの数センチが遠い。

「はい。これが欲しかったんだよね」

　目を細めて銀ぎん髪ぱつの少年が本を棚から引き抜くとコットンに手渡した。

「あれ？　ジンノさんどうしてこんなとこにッ!?」

「声が大きいよコットンちゃん。図書館では静かにね」

　コットンは目を丸くさせた。驚きすぎて一瞬呼吸が止まる。こうやって図書館にやってきたのも、ジンノについて調べるためだったからだ。世界の歴史の最新刊にはＥイー．Ｃシー事件についての記述がまとめられている。

「僕は人と待ち合わせてるんだ」

「も、もももももももしかして彼女さんとか？」

「うーん……どうかな？」

　いつもの笑顔で返される。普段以上にジンノが何を考えているのかコットンには予想も付かない。

「そういえばジンノさんと二人だけってあんまりないシチュエーションかも？」

「僕は前線でコットンちゃんは後方支援だから確かに珍しいね」

「あの……ずっと気になってたんだけど……ジンノさんって戦ってる時に緊張しないんですか？」

「緊張？　意識したことはないかな」

「やっぱり何度も戦ってると慣れるとか？」

「僕の場合はもともと緊張しない体質みたいなんだ」

　ジンノの一言ですべて片付けられてしまった。コットンが気になっていたのは、ジンノが戦闘中にほとんど緊張していない不自然さだ。指揮車でデータとにらめっこをするようになってから、数値の安定っぷりがずっと気にかかっていた。

　それをコットンが意識し始めたきっかけは、Ｅ．Ｃ事件のあとに送られてきた差出人不明の一通のメールだ。受け取った当初は数字の意味を理解できなかったコットンだが、今ははっきりとその数字がなんなのかを理解し……こうして調べるまでに至った。

「す、すごいなぁ。何か緊張しないコツとかあるんですか？」

「………………」

　ジンノは腕組みをすると考え込む。最近では珍しいがブリッツたちと出会った当初はよく思し索さくにふけって返事が遅れたことをコットンは思い出す。

（――なんだか昔のゲーム機みたい。読み込み中？）

　コットンがじっと見つめていると不意にジンノは呟つぶやいた。

「やっぱりこればかりは生まれもったものだからね。でもコットンちゃんは僕にできないチームのマスコット的な振ふる舞まいや、誰もやりたがらない会計係で活躍してるわけだし。もちろん指揮車からの後方支援も板いたについてきたと思うよ。あ、そろそろ行かないと。それじゃあまたあとでね」

（――フォローされた!?　ジンノさんって……本当にわかんない）

　書棚の迷めい宮きゆうの奥へとジンノは歩き始める。思わずその背中を追いかけるコットンだが、棚の角を三回曲がったところで彼の姿は忽こつ然ぜんと消えてしまうのだった。




　本の山が築きずかれている。テーブルの天てん板ばんに積まれた本が乗り切らなくなり、その足元や周囲に放置されていつの間にかフロアに山積みになっていた。まるで本を積み重ねて作った塔とうか城しろだ。城じよう主しゆはメガネをかけた少女だった。Ｅ．Ｃ事件でガルダの側そつ近きんをしていた彼女は手にしていた本のページをめくると、そこにしおりを挟はさんで閉じる。来客だ。

「ここにくれば会えるとおもったよ」

　本の城にジンノが声をかけた。少女は芸術的に重ね積まれた本の山から歩み出ると、すぐにもとの姿に戻る。

　黒いメリーだ。支援Ａ．Ｉの姿をしているのだが、それすらも仮であって正体はこの世界の管理者。神といって差し支えない。

「何か問題でも発生しましたか？」

「いや順調だと思うよ。あとはブリッツ次第かな。別に僕が教えなくても把は握あくしてるんだろうけど、次の旅りよ団だんの行動について報告しておくよ。リリィの歌に『ノイシミカ』の白仮面が反応してることを把握したから、ライブ当日までは身を隠すんだってさ。ルールを破って刺し客かくを差し向けるようなことはしないよね？」

「ブリッツを勝手にこの世界から消すような真ま似ねはするな……そんな警告のように聞こえますが、安心してくださいジンノ。わたしの望みはあなたが神になること。ただそれだけです」

「そういえば……ナスカはどうなったんだい？」

「彼女は『ノイシミカ』と契けい約やくし、次の戦闘にも参加予定です。前回の遊園地では数回の狙そ撃げきに失敗しました。難易度はやや高いシチュエーションでした。もちろんリリィが死亡することはないよう、自動防御はかけてありましたが発動はしませんでした。狙撃手の調子が不調だったようですね」

　少し考え込むと不意にジンノは本の山から一冊抜き取った。その一冊が要かなめだったのか山はゆっくりと崩れ始める。下手をすれば上から降ってくる本に押しつぶされかねないのだが、本はジンノにもメリーにもかすりもしない。ジンノとメリーの立っている場所だけがぽつんとひらけていて、床の大半は崩れた本で埋め尽くされる。

「便利だね自動防御って。まさに神様の特権だ」

「当たらなかった可能性を選択しているに過ぎません」













　当然のごとく呟くメリーにジンノは首を左右させた。

「一つだけお願いがあるんだ。おそらく僕は自分が知らないところで、この神の力に守られていた……そうだよね？」

「発動回数は数えるほどですが」

　ジンノは自分が戦闘中に落ち着いている根拠を自覚した。無意識下で「自分は死なない。負けない」という確信があったのだ。

「ブリッツとの戦いの時にはこの機能をオフにして欲しいんだ。もちろん99％以上の確率で僕の勝利は揺るがない。だからこそ……完全な勝利が欲しいな」

「それでジンノが納得するのならそうしましょう」

　ジンノは足元の本を一冊手にすると、軽く宙に放ほうり投げた。それは空中でばらっと開くとジンノの頭の上に着地する。

「機能は切れたみたいだね」

「ジンノ。次の戦闘があなたの傭よう兵へいとしての最後の戦いになるでしょう」

「わかってるよ。ところでウリューはどうするのかな？」

「監視者も役目を終える予定です。タイミングをみてフェードアウトするでしょう」

「そうなると旅団もここまでか……」

「何か問題でもありますか？」

　黒いメリーの言葉にジンノはすぐに返答できない。

「……問題はないんだけど……いや。ないんだ。本当に何も問題はないよ。このまま計画を進めよう」

　ジンノは自分の頭の上に乗った本を手に、普段の笑顔で告つげるのだった。




「で、なんでわたしが歌わなきゃいけないのよ？」

「そういうなって相棒！　リリィが歌うと敵が来ちまうし、かといって新曲のイメージトレーニングするなら実際に歌を聞いたほうがいいだろ？」

　潜せん伏ぷく先さきは傭兵街の行政府にも程ほど近ちかいホテルの一室だ。部屋の外にはシャドウが待機して警戒を続けている。コットンは図書館へ向かい、ジンノも個人的な用事で外はずしていた。ウリューは相変わらず調べ物……ということだが、近頃は端末での連絡も取りづらくなっている。最近コットンが車両の運転も覚えたため、ウリューの仕事をコットン一人で代だい行こうできるようになった。だんだんとウリューが旅団との接点を消していっている……そんな風にも取れるのだが、リリィの護衛任務もあり今のブリッツたちにはそこまで考えを巡らせる余裕はない。

　遊園地での一件から数日、リリィへの襲撃は止やんでいた。ブリッツが敵の襲撃とリリィの歌の関連性に気づきリリィに歌うことを禁止したためだ。その間リリィは歌詞作りに専念し……ようやくエムデュアルの曲にリリィの歌詞があわさって、次のコンサートで発表する「恋こいのスパイラルコースター」は完成した。

　とはいえ明日の公演を前にしてもリリィは歌うことができずにいる。

　本番はリハーサル無しの一発勝負だ。ライブはＡエーＳエス．ＴＶテレビで中継されることになる。ライブの間はブリッツたちが防衛部隊の中心を担にないつつ、チケット代から捻出した資金で腕うで利ききの傭兵団を追加で雇い、さらに警備ＢＯＴボツトも増員。会場は港湾地区の埋うめ立たて地ちにつくられたベイホールだ。ホールは海に突き出た離れ小島にあり、高いフェンスと防ぼう波は堤ていがあるために海上から船で乗り付けることはできない。ホールの周囲はＳエスＰピーが携帯型の地対空ミサイルで固めており、ヘリでホールに直接乗り込んでこようものならヘリごとミサイルで落とせる算段だ。

　唯ゆい一いつのルートである橋をブリッツたちは最終防衛ラインに設定した。

　あとはリリィが歌をイメージしやすいようにと、ブリッツはハナに頼んで仮かり歌うたの録音をお願いし……今に至る。

「だいたい無理に歌うことないでしょ！　現に歌ってないってだけで敵の襲しゆう撃げきが来ないんだから、これからも歌わなければいいじゃない？」

「それは負けだよな。『ノイシミカ』の目的はリリィに歌を禁止させること。それを飲んだことになる。負けっぱなしは嫌だろ？」

　口に赤いバッテンマークのついたマスクをしながら、リリィはブリッツの言葉に何度も首を縦たてに振った。不用意に歌わないようにとリリィは自戒のためにマスクを装着していた。お願いします！　という哀あい願がんの視線がハナに突き刺さる。

　ここ数日、ハナとブリッツとリリィの関係はとても複雑だ。ブリッツからみたハナは「仲間」というカテゴリーから格上げされて現在は「相棒」になっている。信頼感は抜群だ。ブリッツから見たリリィはというと「守るべき人」になる。相棒よりもよっぽど恋愛に発展しそうで……ハナとしてはぐうの音ねも出ない。

　そしてリリィはハナのことをブリッツの「相棒」として尊敬するような雰ふん囲い気きだ。いっそリリィがハナを嫌ってくれれば、その方がハナにはよっぽどマシだった。リリィからみればハナは恋こい敵がたきですらなくなっているわけだ。

　ブリッツが自分を「相棒」と定義してしまった事実がハナの肩に重くのしかかる。こんなときにナスカがいてくれれば、程よい電波っぷりでリリィを牽けん制せいしてくれるのだが……いない人間にすがることはできないとハナは落らく胆たんした。

「リリィにはリリィの戦いがある。次のステージは大一番だ。俺たちで手伝ってやろうぜ？」

　リリィもマスクを外すとハナに頭を下げる。

「お願いします！　サビのワンフレーズだけでもいいんです！」

　歌姫のステージに対する真剣な思いは本物だ。殺されるまで歌う……そんな気き迫はくがハナにも感じられた。

「わかったわよ……歌うからそんな捨てられた子犬みたいな目で見つめないでッ!!」

　ブリッツの頼みということもあって、要求を飲んでしまう自分を情けないと思いながらも、ハナはハンディーカラオケで熱唱するのだった。




　黒くろ塗ぬりの高級車が湾岸の広くまっすぐな道路を走りぬける。目的地はベイホールだ。太陽が水平線に半分飲まれて西の空を真っ赤に染める。リリィの座る後部座席の隣にはブリッツが警護についていた。運転手はＢＯＴなので実質二人きりだ。

　リリィは何度も何度もハナに歌ってもらった仮歌をヘッドフォンで復習した。頭の中で歌う。声に出さなければ敵は現れない。

「このライブが終わったらどうなっちまうんだろうな？　成功させたらイベントクリアってことだと思うんだが、なんだか実感が湧かないっつうか……敵の顔が見えないのって嫌だな」

　白仮面との戦闘はＢＯＴのテロリストを相手にしているような感がある……と、ブリッツは付け加えた。

「そもそも、なんでリリィを標的にしてるのかもわからんし……おっと、そんな不安そうな顔すんなって。相手が誰だろうと守ってやるから」

「違うんです。あの……ライブがうまくいっても……いかなくても、これでブリッツといっしょにいられるのも終わりなのかなって……」

「んなことねーよ。別に戦闘に参加しなくても旅団のメンバーになればいいだろ？　ポジションは歌うた姫ひめだ」

　リリィは小さく首を左右させた。

「私がきっかけで旅団に入団希望者が増えるかもしれないけど……それだとチームとしての戦力が薄まります。ファンのみんなは……戦いが苦手なんです」

　今日も会場となるベイホールでファンに紛れて爆弾を抱かかえた不審者が検けん挙きよされた。信頼できてなおかつ強いチームとなると、リリィが心の底から頼れるのはブリッツたちくらいなものだ。だからリリィはこうして依頼するに至ったのだが、自分が旅団に参加すれば迷惑をかけるのは明白だった。

　ブリッツはあっけらかんとした表情を崩さない。

「ファンでもなんでもみんな友達になればいいんじゃないか？　入団希望者は誰だって歓迎だ！」

　組織が大きくなれば少数精鋭とはいかず、チームとしての身軽さも失われてしまう。だが、ブリッツはそういったことなど気にかける素そ振ぶりもない。

「それだけじゃないんです！　やっぱり私はブリッツのそばにいちゃいけなくて……」

　ナスカは結局戻らなかった。それがリリィの中でしこりとなって残っている。ブリッツとこれからも一緒にいたいという気持ちと、こうして守ってくれるブリッツの優しさに自分が報いるどころか、週しゆう末まつの旅団というチームに不ふ協きよう和わ音おんを響かせてしまった罪悪感に、リリィは板ばさみにされていた。

　なにより、これまでずっとブリッツを支えてきた人間が誰なのかは……この数日でリリィもよく理解している。彼女が……ハナがいるときのブリッツの声は、自分といっしょのときよりもリラックスしているのだ。ほんの微妙な差さ異いだがリリィの耳は気づいていた。もし自分とハナとを天てん秤びんにかけた場合ブリッツがどちらをとるのか。

　ブリッツのことだからそんな状況になったとしても、二人とも助けようとするだろう。一人を助けるだけでも大変なのに、二人となればうまくいくものもいかないかもしれない。リリィはブリッツの負担にはなりたくなかった。

「いっしょにいたいって気持ちがあるなら、それでいいんじゃねぇか？　仲間ってのはそうやって集まるもんだ」

「た、単刀直入にお聞きます！」

「おう、なんだいきなりかしこまって？」

「好きな人はいますか!?」

「いるぜ」

「仲間だからとか、そういうのではなくて……好意を持っている異性という意味での好きな人です！」

「それくらい言われなくてもわかるっつーの」

　意外な返答にリリィは動揺する。

「で、ではもう一つ聞きますです。その好きな人というのは……どなたなのでしょうか!?」

　もし自分以外の名前が出たらただの自殺行為でしかない。ブリッツがはぐらかせば痛みわけだ。

「それは……」

　ブリッツはいつになく真剣な表情だった。次の言葉は死刑宣告かもしれない。

　自分を守るために慌あわててリリィは訂正する。

「や、やっぱりなし！　今のなしですッ!!」

「そうか。実は俺もこういうのは苦手なんで正直助かった。命拾いしたぜ」

　笑っているブリッツだが、そこまで聞いてしまったリリィはほとんどブリッツに告白したもようなものだ。夕日に照らされていなくても顔が真っ赤になり、呼吸が荒い。

「あの……手を……握ってもいいですか」

　ブリッツは拒こばむ素振りもみせずに左手を差し出した。リリィがきゅっと握ると軽く握り返す。だんだんとリリィの呼吸は落ち着きを取り戻していった。

　二人を乗せた黒塗りの高級車は今夜の戦場となる一本橋に差し掛かる。ベイホールはもう目と鼻の先だ。そして……長い夜がやってくる。




　リリィの今夜の一曲目が戦闘開始の合図だ。ブリッツの耳には彼女の歌が届いている。リハーサル無しのぶっつけ本番だが、その歌声はいつもの彼女のものだった。いくらブリッツたちを信用しているといっても、自分を狙ねらった暗殺者たちが押し寄せてくると分かっていて、これだけのびのびと……まるで背中に翼つばさが生えたような、抑よく圧あつなど一いつ切さい感じさせない声が出せるものなのか……と、ブリッツは改めてリリィの歌に対する集中力に舌を巻いた。

　ここから五曲をリリィが歌いきるまで、週末の旅団は敵部隊を食い止めなければならない。一本道には意い図と的に大型のバスやタンクローリーなど、自動車類を配置して戦場に起伏をつけてある。

　要所にはトリモチ地雷のトラップが設置済みだ。極力、狙撃手が活躍しにくいように直線部分をなくし、守備側が有利になるよう待ち伏せにうってつけな死角を配置。さらに各所にカメラを備え付け、敵の位置を把握するレーダーシステムも万全だった。

　今回はジンノもサブマシンガンを手に前線に出る。コテージでの戦闘から引き続き、ウリューＢＯＴもアサルトライフルを装備してハナと行動をともにすることになった。

　指揮車からコットンの声が響く。今日は久しぶりにウリューの姿も車内にあった。

「敵の反応が出たよ！　数……じゅ、一二人!?」

　敵の同時出撃数の上限が増えたらしい。「最終決戦らしくなってきたな」と、ブリッツは呟きながらウォーミングアップの屈くつ伸しんを始める。一方ハナは悲鳴を上げていた。

「ど、どうすんのよ！　トリモチ地雷の数が足りないじゃない？」

　八箇所の地雷すべてに敵を追い込んでも、四人残る計算だ。

「問題ないよハナさん。相手が四人残ったとしても、僕らは五人……まぁウリューのＢＯＴをカウントするのはちょっと心もとないけど、それでも一人ずつ抑おさえれば十分時間稼かせぎにはなるからね」

　ジンノは手しゆ榴りゆう弾だんの類は一切持たずに、予備弾薬をもてるだけ持ち込んだ。通常のサブマシンガンよりも装弾数が多いＰ90に予備のマガジンで合計三百発。さすがのジンノも普段より少し動きが重めだが、今回は時間稼ぎがメインなため機動力よりも持久力をとることにした。サイレンサーも装着し射撃時の銃口の発光や発砲音を抑えてある。

　戦場の後方右う翼よくにジンノがついた。ここを抜かれるとベイホールに敵の侵入を許すことになる。左さ翼よくやや中ちゆう盤ばんよりの地点には広場のようなスペースが設けられていた。この広場の手前にハナとウリューＢＯＴが待機する。左翼のルートを選んだ場合、必ず敵はこの広場を通過することになるため、隠れられる場所もなくハナたちに狙い撃ちされるという寸すん法ぽうだ。

　前衛はシャドウとブリッツが務つとめる。ブリッツはできるだけ派は手でに動き、敵の注意を引くのが仕事だった。シャドウはブリッツの作った隙すきを利用して敵を倒していく。最初からアサシンモード全開だ。ブリッツは「まぁ……相手の素す性じようはわからなくても中身は人間なんだからほどほどに頼むぜ？」と言っていたが、歌姫を守るという任務に普段は抑おさえ目めなシャドウの士し気きは高揚していた。心しん拍ぱく数すうも常に高めで闘争本能に火がついている。今日もベイホール付近を警戒中に、海側から無理やりフェンスをよじ登って侵入してきた爆弾魔を一人抹殺したところだ。

（――一曲目は『あなたの腕に抱かれて』……温ぬくもりに満ちた魂たましいの抱ほう擁よう……詩的すぎる。これではナスカのようだな）

　自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべながら、シャドウはタンクローリーの陰かげから陰を渡り歩く。さっそく敵を視認すると、すかさずタンクローリーのタンク部分に備え付けられている梯はし子ごを登り、壁を成している車両群の上に出た。バスの天てん井じように飛び移る。戦場となった一本橋にはライトが備え付けてあるのだが、その光源を避よけて疾走する黒い影。シャドウは暗視スコープをオンにして再び周囲を警戒し、敵が単独行動中だと分かると……その頭上から飛び掛かる。

　銃を構えるいとまを与えず一人目を倒した。敵は相変わらずの白仮面だ。すかさず死体から離れるシャドウ。直後、死体は爆発する。コットンからの「一人撃破。でも、増援が一人！」の声も変わらない。シャドウは暗くら闇やみの中で光こう学がく迷めい彩さいをオンにした。ただでさえ今のシャドウを暗闇の中で探し出すのは困難……にもかかわらず、加えて透明人間状態となれば仕掛けられた相手はたまったものではない。

　シャドウは二人組みを発見した。連携している白仮面というのは珍しい。片方は盾たてを持ち、もう片方がボルトアクション式の狙そ撃げき銃じゆうというコンビだ。

　しかも彼らは他の白仮面とは違い会話までしていた。コンテナトラックを背にしてシャドウはリリィの歌声をミュートさせると、その会話の内容に聞き耳を立てる。

「ねぇ兄貴？　前に出ないと他の連中に先を越されるんじゃない？」

「時間内に何度でも復活できるっていうのは、正直狙撃手には不ふ利りな仕し様ようだからな。かといって前に出れば旅団の餌え食じきだ。ともかく他の連中を旅団にぶつけて疲ひ弊へいさせ、時間ギリギリまで待つ。どうも敵はこっちの動きをどこかで追跡しているみたいだし」

「けど、でも、もし誰か他の参加者が突破しちゃったらどうするの？」

「そのときは諦あきらめればいい。引ひき際ぎわってものが肝心だ」

「やっぱり新生白はく銀ぎん騎き士し団だんの方が良かったんじゃないかな。報ほう酬しゆうは確実だし」

「昔のヘルハウンドならありだったが……最近のアレはだめだ。すっかり腑ふ抜ぬけちまった。今にも『仲間』だの『友情』だの言い出しそうな雰囲気で……正直ビジネスの相手にはならない」

　白い仮面の下が何者なのかシャドウは把は握あくした。彼らは金で動くある意味生きつ粋すいの傭兵――矛む盾じゆんブロスだ。他の白仮面たちがそれぞれ独立して動いていることからも、どうやらリリィを殺害した白仮面がＭエムＶブイＰピーとなり、他の参加者にはなんの賞しよう与よもないらしい。だから彼らは連携しないのだ。矛盾ブロスは最初から狙撃手の兄が敵を倒してスコアを伸ばし、弟はバックアップに専せん念ねんするという役割分担がはっきりしていたため、白仮面をつけていながらも協力して行動している……そうシャドウは推測した。

　そして、彼ら兄弟の作戦は徹底的な「待ち」だ。となればシャドウのやるべきことは一つだった。

　彼らが口を閉ざすまで情報を耳で集めると、黒い影はすぅっと音も立てずにその場から立ち去る。他の敵影に警戒しつつ安全距離まで離脱したところで、シャドウは矛盾兄弟から得た情報を指揮車へと報告した。主要なルートに張り付いているキャンパーはつぶさなければならないが、戦場のはずれで待っているだけの敵は相手にせずに、わざと「生かす」のだ。そうすることで、敵の攻撃参加人数を減らすことができた。彼ら兄弟はトリモチ地雷を使うまでもなく、そこにいるだけで敵チームの参加人数上限を圧迫しているお荷物になるのだ。

　シャドウからの報告がチームに行き渡り、ブリッツも状況を把握するとマップに矛盾兄弟の位置をマーキングする。彼らが現状で動くことはないと踏ふんで、矛盾兄弟の射線にだけは入らないようブリッツは留意した。

　今日のブリッツは閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを三つ、煙えん幕まく手榴弾が二つに大型ハンドガン。隠し武器の強化型フラッシュライトというスタイルだ。白仮面が何度でも復活可能だという裏は取れたのだが、それでもブリッツには相手に銃口を向けるつもりはない。

　暗闇の中を疾走する。だがシャドウのように物もの陰かげを警戒しながら移動するのではなく、十字路を堂々と横切ってみせた。その直後ブリッツの後方で銃声が鳴る。敵に発見されたようだ。追撃は必ひつ至しだろう。橋の縁へりがブリッツの目前に迫る。バスが壁になり右折しかできない一本道だ。曲がる手前でブリッツはわざと後ろを向く。先ほど発砲した白仮面がちょうど角から姿を現したところだった。敵はブリッツを視し認にんして再びアサルトライフルで銃撃する。それよりもワンテンポ早く、ブリッツは角を曲がってバスの裏手に隠れるように射線から逃れた。それでも白仮面はバスにライフル弾を撃ちこみ威嚇を続ける。貫かん通つうした弾丸がブリッツの肩口を掠かすめた。

「っと！　隠れても油断はできないな」

　これくらいの軽度なダメージはブリッツにとって日常茶さ飯はん事じだ。白仮面の次の行動をブリッツは予測する。敵の位置データはマップに表示されているのだが、リアルタイムではなく設置されたカメラの前を通った時に反応が出るため、若干のタイムラグがあった。敵の選択肢は二つ。ブリッツを追うか、待つか。このまま橋の縁まで進行し右折してブリッツを追撃するのがセオリーだが、白仮面の中身がブリッツの戦闘スタイルについて予備知識があるなら、安あん易いな追撃は危険だということもわかっているだろう。さらに、先日のコテージでの戦闘でトリモチ地雷によって行動不能にさせられた経緯もある。

「けど……来るな。こりゃ」

　ブリッツが十字路をつっきったさいに撃ってきた積極性。さらに追撃してきた行動力からも、敵はキャンプではなく突撃するタイプだとブリッツは判断した。今回の戦闘に限って言えば、時間稼ぎのためにも敵にはキャンプしてほしいところだが……乗ってきてくれる相手の方がやりやすいというのもブリッツの本心だ。

　足音が近づいてくる。復活を前提にしているせいか敵の動きに迷いがない。

　白仮面が橋の縁から右折すると、そこには投とう擲てき済みの閃光手榴弾が転がっていた。光が爆はぜる。仮面をつけていても視界は真っ白く染まり、悪あがきするように銃を乱射する白仮面。だがこの無作為な乱射でも発砲しないよりは生存率が高まるのだ。乱射しながら白仮面はゆっくり後退する。再び橋の縁へと戻り、アサルトライフルを１マガジン撃ち切ると白仮面はすかさずハンドガンに持ち替えた。そのまま右う折せつ路ろに注意を向ける。ここからいつ二個目の閃光手榴弾が飛んでくるかもしれない。もしくはブリッツ本人が飛び出してきて、接近戦に持ち込まれる可能性もある。が、白仮面の視界がすっかり元に戻ってもブリッツは飛び出してこなかった。

　五秒……十秒。まだブリッツは来ない。アサルトライフルは弾切れだ。マガジンチェンジのタイミングにはぴったりだった。白仮面はハンドガンをしまいアサルトライフルに持ち替えるとマグチェンジの作業に入る。

　そんな白仮面の背後に、右折路からぐるっと一周してきたブリッツが迫っていた。通常なら回り込むのにアサルトライフル持ちで二十秒ほどかかる道のりだが、ブリッツの全力疾走はそれより五秒早い。

　マガジンを換え終えたところで、白仮面の背中にブリッツのドロップキックが突き刺さった。その手からアサルトライフルが零こぼれ落おち、白仮面の男は橋の縁まで吹っ飛ばされると、勢い良く縁を乗り越えて海へと落下する。

　海中から爆発音が鳴り水面に噴水のような水みず柱ばしらが立った。

「土産みやげができたな。なんかすげぇ重装備でやんの」

　落ちたアサルトライフルをブリッツは拾い上げる。オプションを取り付けるレールにフォアグリップやフラッシュライト。ドットサイトなどでごてごてとデコレーションされていた。弾薬が満タンのマガジンが刺さっている。自分で使うつもりはないのだが、ちょうどハナのアサルトライフルと同じ型だった。

　ずっしりと重いためマガジンだけ失しつ敬けいすると、ブリッツは海中にアサルトライフルを投げ捨てる。敵の位置情報をつかめることもあって、今回の戦闘も旅団有利のまま進んでいた。




　指揮車でコットンが小さく息を吐く。この調子ならライブ終了までリリィを守るのは思いのほか簡単かもしれない。

「ウリューくん最近忙しいの？」

「ん？　あぁ、ちょっちねぇ。大人にはいろんな事情があるんだよぉ」

　指揮車に同席している技師は所しよ在ざいなさげに返す。

「戦闘中に聞くのも変かも……っていうかウリューくんがぜんぜん来なかったから今しか聞けないんだけど、ウリューくんはジンノさんのこと変だな～～って思ったことない？」

　オペレート用のマイクをオフにして、ジンノに聞かれないように気をつけながらコットンはたずねる。もちろん視線は各種コンソールやディスプレイのチェックを怠おこたらない。敵の動きに注意を払いつつ会話をするあたり、すっかりコットンは指揮車のシステムを使いこなしていた。

「変って？　彼ってば天才だし、天才となんちゃらは紙一重って言うからねぇ」

「そういう変さはわかってるの！　もっとデータ的な問題なんだから。そっちにコットンちゃんがまとめたデータを回すから読んでみて」

「ほいほいっと。えーと……心拍数のデータだねぇ」

　ディスプレイにコットンがグラフ化した旅団の戦闘データを開くと、ウリューは心の中で「そろそろ頃ころ合あいか」と呟つぶやいた。コットンがジンノの正体に気づきかけている。むしろ良くここまでもった方だ……と、ウリューは息を吐く。

「一定すぎるでしょ？　この前、本人に直接聞いてみたんだけど、いくら体質で緊張しないっていっても……」

「そうだねぇ。確かにこれはちょっと人間離れしすぎてるとオレッチも思うよ。この戦いが終わったらゆっくり検討しよっかコットンちゃん？」

「うんうん！　まさかジンノさんが超高性能ＢＯＴだったとか、そんなオチはないとおもうけど気になるしッ!!」

（――ご明めい察さつ。まさかこの子に感づかれるとは思わなかったねぇ。オレッチの指導が良すぎたせいかな？）

　指揮車の運用については、時々ウリューがさりげなくヒントを与えてコットンに指導していたのだが、それがある意味裏目に出たようだ。

（――しかしこのままだと楽に防衛されちゃうか……ここは一つ難易度を上げないといけないかもねぇ）

　こっそりとウリューは自分の端末を指揮車のコンピューターにつなぐ。そこからとあるデータを流し込んだ。

　それが終わるとコットンの目の前のディスプレイが暗転し、戦場に設置した十数台のカメラからの映像が次々に途と絶だえた。さらにブリッツたちの視点から指揮車に送られてくる視覚情報も遮しや断だんされる。

「わあああッ!!　なにこれ？　ちょっと壊れちゃったの!?　ウリューくん修理してッ!!　早くッ!!」

「機械だから一つや二つ壊れることはあるけど、これはクラックされたってことかな？　外に出て調べてみるけど、この戦闘中に復旧させるのは難しいかもねぇ」

「どどどどどどどうしよう！」

「とりあえず音声回線は生きてるみたいだから、みんなに状況を説明してバックアップだよコットンちゃん」

　ウリューがやけに落ち着いているのだが、それに気づくほど今のコットンは冷静ではない。オペレーター用のマイクをオンにしてブリッツたちにカメラが使えなくなったことを報告する。

（――名残なごり惜おしいねぇ。週末の旅団……久しぶりに仕事抜きで楽しかったよ）

　ウリューはそっと指揮車を降りる。コットンが中にいる状態で外からロックをかけた。ウリューという傭兵個人の力ではなく、ジェネシックゲームスのエンジニアとしての権限を使用して……だ。簡易なロックだがコットンの知識では開けることはできないだろう。ログオフしても再ログインしたときはこの車両の中に出るよう設定する。

　指揮車にはあらかじめＣ４爆弾が設置してあった。

（――さて……最後の仕上げか）

　ウリューの手には小型拳銃が握られていた。




　コットンの声が届く前にブリッツは異変にいち早く気づいていた。マップの更新が途切れて敵の反応が消えたのだ。

「みんな聞いて！　指揮車の映像関係が全部駄目になっちゃって、今ウリューくんが直してるけど復旧できるかわかんないって！」

　今日までの防衛がうまくいっていたのも、敵が連携しなかったことと敵の位置を事前に知ることができるこのシステムのおかげだった。だからこそ復活してくる白仮面相手にブリッツたちは互角以上に戦えたのだ。

「んじゃ、ピンチってことだな？」

　ブリッツの表情は……笑っていた。これくらいのアクシデントはあって当然とでも言いたげだ。だがさらに追い討ちがかかる。ジンノからの通信だった。

「僕の方からも一つあるんだけどいいかな？　敵の白仮面の一人をトリモチ地雷には追い込んで、うまく地雷を踏ませた……までは良かったんだけど、トリモチ地雷で身動きを封じたのにそれでも自爆しちゃったんだ。敵もバージョンアップしてるようで、死亡や戦闘不能で自動起爆するだけじゃなく、任意のタイミングで自爆できるようになったみたい」

　ブリッツの表情が少しだけ引き締まったものへと変化した。待機中のハナは監視カメラの敵位置情報がなくなった時点からずっと青ざめたままだ。

「ど、どうすんのよブリッツ！　まだライブは三曲目が始まったばかりよ？」

「こういうときは慌てず騒がずプランＢでいくか？」

「プランＢってなによ！　そんな作戦用意してないわよ！」

　通信越しのハナのツッコミにブリッツは笑って返す。

「まあがんばってあがいてもがいて、無理やりにでもどうにかするって作戦だ」

「それって作戦じゃないわよ！」

「でも俺たちらしくないか？」

　ブリッツの言葉に反応してシャドウが「……同意」と返す。だがジンノはブリッツの意見に少し否定的だ。

「うん、今までならそれでよかったと思うよ。だけど相手には復活機能があるんだし、そろそろブリッツも本気をみせないとね」

　通信しながらジンノはＰ90で白仮面のショットガン持ちを華か麗れいに撃破する。

「本気って……俺はいつだって本気だぜ？」

「……銃を使うべきだよ。この前プールでやった水鉄砲バトルでブリッツが銃を使えることは証明済みなんだし。奇妙なポリシーを貫いたり、プライドを守るよりも今は歌姫の護衛に全力を尽くすべきなんじゃないかな？　相手は何度でも復活できるんだし、殺したって死なないなら大丈夫でしょ」

　ジンノの状況判断は正論だ。ブリッツには返す言葉もない。そもそも徒と手しゆ空くう拳けんにこだわっていたのも敵を……いや、対戦相手を思ってのことだ。だが今戦っている白仮面たちはブリッツの思いなど最初から通じない、素す顔がおの見えない相手だった。

　非道に対しては礼を尽つくすことはない。そんなジンノの提案だがブリッツはあっさりと首を横に振る。

「いや、やっぱり銃は使えんな」

「それで歌姫を守れなかったらどうするんだい？」

「それが俺の力の限界だ。もちろん、そうならないよう最大限の努力はする……けど、銃は使わない。俺がこうしてみんなと出会えたのも……リリィと縁えんができたのも……このスタイルのおかげだし」

　ブリッツは未来をみていた。今の自分だったからこそ、仲間との関係性が芽め生ばえたのだ。それを大切にしたい。この先もそんな自分でありたい……そして、もっとたくさんの出会いをブリッツは求めている。

「ここで終わるかもしれないんだよ？　ブリッツはそれでいいのかい？」

「終わらねぇって。何度でも挑戦できるだろ……その気持ちがある限り、世界はこたえてくれるんだからな」

「ブリッツが倒されたらリリィはいったい誰が守るのさ？」

「そんときはジンノ……頼むぜエース。それにシャドウも気合十分だからな」

「僕だって倒されるかもしれないよ？」

「そんなことを言い出したら、どんだけ勝てる要素があっても心意気で負けちまうぜ？」

　なんとしてでもブリッツに銃を持たせる……そのつもりだったジンノだが、これだけのお膳ぜん立だてがあってもブリッツは変わらなかった。

「……五人目撃破」

　シャドウがブリッツとジンノの舌戦の合間に報告をいれる。今までの状況から推測するに、相変わらず敵は倒した矢先に復帰しているのだろう。だがシャドウは黙もく々もくと戦闘を続ける。光学迷彩のバッテリーが底をついたため、装備ごと外してさらに身軽になった。車高の高い自動車の底部に身を隠し、敵が行き過ぎたのを確認してから這はい出ると追走し、背後から襲い掛かる。リリィの歌声をＢビーＧジーＭエムにシャドウはナイフを振るい続けた。

　守るために戦う……おそらくブリッツたちと出会わなければ、こんな高こう揚よう感かんとは無縁だっただろうとシャドウは考える。自分の中で何かが開きかけている。もう少しで手が届く。そんな感触がシャドウの集中力を一層高めていた。

　暗殺者の足は縦じゆう横おう無む尽じんに戦場を一周して、いつの間にかハナたちの後方に回り込んでいた。そこでシャドウは目撃する。広場前面に意識を集中させているハナの背後に、敵のショットガン持ちが近づいていたのだ。シャドウは吼ほえた。

「ハナッ!!　後方警戒ッ!!」

　同時に普段は滅多に使わない拳銃を手にして、シャドウはショットガン持ちに向かい発砲する。相手の注意を引こうと必死だった。だがサイレンサーを装着しているシャドウの拳銃では、敵へのアピールは不可能だ。銃声もマズルフラッシュも押さえ込まれる。当てにいけるほど拳銃射撃が得意ではない。だが、それでもハナに流れ弾が当たらないことを祈りながらシャドウはトリガーを引く。

　シャドウの声にハナは振り返った。背後から忍び寄った白仮面はハナに気づかれてもお構かまいなしに距離を詰める。すでにショットガンの射程圏内だ。ブリッツは前線でジンノは後方でも広場とは逆サイドで現在交戦中。ウリューＢＯＴはハナが振り向き終えてからようやく後ろを向き始めている。役立たずだ。援護も望めない。

　狙われたと自覚した瞬間から、ハナは時間がゆっくりと流れているような錯さつ覚かくに陥おちいっていた。

（――頼れるのは自分の腕だけ）

　照準を敵の白仮面に合わせる。敵もすでに発砲体制だ。引き金を引く。そしてハナは祈る。相手よりも早く自分のライフル弾だんが届くことを。

　直後、ショットガン男は倒れふし……爆発した。爆風にあおられてハナは軽く尻しり餅もちをつく。だが怪我らしい怪我はない。

　ハナは撃ち勝った。真正面から自分の力で勝利をもぎ取ったのだ。

　シャドウが地面に座り込んでほうけているハナに駆け寄り、手を差し伸べる。勝利の余韻に浸っていたハナが、やっと気づいてその手をとり立ち上がろうとした……瞬間、ボルトアクションの威圧的な銃声とともにシャドウの太ももに一撃が加えられた。のけぞってシャドウは後ろに倒れこむ。すかさず銃声のあった方角へとウリューＢＯＴが発砲した。だが、その銃撃は堅けん牢ろうな盾に阻まれ届かない。

　時間の経過とともに後方待機していた矛盾兄弟が動き出したのだ。

　兄のボルトアクション狙撃銃が次弾を装そう嗔てんした。うるさいハエを追い払うようにウリューＢＯＴの頭に撃ち込む。旅団の最初の犠牲者だ。

「逃げろッ!!　ハナッ!!」

「で、でもッ!?　シャドウを置いて逃げるなんてできないわよ！」

「それがやつらの狙いだ」

　わざと一撃では殺さずに、急所を外して戦闘力だけ奪いカバーに入った仲間を狙う。今のシャドウは自分が餌えさにされていることを瞬時に悟さとった。

　シャドウのハンドガンがハナに向けられる。説得するだけの言葉が思い浮かばない。

「行けッ！」

　シャドウの気持ちを汲くんでハナは物陰に隠れる。白仮面をかぶった狙撃手と盾持ちの二人組みは広場の反対側だ。この戦場でもっとも長い直線コースだった。その射線上からは逃れたが、ハナはそれ以上シャドウから離れない。

　次の銃弾はシャドウの耳もとに着弾した。その次は首筋に……。徐じよ々じよに近づいてくる。シャドウをいたぶってハナを誘い出そうという魂こん胆たんだ。アサルトライフルが有効な距離だが、ハナは確実に撃ち負ける。盾の差があった。この盾に守られているおかげで、狙撃するにはやや近い距離であっても、二人組みはアサルトライフル相手に十分応戦可能なのだ。

　ハナは決心がつけられずにいる。ブリッツなら……ここは煙幕手榴弾で敵の視界をさえぎり、シャドウの体を狙撃手の死角に移動させるだろう。だが予備マガジンを限界まで持ち込んだため、ハナは煙幕手榴弾など持ち合わせていなかった。

　シャドウはハナに向けていた銃口を自分のこめかみに当てなおす。

「……ありがとう。こういう終わり方も……悪くはない」

　仲間の足を引っ張るくらいなら潔いさぎよく死を選ぶ。最後まで歌姫の護衛に参加できなかったことは心残りだが、シャドウには他に良い考えが思い浮かばなかった。

　不意に無線の声がシャドウの名前を呼び止める。

「僕との約束を反ほ故ごにするつもりかい？」

　声は全体にではなく単独回線でシャドウにだけ届けられていた。冷たく澄んだその言葉にシャドウの背筋はゾクリとなる。

　ジンノだ。状況を察したジーニアスは自分の相手を早々に片付けると、白仮面の兄弟の側面に回りこんでいた。

「ハナさん牽制よろしくね。適当に弾をばら撒まいてくれれば僕がなんとかするよ」

　今度はハナに優しく囁ささやく。ジンノの声にうなずくとハナは飛び出して広場の向こうへとアサルトライフルを乱射した。すべて盾に弾はじき返かえされるがお構いなしだ。ハナの攻撃が止むと、今度は自分たちのターンとばかりに、盾の背後から狙撃銃の銃口が顔を出す。が、引き金が引かれることはなかった。正面のハナに完全に注意を奪われていた仮面の兄弟を、ジンノは脇腹から一いち網もう打だ尽じんにしてみせる。シャドウはハンドガンを下ろしていた。すかさずハナはシャドウをバスの裏手に引き込むと、治療キットを取り出して応急処置を施す。

「……すまない。生いき恥はじをさらすつもりはないのだが……」

「止し血けつはしたけど……しばらく足を使った戦いは無理そうね。わたしがカバーするから休んでて。まだライブは終わってないでしょ？　最後までリリィの歌声をいっしょに聞きましょ？」

「……了解」

　広場の銃声を聞きつけた他の白仮面がすぐにもジンノに群がってくる。ジンノはシャドウとハナから敵の集団を引き離すように前線へと駆け上がるのだった。




　ハナとシャドウが機動力を失い、ウリューＢＯＴも倒されたため戦場を動けるのはブリッツとジンノの二人だけだ。そのジンノも連戦で予備の弾薬が危険域に達たつしつつある。敵の武器を拾おうにも倒したとたんに爆発するため、銃の確保は難しい。要よう所しよ要所でブリッツが地雷原に敵を誘い込みトリモチ地雷が炸さく裂れつするのだが、白仮面たちは自爆することで地雷を無効化する。

　シャドウを庇かばってあれから三人ほど敵を退しりぞけたハナだったが、予備のマガジンを使いきり……あと残り１マガジン。これを撃ち切ればハンドガンで応戦するしかない。

　ライブ終了まであと二曲。状況は……絶望的だ。

　広場の後方で防衛を続けるハナは躊ちゆう躇ちよした。敵は一人。先ほどから三回連続でハナに倒されているサブマシンガン使いだ。同じルートでつっこんでくるので応戦はしやすいのだが、動きが機敏なためハナの射撃技術では初弾を外しやすい。倒すのにどうしてもアサルトライフルの弾を多く消費してしまう。

　先ほどのショットガン使いを相手にした時に出た、時間の流れがゆっくりとスローモーションになる感覚はもうハナには発現しなかった。敵の姿を視認したが初弾を外し、追撃で弾をばら撒いてやっと倒す。あれだけ大量に持ち込んだアサルトライフルの弾は底を突いた。その間かん隙げきを縫ぬうように次の白仮面が広場に突撃してくる。どうやら他の白仮面が何度もハナたちに食い下がるのをみて、弾切れするタイミングを待ち潜伏していたらしい。

　ハナがハンドガンに持ち替えて乱射したが、白仮面はハナやその後ろで回復中のシャドウに見向きもせず、全力疾走で広場を駆け抜けていった。

　ジンノもブリッツも自分たちの持ち場を維い持じするのがやっとだ。シャドウはバスに寄りかかりながらうなずいた。「自分は大丈夫だから、奴を追え」というアイコンタクトが成立する。

　ハナは拳銃のマガジンを交換しながら白仮面を追う。ホールの建物がコンテナトラック越しに近づいてきた。もう、敵にとってのゴールは目前だ。ハナは一発一発、狙いを定めてハンドガンを撃ち追撃する。しかし走りながらではまともに当てられる気がしなかった。かといって立ち止まれば距離が伸び、敵の背中は拳銃の有効射程外に逃げてしまう。

　最後の突き当たりを曲がった白仮面。もうゴールは目もく前ぜんだ。自分がＭＶＰになったと白仮面が思い込んだその時……目の前に男が立ちふさがった。夜間戦闘にもかかわらずサングラスをかけている。アフロヘアという組み合わせにより異様なまでの存在感だ。男の手にはショットガンが構えられていた。

「一撃必殺ッ!!」

　雄たけびとともにアフロのサングラス男は発砲した。至近距離から散弾を白仮面に浴あびせかける。アフロ男は倒した敵に目もくれずわが道を歩むと、ショットガンを肩に担かついでポーズを極めた。ぴったりのタイミングで倒れた白仮面が爆発する。まるで戦隊モノのヒーローのようだ。

　アフロ男はかつて、プライベートトーナメントの白銀杯決勝戦で旅団と戦ったこともある散弾銃使い――ライアットだった。あの時と同じ白い装しよう束ぞくに袖そでを通している。

「もしかして……援軍なの？」

「こっから先には誰も通しゃしねぇ。あと三人来るんで、そっちの指揮車に登録してくれいッ!!」

　ハナたちの頭上にヘリコプターの羽は音おとがこだました。マップ上に味方を示す光点が浮かび上がる。ヘリは事前に味方として登録されていた機体で、地対空ミサイルのロックオンはされなかった。居座るように戦場の上空で制止する。ロープが降ろされ人影が二つすばやく戦場に降り立った。ヘルハウンドとストレイ・シープだ。さらに最後の一人がヘリコプターのデッキに仁に王おう立だちする。どこにセットしていたのかスポットライトがあてられた。

　純白の戦闘服に身を包んだ眉び目もく秀しゆう麗れいな金髪の青年――白銀騎士団の団長だ。

「真しん打うち登場ですよ！　歌姫に群がる卑いやしいハエどもよ！　この新生白銀騎士団が来たからには覚悟……」

　次の瞬間、銃声が鳴り響くと同時に団長は頭部を撃ち抜かれて、そのまま墜つい落らくする。即死だった。

　仲間が倒されたことを特に気にする素振りもなく、ヘルハウンドはヘリから墜落した団長の死体に告げる。

「テメェの遺志は引き継いでやるから安らかに眠れ。あと、こんなこともあろうかとテメェの資産の一部はオレの名義に変えさせてもらったんであしからず」

　ハウンドは止めたのだが旅団のピンチに華麗に登場したいという団長スポンサーの意向で、援護に駆けつけるのが遅れてしまった。ピンチになる頃を見計らっての登場というだけでもどうかしているのだが、その上ヘリのデッキに仁王立ちとなれば、いくら歴戦の傭兵であるハウンドでもフォローは不可能だ。

　ライアットにハウンドとシープ。指揮車のコットンが三人のコードを承認して全員が通信を共有した。

「テメェらに協力するんじゃねぇ。これはビジネスだからな。とっとと配置を言えッ！」

　ハウンドの通信にブリッツが嬉き々きとして返答する。

「やっぱ仲間っていいなぁ……助かったぜ！　ありがとうな！」

「話聞いてたよなぁ？　頭ん中にこんにゃくでも詰まってんのかテメーはッ!?」

「ハウンドは俺と位置をコンバートして、ちょっと前線を頼む。で、ジンノとシープは合流してくれ。シープはサブマシンガンのダブル持ちなんだろ？　一丁ジンノに貸してやってくれないか？　シャドウは動けるなら最後尾まで下がってライアットのバックアップを頼む。ハナは広場で待機してくれ。渡したいものがあるんだ」

　ブリッツの指示でハナとハウンド以外が動き出した。

「ちょ、ちょっと！　こんな時に渡したいものって何よ？」

「すごく大切なものなんだ。黙って受け取ってくれ」

　この一言にハウンドが耐え切れず吼える。

「テメェ状況選べってんだよ！　今がどういう時かわかってやがるのか？」

「わかってるって……今しかないんだ……」

　ブリッツの声は真剣そのものだ。ヘルハウンドとハナは偶然にも同じ想像をしていた。指輪だ。非常識にも思えるのだが、戦場で死ぬかもしれないという状況を演出に使ったプロポーズなのかもしれない。だとすればブリッツは相当な策さく士しだとヘルハウンドは心の中で遠吠えする。

（――ふ、ふざけるんじゃねぇッ!!　こんな状況下で……もしかしたら恋愛の達人なのかッ!?　全部計算だとかほざくんじゃねぇぞッ!!）

　ハウンドのベストのポケットにはピアスのケースが入っていた。

（――これはその……前にシープが俺様に献上してから荷物整理をしていなくて……たかがピアス一つの重さで機動力も損そこなわれねぇし、面倒だからそのままにしていただけであってだな。こ、こういう事態を想定していたわけでもなんでもねぇのにブリッツのクソ野郎がああああああああぁッ!!　指輪とピアスじゃどっちが格かく上うえかなんて戦う前からわかってるだろうがッ!!　そ、それに俺はもうシープと付き合う的なことをハナの前で宣言してるわけだし、今さらいきなりピアスを贈るなんて気持ち悪い行動できるかッ!!　死ねッ！　死ね死ね死ねッ!!　つうか、死にてぇ……）

　ハナはブリッツの呼びかけに「イエス」の簡易通信でこたえた。

　ハウンドはピアスのケースをポケットから取り出すと、一度じっと見つめてから物もの陰かげに投げ捨てる。そんなハウンドの耳にもブリッツからの通信は届いた。

「ちょうど四曲目も終わったな。最後の曲だ。みんなラストスパートといこうぜ！」

　ブリッツは前線からじわじわと後退する。一人、先ほどからブリッツに付かず離れずの距離を保たもったままの白仮面がいた。セミオートの狙撃銃使いだ。ブリッツがトリモチ地雷に誘い込んでも引っかからず、時折威い嚇かく射しや撃げきかと思うような、まるで殺気のない銃撃をしながらずっとブリッツを追ってきている。どこまで距離を詰めるとブリッツが閃光手榴弾で奇襲してくるかを、その狙撃手は完かん璧ぺきに把握していた。それだけにブリッツは近づくことも逃げることもできずにいる。

（――ハナと合流する前になんとかせんとな）

　ブリッツにはなんとなく心当たりがあった。遊園地での観覧車の狙撃は恐らく彼女だ。遊園地で時折あらぬ方向から狙撃を受けたのだが、今になってみればそれは「警告」だったのかもしれない。ブリッツとリリィが逃げやすい方向を、敵の狙撃手は示していた。

　あの特徴的な銀髪も褐かつ色しよくの肌も別の姿に書き換えられているのだが、彼女でなければブリッツの間合いをここまで理解し、踏み込まず距離をとりながら追いかけて、なおかつチャンスがあったにもかかわらず狙撃をわざと外す理由はない。

（――どうやって敵の組織にもぐりこんだのかはわからんが、道理で連絡がとれなくなるわけだ）

　ブリッツは立ち止まると振り返った。棒ぼう立だちで無防備だ。

「ナスカ！　帰って来いよッ!!」

　いつ狙撃されてもおかしくない。少年が声をあげたことで、それを聞きつけて他の白仮面が襲ってくるかもしれない。だがブリッツは彼女を待つ。ブリッツの嗅きゆう覚かくがナスカから匂においを感じていた。彼女は戻りたがっていると。

　返答はない。

「ずっと向こう側から俺たちをカバーしてくれてたんだよな？　ナイスな援護射撃だったぜ！」

　白仮面の狙撃手はスコープ越しにブリッツの顔を捕ほ捉そくしていた。トリガーを引く。弾丸はブリッツの耳元を掠かすめた。空気を切きり裂さく甲かん高だかい音が通り過ぎていってもブリッツは微び動どうだにしない。

「また一緒にやろうぜ！　だから帰ってきてくれよ！」

　次の銃弾が肩口を通り抜けた。それでもブリッツは動かない。

「一人じゃつまらんだろ？　また聞かせてくれよ前世の話ッ!!　結構毎回楽しみにしてたんだぜ。スルーすんのも含めてお約束だもんな!!」

「わたくしの過か去こ世せいは偽いつわりのものではありませんわッ！　お約束だなんて悲しいことをおっしゃらないでッ!!」

　銃弾ではなく声が返って来た。

「過去世って、相変わらず何言ってるんだおまえは？　変わりがなくて嬉うれしいぞ！」

　楽しげにブリッツが叫び返す。と、同時に狙撃銃の銃声が鳴り響いた。弾丸は再びブリッツの耳元を通過すると、その背後に現れた白仮面のサブマシンガン持ちに命中する。

「ブリッツ……信じてくださるの？　闇やみに魂を落としたわたくしでさえも……再び迎え入れて抱きしめてくださるだなんて……太陽の王はどのような深い漆しつ黒こくの闇をも照らし、氷に閉ざされた心を温もりで癒いやしてくださるのですね」

　狙撃手は闇の中からゆっくり歩み出ると仮面に手をかけた。それを外すと彼女の姿がもとの銀髪の美女へと戻る。

「相変わらず全力で受信してるな。一安心だ」

「貴方あなたと永遠にともにあるという誓いを破やぶった罪は、何万年の時をもっても償つぐないきれるものではありませんわ」

「けど、今さっき俺の背後の敵を倒して助けてくれただろ？　それでチャラってことでいいんじゃねーか？」

　ナスカに歩み寄ると彼女の端末を取ってブリッツはオンにする。指揮車にさらに仲間の反応が加わった。そのまま無線でブリッツは続ける。

「みんなに隠してたんだが……ナスカには敵組織『ノイシミカ』の内ない偵ていを頼んでおいた。情報がある程度つかめたんで帰ってきてもらったところだ」

　すぐさまハナが声をあげた。

「いきなり何言い出すのよ!!　内偵って……聞いてないわよそんな話ッ!!」

「敵を騙だますには味方からって言うだろ？　全部俺の指示だ」

「あんたにそんな高度な指示ができるわけないじゃない!!」

「俺は切れ者リーダーで通ってるんだぜ？　知らないのかハナは？」

「猪ちよ突とつ猛もう進しんのバカの間違いでしょッ!!　ほんとに……戻ってきてくれたの？」

　ハナの声はナスカに向けられていた。自分からチームを離れたことを正直に言うべきか迷ったナスカだが、それを言えばこうやってかばってくれたブリッツの面めん目もくをつぶすことになる。

「みなさまにはご迷惑をおかけしましたわ。敵組織の全容まではつかめませんでしたが、仮面を一つ入手してまいりました」

「ナスカもナスカで大変だったんだ。みんな責せめてくれるなよ？」

「もしかしてナスカがリリィのことを嫌ってたのも、旅団を離れるためのフリだったの!?　ナスカがいなくなってさびしそうにしてたブリッツの態度も、全部演技だったっていうわけ？」

「さすが相棒。全部お見通しか。まいったな」

　ブリッツは嬉しそうに笑う。ナスカはそんなブリッツの横顔に思わず頰ほおを赤らめていた。自分がいなくなってからも、ブリッツはずっと心配してくれていたのだ。

「つうわけでナスカはこの地点で防衛を頼む。敵が多いと感じたらヘルハウンドと合流してくれ。死ぬなよ？」

　裏切りととられても仕方ないナスカの単独行動について、ブリッツは不問どころかチームへと戻るきっかけまで即そく席せきで用意してみせた。

「わかりましたわ。この命を捧げるときは……あなたの命を守る時。そのときまで死なないことをお誓ちかいいたします」

　ナスカの復帰。新生白銀騎士団三人の援護。敵にチーム戦術という概がい念ねんがあったなら、とっくの昔に旅団は敗やぶれていただろう。だが、いくら復活することができても白仮面たちはその大半が単独行動だ。独ひとりの力には限界があった。

　旅団と騎士団は違う。個々の技術に加えて情報の共有と連携が力を何倍にも膨ふくれ上がらせる。

　ナスカに背中を任せるとブリッツは広場方面へと駆け戻った。途中でヘルハウンドとすれ違う。

「戦場じゃテメェとの決着はまだついてねぇんだ……簡単に死にさらすなよクソ野郎」

「楽しみにしてるぜ。次はチーム戦だな？」

　ハウンドが戦線を押し上げる。ブリッツは広場を渡り、ようやくハナのもとへとたどり着いた。

「ブリッツ！　本当にここまで下がってくるなんて……それにしても酷ひどいじゃない！　なんでナスカのこと黙ってたの？　副リーダーなのに……わたしってそんなに信用できないわけ？」

「悪かったなハナ。今度からは一番にお前に相談する。約束だ」

　そう口にしながらブリッツはハナの手をとった。

「ちょ……ちょっと……こんな時にこんな場所で……」

　見つめ合うとハナはそれ以上言葉にできなかった。

（――やだ……どうしよう。こんな時に……けど嬉しい！　ブリッツはわたしのことを選んでくれるのね？　指輪っていうのは特別なんだから……責任とってくれるわよね。ううん、ごめんねブリッツ。そんな言い方したくないの。すごく嬉しい……ありがとうね。本当にありがとう……）

　ブリッツがハナに手渡したのは黒塗りのケースだ。中にはどっしりとした金属が火薬入りの薬やつきょうといっしょに詰まっている。三十発入りだった。

「って……アサルトライフルの予備マガジンじゃない？　あの……これだけ？」

「ああ、悪いな。回収できたのは一つだけなんだ。けどないよりは心強いだろ？」

「……バカ。バカバカバカバカバカバカッ!!　期待させるような言い方して……あんた本当に大バカよ！」

　そんなバカが気になってしょうがない自分は大バカどころか超バカだ……と、ハナは恥ずかしさに顔を真っ赤にさせながら、アサルトライフルのマガジンを交換する。

（――消したい。盛り上がってた自分の記憶を全部消してしまいたい）

　批ひ難なんするように睨にらみ付けられてもブリッツはマイペースだ。そのマイペースさがハナには恨めしい。

「怖い顔すんなって。さてと……そろそろライブもクライマックスだ。この戦いが終わったら、今度は客席でゆっくり聞きたいもんだな」

　ライブ会場では新曲のサビが流れ客席は最大限の盛り上がりをみせていた。

　指揮車のコットンから「あと三十秒」のコールがかかる。白仮面たちは完全に気け圧おされていた。ストレイ・シープとジンノの華麗な十字砲火が闇を射い貫ぬく。ヘルハウンドの鋭い読みが敵を誘導し、ナスカの射線軸にいつの間にか白仮面たちは追い込まれる。罠わなに気付いた時には狙撃銃の餌食だ。彼らの目を幸運にも逃のがれた数人の白仮面も、ブリッツのかく乱とハナの射撃で数を減らし……それでも命からがら突破した最後の一人を、ベイホール入場口前の水みず際ぎわでライアットが確実に仕留める。













　前半、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていたシャドウが、この連携に参加できないことを悔くやむほどの三十秒だった。戦闘に参加可能な全員が機能的に動き、白仮面たちをまったく寄せ付けない。

　ハナが再び弾切れした。ブリッツもここまでの戦闘で閃光手榴弾を使い切り丸まる腰ごしだ。白仮面のショットガン使いがじりじりと距離をつめる。だが、正対したブリッツに襲い掛かることを躊躇した。仕掛けた瞬間、どこから援護の銃弾が飛んでくるかもしれない……白仮面のショットガン使いは恐怖を感じていた。

「次はそんな仮面無しにして、楽しくやろうぜ？」

　ブリッツが強化型ハンドライトを構える。次の瞬間、ショットガン使いの視界は白く染まった。身動き一つしない相手の横を駆け抜けて、ブリッツのラリアットが白仮面のマスクを吹き飛ばす勢いで炸裂する。

　ライブ会場からの拍はく手しゆと声援がブリッツの端末ごしに響き渡った。

　それでも戦いは終わらない。
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　ブリッツがラリアットで倒した白仮面が爆発し、戦場は静せい寂じやくに包まれた。誰もが終わったのだと安あん堵どする。

　コットンは指揮車のオペレート席から立ち上がると外に出ようとした。だが指揮車の扉が開かない。内側からのロックが解除されていることを確認して、もう一度扉を開こうとするのだが、まったく反応がなかった。

「あれ？　どうなってるの？　ドアまで故障って……ちょっとウリューくんってば！　どういうことかなぁ？」

　無線で連絡がつかないだけでなく、ウリューの反応が近隣のマップから消えていた。

「とりあえずこういう時は落ち着いて……えーと、お姉ちゃん聞こえる？　………………………………無線まで駄目になっちゃったの？」

　指揮車内部の照明が落ちる。コットンは自分が閉じ込められたのだと悟さとった。誰が何の目的でそうしたのかは想像もつかない……が、この状態があまり歓迎できないということだけは確かだった。




　敵の増ぞう援えんがなくなったのを確認して、ブリッツたちは戦場の広場に集まっていた。行政府の職員ＢＯＴボツトが戦場を形成していた自動車類を移動させて、道路を通行可能な状態に戻していく。いつの間にかブリッツたちだけが、広い橋の道に取り残されるような格好だ。

「終わったみたいだけど、コットンそっちはどう？」

　妹を呼ぶのだが、ハナの声が届いていないのか指揮車のコットンから返事はない。

「おかしいわね。そういえばウリューもオフラインになっちゃったみたいだし、指揮車で何かあったのかしら？」

　その間にナスカは白仮面についての情報を話し終えていた。ナスカ自身が不利になるような部分は伏せる。ブリッツたちに知らされたのは、白仮面を付けた者が「願いを一つ叶かなえてもらえる」という動機で行動していたこと。その願いを叶えてもらえるのが一人だけだったために、それぞれが協力することなくほぼ単独行動だった……といった既出の情報が中心だ。

　結局「ノイシミカ」の正体について……それがどんな組織なのかはわからないままだった。

「やっぱ行政府っつうか、ジェネシックゲームスなんじゃね？」

　普段はあまり外の世界の出来事を持ち込まないブリッツだが、ここはすっぱりきっぱりと首謀者の名前を出す。今回のイベントに限らず、この世界で起こるすべての事件の黒幕は主催者、運営者だ。

「それを言ったらつまらないんじゃないかなブリッツ？」

　ジンノは少し困ったような笑みで返す。

「んだな。けど『ノイシミカ』って並び替えると『カミノイシ』ってなるし。神の意思ってくらいだから、本当に願いを一つ叶えられるんだろうな。白仮面の復活能力とか自爆機能もそうでなけりゃ説明がつかん。ただ……」

　ブリッツはベイホールを見上げた。声援が収まりホールは静まり返っている。ライブが終わったあとの心地ここちよさ……ではない。ざわめきどころか囁ささやく声すら聞こえず静か過ぎる。

「なんでリリィが狙ねらわれたんだ？　あいつは歌が好きなだけで別に狙われるようなことはしてないと思うんだが……そこがどうにも納得いかんのだ。俺たちは自分たちの意思でイベントに参加したんだが、リリィは巻き込まれることを望んでたとは思えんし」

　ブリッツは呟つぶやきながら駆け足になっていた。

「やばいことになってそうだな」

「ブリッツ！　いきなりどうしたのよ？」

「リリィが危ないんだよ！」

「なんでわかるのよッ!?　……って、聞いても無駄よね」

　付いていきたいハナだがもう弾薬は底をついていた。そんなハナにヘルハウンドが自分のアサルトライフルと予備マガジンを差し出す。ハナが普段扱ったことのないＡエーＫケータイプだ。ハウンドは半なかば無理やりにハナのアサルトライフルを奪うと、自分のそれを押し付ける。

「ねぇよりゃましだろ？　狙わずに腰だめでばら撒まきゃいい」

「え……で、でも？　いいの？」

「オレらの契約はライブ終了までの護衛だ。あとは勝手にテメェらだけでやってくれ」

　強引なハウンドの餞せん別べつだがハナは素直に受け取った。

「ありがとね。あんたのこと……見直したわ。それで口が悪くなければ、すごく良いＡエーＳエスの教官になれるのにもったいないわね♪」

　ハナの表情はハウンドには眩まぶしすぎる優しい笑顔だった。思えばハウンドはいつも彼女に警戒されていて、こんな風に普通に接してもらえたためしがない。

（――なんだよ。なんなんだよ！　そんな顔しやがって……アイツを……ブリッツの野郎を追い掛けられるのがそんなに嬉うれしいのかッ!?　ああ、もう考えるな。感じるな。ハナのためになるんだからそれでいいだろ？　オレは負け犬だ！　負け犬で結構だッ!!　そんな笑顔されたら……オレに勝ち目なんてねぇだろ）

　軽く鼻から息を抜くように吐くとハウンドは身を翻ひるがえした。

「それとついでだッ！　そこの暗殺者は安全な場所に運んでおいてやるから安心しろ」

　まだ完全に回復しきっていないシャドウにライアットが肩を貸す。

「……無念」

「だーっはっはっは！　病院送りだコノヤロー!!」

　ストレイ・シープも残っていた弾薬をすべてジンノに手渡した。

「大事に使ってね？　なーんて、言わなくても全部必中かな」

「うん。そうするよ」

　自分のＰ90をシープに差し出して交換すると、ジンノもブリッツのあとを追う。

「……で、テメェはいかねぇのか電波女？」

　ナスカは躊ちゆう躇ちよしていた。これからリリィのもとへ向かうのが怖い。何かよからぬことが起こる……そんな電波をナスカは受信する。だが、ブリッツの力になりたいという気持ちは変わらない。

「狙そ撃げき手しゆのわたくしには出番がなさそうですわ」

「だったらハンドガンでも使えばいいだろ？」

「おっしゃるとおりです。けれど、指揮車との連絡もつかない今……そちらの状況も確認しなくてはいけませんし」

　煮え切らないナスカの背中をシープがつんっとつついて笑ってみせた。

「コットンちゃんたちのことはボクにまかせて！　友達だもんね！」

「わかりましたわ。少し……預あずかっていただけますかしら？」

　狙そ撃げき銃じゆうをシープに渡して身軽になると、ハンドガンを手にナスカも走り出す。

「……気をつけて……歌うた姫ひめを頼む」

　遠ざかっていく旅りよ団だんメンバーの背中にシャドウは呟く。肝かん心じんなときに自分が加われないことを悔くやみつつも、ブリッツたちならうまくやってくれるという信頼感がシャドウの胸には生まれていた。




　ホール内を痛いほどの沈黙が支配していた。全席完売だった客席にはうちわやメガホンなどのグッズが四散しているのだが……そこに人の姿はない。スタッフや警備員ＢＯＴも忽こつ然ぜんと消えていた。

　ステージの上にはリリィの姿が健在だ。空からっぽのホールに歌声が響く。

　一人だけ客席に残っている人影があった。つなぎ姿の青年だ。その顔には……白い仮面が張り付いている。リリィはその青年のためだけに歌わされていた。

　ホールにブリッツたちがたどり着くと、青年はゆっくりと腰をあげた。仮面に手をかけて外はずす。その下から出てきたのはウリューの顔だった。普段着用しているめがねをつけていないため、少し雰ふん囲い気きが違って見える。

「なんだ。先に来てたんだな？　とりあえずリリィも無事か。ナイスフォローだぜウリュー！」

「えーと……少し言うことが違うんじゃないかなぁ……って思うんだけどねぇ。ああ、ちなみに他の客はみんな世界の外に出ていってもらったよぉ」

　ウリューはゆっくりとリリィに向けてハンドガンを構えた。銃口を向けられているにもかかわらず、リリィは逃げようともしない。

「ちょっと！　どういうつもりなのウリューッ!?」

　ハナが吠ほえる。威い嚇かくのつもりでアサルトライフルの銃口をウリューに向けるのだが、馴れないＡＫタイプで狙い撃つのは不可能だ。弾たまをばら撒けばリリィにも当たりかねない。

「そうそう。そういう反応をオレッチは期待してたんだよぉ。おっと、いきなりオレッチを撃つってのもあると思うんで、先に言っておくけど……指揮車にはコットンちゃんが閉じ込めてある。オレッチが死ねば連動して仕掛けておいた爆弾がドッカーン！　って寸すん法ぽうなわけ」

　ブリッツは神しん妙みような面おも持もちでウリューに聞き返した。

「意味がわからんのだが？」

「ウリューが旅団を裏切ったのよ！　さしずめ『ノイシミカ』のボスだったってことじゃない？」

　ハナの解説にもブリッツは首をかしげるばかりだ。

「いやぁ助かるよ。説明しなくて済んだ。おおむねそれで合ってるからねぇ。おっと、言っておくけど『なんで？』とか『どうして裏切った？』なんて無ぶ粋すいなことは聞いて欲しくないなぁ。オレッチはもともと傭兵そつち側の人間じゃあないんだよねぇ」

「そこまでバラすってことは……もう、戻ってくるつもりはないのか？」

　冷淡な表情のウリューとは対照的にブリッツはさびしげだ。

「そーいうこと。さてと……オレッチは今、人ひと質じちってカードを二枚持ってるわけ。下手な行動を取れば人質の安全は保証できないよぉ」

「要求はなんなの!?　っていうか酷ひどいじゃない！　なんでこんなことするのよッ!?」

　ハナがウリューを睨ねめ付つける。コットンとの連絡が取れなくなった不安が、こんな形で的てき中ちゆうしてしまった。

「いいねいいねぇ。一度やってみたかったんだよねぇこういう悪役って。さてと……本題に入るとしようか。オレッチは殺し合いが見てみたいなぁ。ブリッツとジンノの対決なんて心こころ躍おどるよねぇ？」

　突然の提案だがジンノは落ち着いている。ブリッツはといえば……肩を震ふるわせていた。

「そんなことのためにか？　リリィやコットンを人質にとるなんて……おかしくないか？　リリィもコットンも人質になることなんて望んでないだろッ!!」

　ブリッツが感情をあらわにする。演技という雰囲気でもなく、ウリューの行動に対して本気で熱くなっていた。望んだ危険。自分が覚悟したリスクを負おうのではない。ウリューがやっていることはこの世界の自由に対する侵害。しかも管理者権限を使うという最大限のチート行為だ。

「おッ!!　いいねぇ雰囲気出てきたよブリッツ。じゃあもう一つ教えてあげちゃおう。歌姫はオレッチが作ったんだよぉ。中の傭よう兵へいであるリリィちゃん自身は人間だけど、歌っている時はオレッチの作ったプログラムが働いててね。彼女の歌声に補ほ正せいがかかるようになってるのさ。プロデューサーのエムデュアルも架か空くうの人物……っていうかオレッチの別アカウント。曲は全部オレッチの自作なわけ。エムデュアルの曲を歌うって条件を満たすと、彼女の身動きは全部オレッチがコントロールできるようになるんだよねぇ。最初は試作プログラムの実験のつもりだったけど、リリィちゃんのルックスと情熱のおかげで思おもいの外ほか反響があって、データもたっぷりとれたし感謝してるよぉ？　ま、本人はオレッチに利用されてるとも知らず、コントロールされてる時も自分が歌に集中してるって思い込んでたようだけど……そんなわけでこの通り、今のリリィちゃんは逃げることもできずにステージの上ってわけさ」

　リリィの言葉をブリッツは思い出した。歌っている時は自分が自分ではなくなるような気がする……それは本当だったのだ。曲にウリューがプログラムを組み込んでいて、リリィは半自動状態で歌わされていた。

「リリィに憑ついていた悪魔の正体……ようやくわかりましたわ」

　ブリッツとリリィを関わらせたくない……ナスカがそう思ったのも、すべてリリィに何か裏があるという電波を受信したためだ。

「リリィがピンチになればなるほど盛り上がると予想してたけど、思ったより旅団は強かったみたいで……もう少し難易度を上げておくべきだったよぉ」

　ウリューはメガネがないにもかかわらず、中指で眉み間けんのあたりをくいっと押し上げてみせる。

「ということで、とりあえず約束してあげるよぉ。ブリッツとジンノに殺し合いをしてもらって、どちらが勝つかをこの目で確認したいなぁ。そうしたらリリィちゃんもコットンちゃんも解放してあげよう。リリィちゃんも用済みだから試作プログラムは外すことにしようかねぇ？　おっと、ブリッツ……手を抜けば二人とも助からないんできっちり殺すつもりで戦ってほしいねぇ」

　黒髪の少年は返答に詰まる。

「……できねぇって……選ぶなんて……俺には」

　ジンノはサブマシンガンを手にしたまま黙って状況に流されていた。あとはブリッツ次第……なのだがブリッツは今にも床に膝ひざをつきそうで、戦う前から敗者のような覇は気きの無さだ。

「簡単なんじゃないかな？　僕とブリッツが本気で戦えばいいんでしょ？」

「本気ってなんだ？　俺はいつだって本気だぜ」

「いや……それはそうなんだけどさ……殺し合いじゃなきゃいけないみたいだし」

「なんで殺し合いしなきゃならんのだ？」

「それは……」

　ブリッツの言葉にジンノの思考が一瞬止まる。

「ほら、そうしなくちゃリリィやコットンが危ないんだよ？」

「だけど、もしジンノと殺し合いになれば、俺かジンノのどっちかが死ぬわけだろ？　それって嫌だろ……仲間なのに」

　ブリッツは完全に弱っていた。今の彼を倒してもジンノは何一つ得られそうにない。彼はただの弱者だ。

「だから……戦うなら俺は武器を使わない。いつもの自分で戦う。それでジンノと真剣勝負して、負けたら俺は死ぬんだろうが……それでどうだ？」

　ブリッツは銃を使うことを拒こばむ。ここまで筋すじ金がね入いりだとは予想していなかったらしく、ウリューも返事に困っていた。ウリューがこんな突飛な行動に出て悪役を演じるのもすべてジンノのためだ。

「しょうがないねぇ。じゃあ……一人、実際に殺すしかないかなぁ」

　ウリューはつなぎのポケットからコインを一枚取り出した。

「表ならコットンちゃん。裏ならリリィちゃんね」

　親指でコインを弾はじく。宙を舞ったそれはウリューの手の甲に落ちた。ブリッツにとっては最悪の状況だ。

「えーと……裏か。このままっていうのもあんまりだよねぇ」

　不意にリリィの歌が止んだ。それと同時に彼女は叫ぶ。

「みなさん！　私はいいんですッ!!　コットンちゃんを助けに行ってくださいッ!!」

　どうやら歌っている間もリリィは状況を把は握あくしていたようだ。そのリリィにウリューは拳けん銃じゆうを向けている。今、ウリューを撃てばリリィは助かるがコットンが死ぬ。ウリューを止めなければその逆だ。

「ブリッツ……私、嬉しかったです。利用されてたのにも気づかなくて、ブリッツや旅団のみなさんに迷惑をかけて……こうなるのもしょうがないんです。それでも、みなさんと出会えてよかった。だからそんな顔しないでください。そして……願わくばそのままのブリッツでいてください。銃を使わないで、相手にドロップキックでつっこんでいっちゃうようなブリッツのままで！　そんな貴方あなただったから……私も、旅団のみなさんもブリッツが好きになったんです！」

　リリィのまなざしには覚悟があった。その気き迫はくに思わずウリューは心の中で嘆たん息そくする。

「エムデュアルさんのことは尊敬していますし、楽曲を提供してくれたことも感謝してます。私は実験用のサンプルだったのかもしれないけど、あなたの曲が好きで……本当に好きで……歌えたことは誇りにすら思ってます。撃つなら撃ってください！　私にだって覚悟はあります」

　ステージを降りるとリリィは自分からウリューに歩み寄っていった。

「……そもそも復活できるんだし、そこまで命にこだわるブリッツも、今の命を賭かけることに覚悟までするリリィも……オレッチは理解に苦しむよぉ。それに感謝されるとは思わなかったねぇ。曲作りなんてお遊びなのに」

　ウリューは自分が誰かに撃たれるというシナリオも考えていた。いっそ、そのほうが楽だとすら思う。だが、コットンの命がかかっているためハナがウリューを攻撃することはない。

「っと、あれ？　誰かいないような……うーん。嫌な予感がするねぇ」

　リリィの長なが台詞ぜりふの間に、狙撃手の姿は客席の入り口ゲート側から消えていた。

　歌姫の背後からすうっと人影が現れる。と、同時に影は華か麗れいにウリューが手にしている拳銃を蹴けり上あげた。

　格闘戦に持ち込まれる可能性を考こう慮りよして、ブリッツとの間ま合あいは常に計っていたウリューだが、その蹴りはまったく予よ期きしない相手から放たれたのだ。

　ナスカだった。手にはハンドガンだけで軽装だ。専門に鍛きたえたブリッツほどではないのだが、十分に速くウリューには予想外の機動力をみせていた。同時にブリッツが動く。銃を蹴り飛ばされて唖あ然ぜんとしているウリューの背後を取ると、アームロックを極きめて拘こう束そくした。何の打ち合わせもなくアイコンタクトすら皆かい無むだったのに、ブリッツとナスカの呼吸はぴったりだ。リリィを庇かばうようにハナも走る。

（――ああ……まったくオレッチってば格かつ好こう悪いったらありゃしない）

　現在のウリューは戦闘不能でもなければ死亡したわけでもない。ブリッツに拘束された状態だ。

「ウリュー……指揮車のロックと爆弾の解除だ！　そうしたら今日のコレはなかったことにする……だから頼むッ!!」

「ほんとにお人よしだねぇ。だいたいオレッチがその条件を飲んでも、ほかのみんなは黙っちゃいないんじゃないかな？」

「いいからそうしてくれッ!!　頼むからッ!!」

「アームロックかけながらお願いするなんて……ほんと、負けたよブリッツ。オレッチじゃ手に負えないな」

「わかってくれたんだなッ!!」

　腕を極められたままウリューは首を左右させる。

「そうもいかなくてねぇ……もう、これ以上はオレッチからもフォローできないんで、後のことは自分で納得がいくようにしてもらう……それでいいよねぇ？」

　ウリューの言葉はブリッツに向けられていたのではない。その視線がジンノを捉とらえている。ジンノはゆっくりうなずいた。サブマシンガンをウリューとブリッツに向ける。

「ブリッツを精神的に追い詰めても強くなるどころか弱くなっちゃったし……もう、実際にブリッツには失ってもらうしかないような気がするんだ」

　危険な電波を受信してナスカがブリッツとウリューの前に飛び出す。直後、ジンノのサブマシンガンが火を噴ふいた。

「順序が少し変わっちゃったな」

　ジンノの言葉とともにナスカが倒れ伏す。ウリューを庇うような格好だ。

「あら、勘違いなさらないでくださいね。ウリューが死ねば……コットンが危険だから……それだけですわ」

　身を挺ていして盾たてになりながらナスカは笑ってみせる。ブリッツはアームロックからウリューを解放した。仲間が仲間を撃つ状況を止めなければならない。

「えーと、それじゃあ次は……ハナさんかな？」

　銃口がハナとリリィに向けられる。ジンノ相手ではハナもリリィも蛇へびににらまれた蛙かえる同然だった。二人とも動くことができない。

　ブリッツは無心でジンノに殴なぐりかかった。だが、間合いを読まれて軽々とかわされる。今のブリッツができることといえば、ジンノを殴り倒して戦闘不能にする……それだけだ。ナスカの死を悼いたむ瞬間すらジンノは与あたえてくれない。少しでもブリッツが立ち止まれば、ハナもリリィも失うことになる。

　その間にウリューはナスカに蹴り飛ばされた拳銃を拾うと、自分の喉のどもとを突き上げるようにして銃口を押し付けた。

「自分の後始末くらい自分でつけなきゃねぇ。ま、ナスカの行動には敬意を表させてもらうよぉ」

　もうジンノとブリッツの戦いは始まってしまったのだ。そうなれば無駄に殺す必要もない。指揮車のロックと爆弾を解除すると、ウリューは自分で自分の命に決着をつけた。

「……ちゃん。お姉ちゃん今どうなってるの!?　指揮車にシープちゃんが来てくれたけど、イベントはまだ終わってないの？」

　ハナの端末に直接コットンから通信が入る。ロックの解除とともに外に出てシープと合流したようだ。

「一言で説明できる状況じゃないのッ!!　ともかくベイホールには来ちゃだめ!!」

　リリィと一緒に身をかがめて客席を移動するハナ。

「状況がよくわかんないよ！　指揮車は動かなくなっちゃうしウリューくんは職場放棄だし……それにジンノさんのことだって……ねぇお姉ちゃん、突とつ拍ぴよう子しもないこと言っていい？」

「あとで聞いてあげるからッ!!」

「すぐだから！　あのね、ジンノさんって人間じゃない気がするの！　まるでＢＯＴみたいで……」

「まるで……ＢＯＴって……」

　言われてみればハナにも心当たりがあった。ただ、常識的に考えてそんなわけはないと、どこかで思考にブレーキがかかっていたのだ。

　今、目の前にしている光景にハナの抱いだいていた常識は通用しない。ボクシングのインファイトの間合いにもかかわらず、ジンノはブリッツの攻撃を軽くいなしている。

　ブリッツはハナとリリィがホールを出るまでジンノに近接攻撃を仕掛け続ける。ウリューの死もコットンの無事も気にする余裕はない。

「パンチやキックにフェイント……投げまで狙ってくる。まるで格闘ゲームだね？」

　そのどれもが通用しない。すかさずブリッツは腰のベルトからライトを抜いた。閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんは使い切ったが、ライトの電池はまだ生きている。

「それも通じないよ。ブリッツの攻撃は全部学習済みなんだ」

　構かまえたライトを蹴り上げられた。ジンノは格闘術でもブリッツのお株を奪う。

「結局なんなんだッ!?　何がしたいんだお前はッ!!」

「僕の望みはブリッツとの真剣勝負さ。それは出会ったときから変わってないけど？」

「そのためにウリューやリリィも利用したのかッ!?」

「ウリューはもともと僕の監視者さ。ブリッツ……僕はね……この世界の神にならなくちゃいけないんだ」

「お前大丈夫か？　中二病もほどほどにしておけよ？」

「相変わらず読めない人だな。だからこそ僕は知りたいんだけどね。ブリッツの怒りを……どうすればきみは感情を僕にぶつけてくれるんだい？　あと何を奪えばいいのかな……やっぱりハナさんかな？」

「お前は俺を買いかぶりすぎだ。これが俺の限界だっつーの！　つうか、お前を動かしてるのは誰なんだ？　なんか事情があってこんなことをしてるんだろ？」

「…………そんなものはないよ」

「なら頼むからこれ以上はやめてくれ。もう……仲間を失いたくないんだ」

「そうなんだ。やっぱりハナさんにはここに居てもらわないとね。この戦いをモニターしてるんでしょ？　少し力を貸してくれないかな？」

　ジンノの声がホールの天てん井じように反響する。すると、ホールの出入り口まであと一歩というところでリリィの足が止まった。

「ハナ……さん……。だめ……みたいです。また……会えたら……一緒に……歌ってください。だから……今は逃げ……て……ブリ……ッツ……」

　声が途切れる。リリィの眩しい金髪がゆっくりと黒く染まっていった。その姿が書き換えられる。

　黒いメリーだ。その手には銃ではなく杖つえを手にしていた。

「彼女の体をしばらく拝はい借しやくさせていただきます。ごきげんようブリッツ」

「リリィが……メリーに……なんの冗談だよ？　おいッ!!　リリィは無事なんだろうなッ!?」

「基本的には安全です。ただ、システムの障害が取り除かれるまで一時的にログアウトしていただいております。復旧まで今しばらくお待ちください」

「なんだよその障害ってのは？」

「それはブリッツ……貴方です。すみやかにその力のすべてを出し切り、そのうえでジンノに倒されることを世界アサルトストライクは貴方に希望します」

　メリーが杖を掲げると同時に、ホールのすべての出入り口が封鎖された。ドアそのものが書き換えられて壁になる。客席もウリューやナスカの死体も消失し、ログイン時の白い部屋のような、地面と空の区別すらつかない状態になっていた。

　仮想世界でのリアルはすべて消え去る。ハナの端末からコットンの声も途と絶だえた。

　こうなるとハナもコットンの仮説を否定することはできない。

「ジンノさん……本当に……」

「もう隠す必要もないよね。僕は人間のサンプルを理解して、さまざまなトラブルに対応できるよう……」

「うるせぇ！　知るかそんなことッ!!」

　ブリッツはジンノに最後まで言わせなかった。その拳こぶしがジンノの頰ほおをかすめる。

「ちょっと待ってよブリッツ。まだ説明は終わってないんだけど」

「説明する必要はないッ!!　つうか、すんなッ!!」

　回し蹴りがジンノの手からサブマシンガンをさらっていった。ブリッツの動きに迷いがない。そのことがジンノの思考を混乱させる。先ほどまで簡単にあしらえていたはずのブリッツの攻撃がまるで読めない。

「なんだ。やっぱり本気を出してなかったんじゃないか？　人が悪いなブリッツも」

「俺はずっと本気だッ!!」

　蹴りが飛んでくると読んでジンノが上段でガードの構えをとった。だが、ブリッツの蹴りはローキックだ。続いて左ジャブから右ストレートと予測したジンノだが、ブリッツが放ったのは回転式肘ひじ打うちだった。そのまま首くび相撲ずもうへと移行されると直感し、ジンノが咄とつ嗟さに間合いをとると……ブリッツはジンノを飛び膝蹴りで追撃する。

　瞬時に腕を十字に組んで膝の直撃を免まぬがれると、ジンノは上着を脱ぎ捨てた。

「これでスピードは僕の方が上だよ。もうブリッツの打撃は僕においつけな……」

　ジンノが言ったそばからブリッツは殴りかかり、ジンノはガードせざるを得ない状態になる。ブリッツは強い。神がかっていた。ジンノの予測はことごとく外され、超スピードをもってしてもブリッツの攻撃を避けきれない。ジンノの次の一手がわかっているかのような動きだ。そうなるとブリッツを超えるスピードも無意味だった。どんな魔法がかかったのか、ブリッツはことごとくジンノの先手をとる。射撃戦の方がよっぽど簡単だとジンノは考えを改めさせられた。

「どうして僕の次の行動が読めるんだい？」

「知るかそんなことッ!!　いいか……絶対に言うなよッ!!　お前はお前なんだ。神なんかじゃないッ!!　そっちに行くなジンノッ!!」













　ブリッツは理解していないのではない。ジンノの正体についてわかっていながら、その口から言葉に出されるのを必死に止めようとしている……ただそれだけだった。その無心さがブリッツの動きをまったく読ませない。最大限にまで高まった集中力が、ジンノの一歩先を行く。

　絶対的な力を発揮できる……誰も自分に触れることはできない……それは恒こう久きゆう的てきではなく、ほんの一瞬、何十、何百時間と戦っている間に時たま傭兵が体験することがある、自分の技能スペツクを超えた戦闘を行うことができる時間だった。死を覚悟した瞬間にハナが白仮面との戦いで垣かい間ま見みた、スローモーションがかった世界を今のブリッツはみている。集中が途切れればジンノにたやすく一いつ蹴しゆうされるのだが、そんな不安すらもブリッツの頭の中にはない。

　ジンノが人間でなかろうと関係なしだ。それが理由で仲間を裏切ることを世界に強要させられているなら、止めなければならない。ブリッツはジンノを信じていた。その気持ち一つでジンノを圧倒する。

　ジンノはガードすることを諦あきらめた。瞬間、ブリッツのドロップキックがジンノの体を吹き飛ばす。直撃だ。ジンノはされるがままだった。ブリッツの攻撃を受け入れていた。

　ジンノはブリッツを理解する。彼は筋金入りの……バカなのだ。楽しくやりたい……ただそれだけの生き物なのだ。

　そうであれば相手が人間でも機械でも関係ない。ブリッツはコンピューターのプログラムであるジンノにすら友情を求めた。神プログラムに戻るのではなく、人のままであってほしいと願った。だからどうしてもジンノの口からそのことを言わせないように必死になった。

　ジンノはブリッツに追い詰められる。自分が圧倒されている……にもかかわらず、ジンノはそれを素直に受け入れた。ブリッツに敵意や悪意がないからだ。

　吹き飛ばされたジンノは倒れたまま呼吸を整える。心なしか心拍数が上昇した気がした。ゆっくりと立ち上がり、白いドームの天井を見上げる。一呼吸おいてからジンノはハナに向き直り告げた。

「ごめんねハナさん。それにナスカやシャドウにも……もっとたくさんの人に謝らなくちゃいけない」

「ど、どうしちゃったの急に……」

　つき物が落ちたようなすがすがしい表情のジンノに、ハナは拍ひよう子し抜ぬけさせられる。

「僕は殺しすぎたんだ。相手の技量も考えずに……でも、それは違ったんだね。とても……つまらない行為だった。ずっと疑問を抱くことすらできなかったけど、ようやく……ブリッツと戦ってやっと見えてきたんだ。自分のあり方について」

　ジンノが軽く背伸びをするとドームの白塗りだった空が青空に書き換えられた。メリーは一いつ切さい操作を行っていない。神の権限をつかわなければ不可能だ。

　世界の果てまで青に染めてジンノは静かに笑った。

「ブリッツ。ありがとう。なんだかすごく楽しかったよ」

　ドロップキックを放ったところで集中力が完全に途と切ぎれたブリッツに歩み寄ると、ジンノは手を差し伸べた。ブリッツも笑顔でその手を握り返す。

「さてと、帰ろうぜ。もうこういうのは無しだ。ここから出してくれよメリー？　あと、リリィの体もちゃんと返してくれるんだよな？　あいつの歌を待ってる人間はたくさんいるんだ」

　メリーはブリッツの問いかけには応こたえない。ただ、ジンノが世界に干かん渉しようしてきたことに拒きよ絶ぜつ反応を示す。

「ジンノ。貴方が担当すべきは世界ではなく人です。オブジェクト書き換えの権限はありません」

「そうだね。そういう予定だった。けど僕は降おりるよ」

「何を言っているのですか？　ブリッツを理解したというのなら、貴方の育成プログラムは完了しました。予定通り世界の運営に加わるべきです」

　ジンノはメリーにあっかんべーをしてみせる。まるでブリッツのような奔ほん放ぽうさだ。

「僕は僕だよ。これからもね……神にはなれない。この世界でブリッツたちと同じように……人として存在したいんだ」

　ブリッツもハナも二人の神に置いてけぼりをくらっていた。だが、ブリッツはジンノの言葉にうなずく。

「なんだか難しいことは良くわからんのだが、ジンノも俺たちもこのままってのは駄目なのか？」

「それは認められません。世界の完成にジンノというパーツを欠くわけにはいかないのです。その旨むねご理解いただけますよう、よろしく申し上げます。それでもご理解いただけない場合は、まことに遺い憾かんではありますが排はい除じよさせていただきます」

　メリーの口調は丁てい寧ねいだがブリッツたちが取り付く島はないらしい。

「は、排除って……アカウント停止ってこと？」

　ハナが思わず銃口をメリーに向ける……が、ブリッツがそれをそらせる。

「あの体はリリィなんだから、そういうのは無しだぜ」

「じゃあどうするのよ？　このままだとわたしたちのアカウント削除されちゃうんでしょ？」

「そいつは困ったな……」

　メリーはブリッツとハナを人質にジンノに交渉を持ちかけていた。さすがのブリッツも世界を相手に殴り合いの喧けん嘩かはできない。だがジンノは普段通りの涼しい顔だ。

「大丈夫だよ。僕が説得するから」

「説得って……できんのか？」

「うん……できるよ……いや、やってみせる。ジーニアスの二つ名は伊だ達てじゃないからね。約束するよ。メリーの説得には時間がかかると思うけど、ブリッツたちが戻ってきたくなるような世界にするからさ」

　ジンノは微笑ほほえむと手を振った。それと同時にブリッツとハナから遙はるか彼方かなたへとジンノの姿が遠のいていく。

　ブリッツがいくら走っても届かない。まるでルームランナーかハムスターの運動用まわし車だ。メリーとジンノの姿が一気に遠ざかり、ブリッツとハナだけが白い地平線と青空のはざまに取り残される。

　何もかも突然の出来事だった。また明日、みんなで集まって騒げる……その明日が取り上げられたのだ。

「なんだよ……説得するんなら手伝わせてくれてもいいんじゃねぇか？　水くさいやつだな……もう、俺たちの声は届かないのか？」

　終わりが来ない世界だと思っていた。普通のゲームのようにエンディングを迎えることはない世界だから、黒髪の少年はなんの心の準備もできていなかった。

「こんな終わり方……納得できるか？」

　隣でハナが小さく息を吐つく。

「そうね。ちょっと……唐とう突とつすぎるかな。けど、最後にこうしてブリッツと一緒だったのは意外っていうか……良かったかも」

　もう事態は一プレイヤーの手に負えるものではない。

「本当にこれで終わっちまうのか？　まだヘルハウンドやシープとの決着もつけてないし、それに今日のミッションの打ち上げがまだだッ!!」

「ここまでの演出がジェネシックゲームスの用意したもので、明日からはまたいつもの傭兵街……ってことにはならなさそうね」

　青空がだんだんと白しらんでいく。ブリッツの視界も白く染そまり、ハナの姿もおぼろげだ。ハナも同じだった。ブリッツの顔がだんだんとぼやけていく。

　ブリッツの耳元に鼻にかかったような声が届く。それは次第に大きくなり、嗚お咽えつ混じりの声へと変わっていった。冷静に状況を受け入れようとしていたハナだったが、胸の奥から感情がわき上がって抑おさえきれない。

　世界が失われるのを止める術すべはない。世界がなくなると会えなくなる。失うと自覚した瞬間、ハナはブリッツを抱きしめてその胸に顔を埋めていた。天地の境さかい目めが消滅し、真っ白い空間で二人は抱き合う。













「ねえブリッツ……わたし……離れたくない。もっとブリッツといっしょに……いっしょにいたいよ……好きだから……ブリッツのこと……ずっと好きだったけど、素直になれなくて……今言わなかったら後悔するって思ってッ!!　ごめんね……こんな時に一方的に……迷惑だよね」

「……んなこと……ねぇって」

　だんだんと自分たちの姿が白い背景に溶け込んでいく。ブリッツはぎゅっとハナの体を抱き寄せた。

「また……会えるかな？」

「この場所で……この世界で……必ずな」

　涙なみだでぼやけた視界が暗転し、すべては闇やみに包まれた。ハナは呆ぼう然ぜんと独ひとり闇に取り残される。世界は……終わったのだ。










　ＡエーＳエス日本サーバーの緊きん急きゆうメンテナンスがアナウンスされたのは、その直後だった。
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「お姉ちゃん元気だして……っていっても最愛の人はネットのどこにいるかもわからないんだよね。クローズドベータテストにも落ちちゃったし」




「きっと来世で再会できますわ。輪りん廻ね転てん生しよう。世界は回り続けているのですから」




「……コーホー……歌は……愛」




「神が二人ってのが問題発生の原因っと。いやぁ、オレッチとしては第三の神を仕込む必要があると思うんだけどねぇ。モデルのサンプルデータは収集済みだし……ふぅ……また今日も楽しく残業残業っと……とほほぉ」




「クソサーバーが飛びやがって。しばらくは人間相手はやめにして、デカイ獲え物ものでも狩かるか。ったく……勝ち逃げは許さねぇからなッ!!」




「ネットで歌い続ければいつかみんなに届くかな？　ううん、届けるんです！　そうやって一度は再会できたんですからッ!!」




「ダーッハッハッハ！　やっぱりどんな世界でも男の武器はショットガンッ!!」




「来年は受験だからしばらくゲームは控ひかえないと。ボクの第一志望？　進学校だけど男子校なんだよね。やっぱり共学の方がいいかな？」




「新生白はく銀ぎん騎き士し団だんはどのような世界においても燦さん然ぜんと輝くのです!!　まぁ入団希望というのならテストをして差し上げないこともありませんが……え？　違う？　ただの人違い？　いったい誰を捜さがしているというのですか。これほどの美び男なん子しはこの世に二人といませんよ？」




「爆ばく殺さつうううううううううううううううッ!!　死ねぇえええええええッ!!」




「キャンプ万歳ッ!!　待つのは立派な戦術ですから!!　でも復活ありなら攻せめまくりも楽しいかもしれませんね」




「兄さん、そろそろ盾たて持ちやめていいかな？　ちょっとだけチャレンジしてみたくなったんだ」




「好きにしろ。（……やっと自立してくれるか）」




「ここにもあいつらしいプレイヤーは見つからなかったし……次はＭＭＯマツシブリー・マルチプレイヤー・オンラインＲＰＧね。うっ……有料なうえにサーバー数が二十個もある……早く正式サービス再開してよッ!!」




「うおおおおおんッ！　クローズドベータテスト落ちたッ!?　ま……もう少しだけ待ってやるか。たぶんあいつのことだから、完成するまで俺らを呼びたくないんだろうな。いつでも手伝う準備はできてるってのに……相変わらず水くさいやつだ」
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　戦場から若い兵士たちが帰ってくる。すでに仲間を見つけたものや、この戦いで知り合いチームを組む話題で盛り上がる傭よう兵へいの姿も散さん見けんされる中、少年は今日も独ひとりだった。

　戦績は芳かんばしくない。せっかく当選した「アサルトストライクネクスト」のベータテストだが、初体験のＦＰＳエフ・ピー・エスは苦労と苦く渋じゆうの連続だ。まだ敵味方の識別もままならない。弾たまは出ているはずなのに、なぜか同時に撃ち合っても自分だけが倒される。強い相手は圧倒的すぎて手が付けられない。少年の傭兵としての前途は多難で早くもくじけそうだ。

「やあ。調子はどうだい？」

　行政府のロビーで少年は呼び止められた。こんな事は初めてだ。少年は今までいくつかのネットゲームに参加したことはあったが、誰かに声をかけるのが苦手でいつも独りだった。黙もく々もくと狩りをするものの……そのうち独りの限界という壁にぶつかってやめてしまう。今回も例に漏れそうにないと思っていた矢先に、少年は声をかけられた。

「え、あの……どちらさまですか？」

「自己紹介が遅れたね。僕はゼノン。サブマシンガンＰ90の講師をやってるんだ」

「講師？」

「そうだよ。さしずめバトルインストラクターってところかな。戦闘以外にもこの世界の楽しみ方とか、美味しいコーラの飲み方なんてことも教えてるんだ」

「コーラの飲み方って……人から教わるものなんですか？」

「仲間と一緒に飲む勝利の美酒……じゃなくてコーラは最高なんだよ？　それを僕に教えてくれた人がいてね……すぐにも会いたいんだけど、その前に僕なりのけじめをつけたくてさ。だからクローズドベーターテストを無事に終えるまで我慢してるんだけど……あ、別に興味ないよねこんな話？」

　ゼノンと名乗った銀ぎん髪ぱつの少年はにっこり微笑ほほえむ。

「それじゃあ早速……そうだね、あそこの椅い子すで独りぼっちの女の子に声をかけに行こう。ほら早く！　チームに女の子がいると張り合いもでるんじゃないかな？」

「ちょ、ちょっといきなりなんてことを言い出すんですか!?」

　無理矢理ゼノンは少年の手を取って立たせると引っ張っていく。

「まずいですって！　いきなり女の子は難易度高すぎますから!!」

「当たって砕くだければいいと思うよ。何度でもチャレンジできるのがこの世界の良いところなんだから」

　柱にしがみついて少年が抵抗する。そうこうしているうちに女の子に渋しぶい中年の傭兵が声をかけた。二人はチームを結成して傭兵街のメインストリートへと並んで消えていく。

「あの感じからすると待ち合わせのようだね。声をかけなくて正解だったかもしれないけど、ドンマイドンマイ♪」

　ゼノンはけろっとした表情で再びロビーを見回して、他の独りぼっちの傭兵を捜し始めた。少年は吐と息いき混じりに聞く。

「インストラクターっていうことは、ゼノンさんはジェネシックゲームスの中の人なんですか？」

「ううん。違うよ……人と人との出会いのきっかけを作ることもあるけど、僕はただのＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターさ」

　まるで人間のような……いや、人間がＮＰＣを語っているとしか思えず少年は首をかしげる。変な人にからまれたのかもしれない……と、心の中で息を吐いた。一方ゼノンは不審がる少年の態度など気にも掛けていない。

「それで君の名前は？」

「僕は……」




　今日も戦場に銃声が飛とび交かう。空から騒さわぎは終わらない。





バトルフィールドは空騒ぎ！３　～蒼空の終末～　完










　あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしております。淺あさ沼ぬまです。

　完結いたしました。「バトルフィールドは空から騒さわぎ！」いかがでしたでしょうか？

　最後はやっぱり愛だね。愛。そんな感じでお送りしました。

　好きなモノを題材にここまで書かせていただけて幸せでした。一巻の頃には考えていなかった意外な開花を果たしたキャラクターもいて、なんとも感かん慨がい深いです。手て前まえ味み噌そにはなりますが、ヘルハウンドのツンデレっぷりは三巻通してお気に入り。男ツンデレで負け犬属性……はッ!?　なんだかＭエムッぽいッ!?

　とりあえず、ブリッツたち「週しゆう末まつの旅りよ団だん」の活躍はこれで一段落となります。早くＡエーＳエスみたいなゲームが実際に遊べるようにならないかなぁ……と、願いつつ、またいつかネットゲームを題材に書きたいなぁ……そしたら取材しないとなぁ……あれ？　一日二十時間ほどゲームしてるようなしてないような……だ、大丈夫ですよ担当Ｈ様！　原稿が第一ですから。ですけど……あともう１レベルだけあ・げ・さ・せ・てッ!!

　えー、脱線してしまいましたので話題を変えます。とはいえ、あまり路線は修正されていないのですが、ここで最近、淺沼がプレイしたゲームの話。

　ＥＡエレクトロニツク・アーツのｓｋａｔｅスケート．をまったりとやっておりました。美しい街並みをスケートボードで駆け抜けて、ベンチやガイドレールに飛び乗りトリックを決める！　操作に慣れるまでは戸と惑まどうことも多いけれど、できなかった課題を乗り越えた時の達成感がたまりません！　すべての課題をクリアしたあとは、ハイスコアを目指したりネットで対戦したり、何も考えず気の向くままに街を走ったり……なんとも気持ちの良いゲームです。

　そんなｓｋａｔｅ．なのですが、ある日、淺沼がネットにつないで他のプレイヤーとフリーランをしていたところ、他のとあるプレイヤーが「普通に走っていては登れないエリア」におりました。ムムム面めん妖ような!?　バグでも利用したのかと思いきや、彼はこちらに降りてきて、実演してくれたのです。うまく手すりを利用して高台へぴょんと飛び乗り決めポーズ。ああ、なんとクールな光景か。

　見せられてしまった以上、自分も高台に乗らないわけにはいかない。闘とう志しに火が付き何度も何度も挑戦するのですが、どうしても手すりにうまくスケートボードを乗せられない。十五分ほどたった頃、そのプレイヤーからメールが届きました。

「ｎｏ　ｒｉｇｈｔ　ｌｅｇ．．．ＹＥＳ　ＬＥＦＴ　ＬＥＧ」

　淺沼はいつも右足で地面を蹴けって左足をボードに乗せていたのですが、蹴り足を左にして右足をボードに乗せて飛んでみたら……できたッ!!

　左右どっちでキックしても一緒だろうと思っていたのに、こんな違いがあったなんて……奥深いよｓｋａｔｅ．!!

　ようやく彼のいる高台に乗って二人並んで決めポーズ。さっそくお礼のメールを返しました。

　競きそい合あうのも楽しいですが、こんな出会いもあるなんて……ゲームって本当にいいもんですねぇ！

　ということで、名残なごり惜しいですがそろそろページ数も少なくなってまいりましたので、スペシャルサンクス～～♪

　担当Ｈ様。ゴールデンウイークまっただ中に、ＪＲ舞まい浜はま駅で原稿の受け渡し。せっかく夢の国が目前なのに、滞在時間が十五分未満。受け取り→即職場というシュールなスケジュールでしたが、最後まできっちり面倒をみてくださいましてありがとうございました！

　むらたたいち王子。カラーのナスカがエロさ爆発。実は初稿時に競泳用水着を着ていたキャラが、スクール水着になったのは王子からの勅ちよく令れいだったのだと、声を小にして言いたい！

　百足むかで屋やユウコ様。梅つ雨ゆのじめじめ気分が吹き飛ぶスカイブルーな表紙。赤、緑、青と三冊揃えたくなる素敵デザイン。並べてみるとベースの白も挟はさまってイタリアカラーになったりフランスカラーになったり。ワイン美お味いしいですよねワイン（違）。

　そして、最後まで読んでくださったみなさまに感謝を～～！




　二〇〇八年五月吉日。





淺沼広こう太た






　追伸ついしん、今月は集英社スーパーダッシュ文庫さんから「天てん使しの飼かい方かた・しつけ方」の四巻も出ております。旅団の中の人らしきキャラがプチ出演ッ!?

　そちらもどうぞよろしくです～～♪
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